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2014年7～9月カリキュラム（第54号）

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参照教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

7月6日

御言葉をめぐって
整えられる奉仕者

問44 ハイデ1,6、ウ小46

使徒言行録7:1－7 使徒言行録7:7

働きは違っても、「証」という一つの目的に喜んで仕えて励む教会員となろう。

13日

サウロを回心させる
復活のキリスト

問29 ウ小30－32、ウ大66－68

使徒言行録9:1－19 使徒言行録9:4－5

目からうろこを落とし、キリストの証人として立てる神の力と愛にあずかろう。

20日

世界を目指す
アンティオキア教会　

問65 ハイデ32,54,55

使徒言行録11:19－30 使徒言行録11:26

地の果てまで証人とする預言は日本の教会にまで至る。私達も世界を目指そう。

27日

会議を通し、聖霊に
導かれる教会　　　

問34,65 －

使徒言行録15:1－21 使徒言行録15:16

教会は会議を通し聖霊に導かれ福音の真理を確認した。教会の交わりを大切に。

8月3日

マケドニア人の幻の
信仰的解釈　　

問76,13 －

使徒言行録16:6－15 コリント二4:8,9

一人が見た幻を神の召しとして確信したキリスト者たちから信仰的解釈を学ぶ。

10日
（平和）

平和主日
平和カテキズム －

イザヤ2:1－5 イザヤ2:5

もはや戦うことを学ばない、戦争放棄の憲法を擁護するキリスト者として立つ。

17日
ローマで伝道するパウロ

－ ウ小11、ウ告白5:6

使徒言行録28:17－31 テモテ二4:2

いかなる壁をも乗り越えさせる御言葉の力が、今も教会を導く。伝道し続けよう。

24日

聖霊とキリストに
導かれて歩む教会

－ ウ告白8章、ウ大182等

ローマ8:26－39 ローマ8:26

聖霊とキリストの執り成しに支えられる教会は、勝利の内に成長を続ける。

31日
天上のキリストの働き

問35 ウ大52, 54, 121、ウ告白21:7

黙示録1:9－20 黙示録1:17－18

天上にあって教会をご支配しておられるキリストの御姿を仰ごう。

9月7日
天上の礼拝

－ －

黙示録4:1－11 ヘブライ13:8

地上の礼拝は天上の礼拝に連なっている。礼拝の恵みを喜ぼう。

14日
（敬老）

天地創造
問12,15,37 ウ小1,9,10、ウ告白4章

創世記1:1－2:3 創世記1:31

世界を神の作品としてみるまなざしの中で、平安と使命感を持つことに招く。

21日
人間の創造

問15 ウ小12

創世記2:4－25 創世記2:7

神に造られた存在として、神を知り、喜び、その栄光をあらわす人間の幸い。

28日
罪と堕落

問16－21 ウ小12－20

創世記3:1－24 創世記3:15

人間の罪とその恐ろしさを知り、悔い改めと信仰へと招く。
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　私は日ごろ療育センターというところで仕事

をしています。そこには発達がゆっくりだった

り、得意不得意のでこぼこが大きかったりする

ために支援が必要な子どもたちが通ってきま

す。ことばの理解が難しいため、絵や実物、音

楽など様々な手段を用い、五感に訴えることで

成長していく子どももいます。幼稚園や学校と

違い、何歳だからこれが理解できるはず、教

えられるはず、という前提はありません。一人

一人の子どもの発達に合わせて個別にプログラ

ムを立て、楽しんで取り組みながら達成感を持

てるように支援していきます。また、子どもだ

けでなく保護者への働きかけも重要視していま

す。

 この「療育」あるいは「特別支援教育」とい

われる考え方は、発達に課題を持つ子どもに限

らず大切なのではないかと思います。日曜学校

にとっても参考になることがたくさんありま

す。

 日曜学校の教師としての私は、ずっと2歳く

らいまでの乳幼児の分級を担当してきました。

おしゃべりのできない赤ちゃんでも、同じ場面

で同じ歌を歌い、手を合わせて祈る見本を見せ

るうちに自然にお祈りの姿勢を真似っこし、か

たことで「アーメン」と言えるようになります。

聖書物語のストーリーは分からなくても、神様

がおられて、私たちを愛してくださっているこ

とを感覚として伝えることができます。五感に

訴える楽しい遊びのアイディアは、ずいぶん療

育場面から盗んできました。工夫次第で赤ちゃ

んにも教会に来る楽しさを伝えることができま

すし、物心のつかない年頃からの刷り込みがそ

の後に大きな影響を与えます。

 また、日曜学校には様々な年齢の子どもたち

が集まっています。たとえ同じ学年であっても

一人一人違う理解の道筋を持っています。療育

ほどではないにしろ、子どもの発達に合わせた

働きかけを意識する必要性を感じていました。

 この文章を書くにあたり、教案誌の基本方針

を改めて読ませていただきました。「日曜学校

を子どもの礼拝共同体として捉え、働きの比重

を礼拝式に置くと同時に、分級を子どもと向き

合う『牧会』のイメージで考える」という主張は、

なるほどと腑に落ちました。「均一の知識を提

供するのではなく、子どもの心、気持ちを聴き

取ることが求められる」というのは、まさに療

育で意識している個別的な対応に通じます。

 また療育では子どもへの支援だけでなく保護

者への働きかけ・家庭支援も大切にしていま

す。これも日曜学校に通じるものがあるのでは

ないでしょうか。特に乳幼児は親に連れてこら

れるのでなければ教会に来ることができませ

ん。

 赤ちゃんを連れて教会に来るのは本当に大変

です。健康を整え、様々な準備をしてやっとの

思いで礼拝に出席しても、子どもを静かにさせ

ることばかりに気を取られてちっとも説教に耳

を傾けられない、という悩みをよく聞きます。

それでも子どもと共に礼拝に出席するのはなぜ

なのでしょう。日曜学校にはその答を明確に示

し、保護者を励ます働きも与えられています。

子どもは教会でだけ聖書を読んだりお祈りをし

たりするのではなく、家庭でこそ信仰教育がな

されます。その大切さを保護者に伝え、どうす

ればよいかを具体的に示し、親の悩みに耳を傾

け、共に祈り、共に喜ぶ。これは日曜学校だけ

の課題ではありません。役員はもちろん、教会

全体が、託されている子どもたち一人一人を覚

え、親たちを支え励ますことで、ともに豊かな

祝福を与えられるはずです。

ま え が き
牛島智子（東京恩寵教会執事）
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目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。わたしの助けはどこから来るのか。わたしの助けは来
る／天地を造られた主のもとから。どうか、主があなたを助けて／足がよろめかないよう
にし／まどろむことなく見守ってくださるように。見よ、イスラエルを見守る方は／まど
ろむことなく、眠ることもない。主はあなたを見守る方／あなたを覆う陰、あなたの右に
います方。昼、太陽はあなたを撃つことがなく／夜、月もあなたを撃つことがない。主が
すべての災いを遠ざけて／あなたを見守り／あなたの魂を見守ってくださるように。あな
たの出で立つのも帰るのも／主が見守ってくださるように。今も、そしてとこしえに。

（詩編121編）

巻頭説教

旅路が守られますように
坂井孝宏（勝田台教会牧師）

1. 信仰の旅路をはげます、121編の言葉

　信仰の生涯というのはしばしば、長い旅路に  

たとえられます。この地上ではよそ者、仮住ま

いの者として、天に用意された都に向かって旅

を続けるのが私たち信仰者だと、ヘブライ11

章にも書かれています。あるいはフィリピ書3

章のパウロの言葉でいえば、死者の中からの復

活という救いの完成にたどりつくまで、目標目

指してひたすら前を向いて走る。クリスチャン

とは、だれもがそんな旅の途上にある者であり

ます。

　聖書の言葉というのは、そのような旅を導く

道しるべであり、灯です。また、歩けばのどが

渇きますし、腹が減りますが、そんな飢え渇き

を癒す、命のパンであり命の水です。あるいは

また聖書の言葉というのは、汗をぬぐうさわや

かな聖霊の風を運んでくれるものでもありま

す。そんな風に、聖書を通して与えられる神の

励ましによって支えられて、私たちは一歩ずつ

前へと進んでいく。そんな聖書の中でも、とり

わけ今日与えられた詩編121編の御言葉という

のは、旅にふさわしい御言葉です。この詩編は

都のぼりの歌の一つで、神殿があったエルサレ

ムへと巡礼する旅人たちに歌われた巡礼歌だっ

たと言われます。

2.「あなた」のための「わたし」の祈りである、

121 編

　この詩の解釈のポイントとなるのは人称の変

化です。これをめぐっては、難しいことを言い

出すと色々あります。でもそういう議論は置い

て おいて、私がおすすめする読み方だけをお

伝えします。この詩編は旅立つ「あなた」に対

する、 「わたし」からの祝福の祈りです。「わた

しの助け主なる主が、どうかあなたを守ってく

ださるように」との切なる祈りをもって、全能

の神に愛する者を委ねる歌であると考えて、解

き明かしさせていただきます。そのように解き

明かしていく以上、この解き明かしは、「わたし」

坂井孝宏から、私が心に思うお一人お一人の「あ

なた」のためになされる切なる祈りとならざる

をえません。

　特に今は、日曜学校教案誌の巻頭説教として

この解き明かしを進めるという文脈において、

「わたし」坂井孝宏は、私の教会に属する愛す

る子どもたち一人一人の顔を思い浮かべながら、

あるいはキャンプなどで共に汗と涙を流した若

者たちの顔を思い浮かべながら、「あなた」を主
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が守ってくださるようにと祈りたいと思います。

　これから長い長い信仰の旅路へと向かってい

く、幼い「あなた」のために、若い「あなた」

のために、主の祝福がありますように……。こ

れをお読みの皆さんもまた、皆さんにとっての

具体的な「あなた」を思いながら、この詩編の

祈りを共に祈っていただきたいと思います。そ

のような導きが示されることを願って解き明か

しさせていただきます。私たちにはいつも、自

分のためにこのように祈っていてくれる信仰の

家族がいるということを思いながら、この詩編

を読んでほしいのです。また私たちにはいつも、

自分のこのような祈りを必要としている家族が

いるということも、覚えていただきたいのです。

この詩編は、そのようにして、信仰の旅路を共

に歩む兄弟姉妹たちによる、祝福ととりなしの

豊かな祈りの世界を開いてくれる詩編であるの

です。

3.「わたし」の確信

　そのような思いをもって順番に読んでいきま

しょう。まず最初に、「わたし」の確信が表明

されています。「目を上げて、わたしは山々を

あおぐ。わたしの助けはどこから来るのか。わ

たしの助けは来る。天地を造られた主のもとか

ら」。天地万物を創造された全能の主なる神へ

のまっすぐな信頼が表明されています。今、こ

の歌い手であるわたしは、自分の目の前にそび

えたつ山々に向かって目を上げています。それ

は穏やかな日本の美しい緑の山ではありませ

ん。パレスチナの厳しい、乾いた岩山です。生

物の気配を感じることの難しい、峻厳な岩山が

目の前にそびえたっているというのです。それ

は、人間を寄せ付けない自然の脅威の象徴であ

り、またそのようなものとしてそれは、私たち

の人生において与えられる厳しい試練を象徴し

ています。エルサレムへの巡礼の旅路において

は、このような厳しい岩肌を縫い、いくつもの

山を越えねばなりませんでした。私たちの信仰

の旅路においても同じなのです。震えが来るよ

うな、たちすくんでしまうしかないような厳し

い試練を、必ず越えていかねばなりません。そ

してそのような試練に向かうとき、私たちは誰

もおのれの小ささを思わずにはいられません。

この詩編の歌い手も、今、はるかな山々を前に

して、おのれの小ささを思い知らされているの

でしょう。無力を、また深い孤独を覚えている

のかもしれません。乾いた風の音しか聞こえな

いような荒れ野にあって、助けてくれる人はど

こにもいません。小さなおのれ一人しかいない。

そんなどこまでも厳しくさみしい景色に向かっ

て、わたしは目を上げています。

　その景色の中で問うのです。この私の助けは

どこから来るのか。この問いに、彼は自ら答え

ます。わたしの助けは来る。天地を作られた主

のもとから。まったくシンプルな信仰告白です。

まさに、試練の炉によって練清められ、そぎ落

とされて残った、確信の言葉という感がありま

す。私の助けは来る、天地を造られた主のもと

から。この短い言葉に、どれほどの深い意味が

込められているのでしょうか。

　この人が言おうとしていることは、どんな時

も神の助けがあるから百戦錬磨というような楽

観的なことではないことは確かだと思います。

神を信じる人は知っています。自分の願いとい

うものがほとんど聞かれない時もあれば、思い

を越えて与えられる時もあるということを、よ

く知っているのです。助けというのは、自分が

望んでいるような形で与えられるわけではあり

ません。でも確かに全能の神は生きておられ、

私をその手の中にとらえていてくださいます。

天地万物を創造された全能の御手の中に、私は

存在している。ただそのことを、よりどころと

して生きる。神を信じるとは、そういうことで

す。圧倒的な厳しい自然にあって、わたしは無

力で孤独な小さなものです。それこそ、上から

見るなら、石ころと同じにすぎない。でもその

限りなく小さな私が、その遥かな山々をも作ら
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れた創造者の目に、いとおしいものとして見て

いただいている。そのようなものとして私は生

み出され、今もこれからも生かされている。こ

の信仰が、信仰者を支えます。

　ぜひハイデルベルク問26をお読みください。

121編の「わたし」も、これを確信しています。

キリストのゆえに、天地を造られた方が、私の

味方でいてくださる。父でいてくださる。この

方が必要なすべてを与えてくださる。たとえ災

いが下されたとしても、私の小さな思いを越え

て、それらをわたしのために益としてくださる。

そのことを信じて疑わない。「私の助けは来る、

天地を造られた主のもとから」という短い言葉

に込められているのは、このような信仰の確信

であります。

4.「わたし」の主が、「あなた」をも助けてくだ

さるように

　この信仰をもった「わたし」が、「あなた」

のために祈るのです。「どうか、主があなたを

助けて足がよろめかないようにし、まどろむ

ことなく見守ってくださるように。」これから

長い長い厳しい旅を始めようとしている「あな

た」のために。あるいは、険しい山の前で立ち

尽くして、自分の小ささに気づいてくじけそう

になっている「あなた」のために。主が助けて

くださるように。その足を支えてくださるよう

にと祈っているのです。

　そして「見よ」と続きます。「見よ、イスラ

エルを見守る方はまどろむことなく、眠ること

もない。主はあなたを見守る方、あなたを覆う

陰、あなたの右にいます方。昼、太陽はあなた

を撃つことがなく、夜、月もあなたを撃つこと

がない」「見よ」と言われています。これは「顔

を上げよ」という呼びかけです。「わたしの神

を見よ」と、旅立つ者の心を引き上げているの

です。この神は、まどろむことなく、眠ること

もない神であると言っています。私たちが寝て

いる時も、寝ずの番をして見守っていてくださ

る、それが私たちの神です。出エジプト12章

42節には、エジプトから脱出するイスラエル

の人々を、主が寝ずの番をして見守ったとあり

ます。私は一回だけ寝ずの番をしたことがあり

ます。三人の子が与えられていますが、一番下

の子がまだ1歳にもならないころ、クループと

いう気管支の不調で夜間病院に連れて行きまし

たところ、そのまま一晩入院ということになり

まして、狭いベッドで幼子と一晩過ごしました。

息が苦しいことと、母親のいない不安から、な

かなかぐっすり寝れないでいるのをあやしなが

ら、一晩寝ずの番をしました。その時に、私が

思い出していたのが、先の出エジプトの言葉で

あり、この詩編121編の言葉でした。主はこの

ようにして、不安ばかりの私を眠ることなく見

守っていてくださるのだなあと、胸がいっぱい

になったものです。

　太陽はあなたを撃つことがないともあります

ね。パレスチナの真昼の太陽は、殺人的です。

でも、その光線を遮る陰として、主がかたわら

に立っておられるのです。夜も危険です。でも、

寝ずの番をしてくださる方が、いつも右にいて

くださるのです。だから歌い手は、この頼もし

い主を見よ、と呼びかけているのです。

　それは、信仰の友のために私たちがなすこと

ができる精一杯の愛情表現です。たとえば、友

が大きな試練にあるとき、私たちは何ができる

でしょうか。私たちは言葉を失います。そんな

時、泣く人と共に泣くことは、とても大事なこ

とです。しかしもっと大事なことは、その人が

今は見失っている光を、「見よ」と示してあげ

ることであります。その人の内側をのぞけば、

今は嘆きしかない、悲しみしかないという時が

ある。その内側に入っていって、一緒に泣くと

いう繊細なやさしさは必要です。でも、同時に

私たちは、その人の外側から「一緒に神を見上

げよう」と呼びかけることもできるのです。そ

の人が今は顔を背けている神の恵みを、あるい

はその人がまだ十分に味わっていない神のすば
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らしさを、「一緒に見よう」と。外からの言葉

として呼びかけるのです。わたしの神のすばら

しさを見よ、神が与えてくださるもののすばら

しさを見よ。この神があなたの神でもいてくだ

さるのだ、この神を見てほしいのだ……と。

　それは、自分の信仰によって相手を立たせる

などという傲慢なことではありません。そんな

ことはできないのです。「わたし」の確信は、

どこまでも「わたし」と神様との関係において

与えられたものであって、それを誰かに分けて

あげることなどできません。誰かが確信をもつ

ことができるかどうか、そして試練に立ち向か

えるかどうかは、その人と神様との関係次第で

す。そこには決して、第三者は立ち入れないの

です。たとえ恩師であろうが、親であろうが立

ち入れません。どれほど私がその人のことを

思っていても、立ち入れません。だから、寄り

添って立たせてあげようなどとは傲慢なことで

す。そんなことをする必要もありません。なぜ

なら、その人のかたわらには神が立っていてく

ださるからです。その人を支えるのは私の役目

ではないのです、それは神様のお働きなのです。

だから、究極的には神に委ねるよりありません。

私にできることは、「わたし」の神を見よと示

すことだけです。「わたし」のかたわらにいて

くださる神が、「あなた」のかたわらにもいて

くださると、確信をもって言い表すだけです。

そして、祈るだけです。「主がすべての災いを

遠ざけて、あなたを見守り、あなたの魂を見守っ

てくださるように。あなたの出で立つのも帰る

のも、主が見守ってくださるように。今も、そ

してとこしえに」。

　私たちが、愛する子どもたちのためになすこ

とができることも、これだけではないかと思い

ます。いやむしろ、これ以上のことをすべきで

はないかもしれません。彼らと神との垂直な関

係が確立されること、それがすべての始まりで

す。そのお手伝いのために、私たちにできる

ことなどは、ごくごく限られているのだという

ことをわきまえていないと、信仰の継承には色

んな面での歪みが生じてくるかもしれません。

ちゃんとわきまえた上で、愛して、愛しぬきた

いと思います。主が弟子たちを極みまで愛しぬ

き、その足を洗ってくださったように。そして

その命を使い果たし、十字架で死んでくださっ

たように。私たちも、子どもたちに仕え、時に

苦悩し、労苦しながらも、愛しぬきたいと願い

ます。なにより祈りましょう。彼らには決して

気付かれないように、彼らのために祈り続けま

しょう。彼らがやがて、信仰の旅路の途中で、

後ろを振り返る時に、「ああ、私のために、こ

んなにたくさんの祈りが重ねられていたのだ

……」と気付く時が来ます。主に感謝を帰す時

が来ます。そして、彼らもまた、後に続く者た

ちのために祈り始めるのです。必ずその時が来

ます。だから、その時を具体的にイメージしな

がら、隠れたところで祈り続けるのです。これ

から始まる、「あなた」の旅路が守られますよ

うに。主が、どうか「あなた」を見守ってくだ

さって、「あなた」を雄々しく立たせてくださ

るように、と。

　主は力ある方です。天地を造られたその全能

の力をもって、私たちの一歩一歩を支え、万事

を益としてくださいます。私たちの流す涙や

失敗や挫折さえも、益としてくださって、救い

の完成へと向かわせてくださいます。フィリピ

1:6にもこうあります。「あなたがたの中で善

い業をはじめられた方が、キリスト・イエスの

日までに、その業を成し遂げてくださると、わ

たしは確信しています。」私たちを生み出して

くださったのは神です。私たちの内に救いを始

めてくださるのも神です。この神が、その力あ

る手をもって、どこまでも支えてくださって、

必ず永遠の命まで導いてくださいます。「わた

し」も「あなた」も、そのような頼もしい神を

信じることができるのです。
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1. 教会キャンプを行いました

　当教会の教会学校では、昨年4回の行事を行

いました。イースターキャンプ、夏のキャンプ、

秋のキャンプとクリスマス会です。クリスマス

会以外は、１泊2日で行います。

　まず夏のキャンプですが、以前は近隣のキャ

ンプ場でテントを張って行っていましたが、こ

こ数年は雀のお宿を利用しています。開催期日

も日曜日の午後から月曜日の昼過ぎまででした

が、昨年から平日の朝から翌日の昼過ぎまでに

替え、教会に集まって、借り上げたバスで移動

します。夏のキャンプは、どの教会でも行って

いると思いますので、ここでは触れません。

2. 教会でのキャンプ

　イースターキャンプと秋のキャンプは、昨年

から始めました。時間は、土曜日の午後から日

曜日の午前まで。教会でのお泊りです。下記は、

初めての「イースターキャンプ」の案内とプロ

グラムです。

イースターキャンプ案内　犬山教会　教会学校

日　時：	2013年3月30日土　午後2時～

	 3月31日日　午後1時　（一泊二日）

場　所：	日本キリスト改革派　犬山教会

住  所：	犬山市松本町2丁目45番地　

持ち物：	聖書、筆記用具、洗面用具（タオル、

歯ブラシなど）、着替えなど

費　用：	一泊二日500円、一日200円

テーマ：	『イースターってなぁに？』

日曜学校・教会学校訪問①

犬山教会教会学校のご紹介
今枝光彦（犬山教会長老・教会学校校長）

１　3月30日土　プログラム

時　間 項　　　　目 準　　　備　　　等

2:00～
2:15～
2:45～

さんび練習
礼拝①：キム先生
分かち合い①

さんびか♪23、29、ホサナ
イエス様の生涯
グループをつくる

3:00～4:00 ゲーム 典子先生、主香先生
自由あそび、全体あそびなど

（戸外または礼拝堂）

4:00～
4:15～
4:40～

おやつ
礼拝②：今枝先生
分かち合い②

カルピス、おかし
②イエス様の十字架と死
グループをつくる

5:00～

5:45～

6:00～

夕食作り

イースターエッグ作り

夕食（食前に暗唱聖句）

係りを決める
献立：カレー
ゆで卵60個
セロファン・りぼん

6:30～ さんびの時間 さんびか♪いのってごらん、
めばえる、その他

7:00～8:00 お風呂 サンパーク

8:00～8:30 映画鑑賞 よみがえったイエス様

9:00～ おいのり 帰宅または就寝準備

9:30～ 消燈
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　初めの予定から時間や順序の変更はありまし

たが、無事にプログラムをこなすことが出来ま

した。

3. キャンプの目的

　この、イースターキャンプと秋のキャンプを

計画した目的は、①夏のキャンプやクリスマス

に子どもたちを誘い、定着化させること、②重

要な教理について理解を深めさせること、です。

　このためテーマは、クリスマスの時はイエ

ス・キリストの誕生であり、イースターの時で

はイエス・キリストの十字架の上での死と葬

り、復活です。この2大テーマは、キリスト教

の基本であるため、毎年扱う必要があるからで

す。そして、夏と、秋では、教会学校で学んで

きたことの復習とまとめであり、新しく来た子

どもたちにはキリスト教の要点を伝えたいと考

えています。

4. テーマについて

１夏のキャンプでは、テーマを「神と人を愛す

る」として、十戒を扱いました。教材は、昨

年の教会学校教案誌の 4 月から 8 月にかけて

の十戒に関する箇所を利用しています。

２秋のキャンプでは、テーマを「教会ってどん

なところ？」としました。教案誌の 9 月から

は、教会に生きる、子どもカテキズムの教会

に生きる道から特に新しく来る子供たちを意

識して、神の家族としての教会を理解させよ

うとして次のようなことについて話し合いま

した。

　　10月13日の教案誌では、『御言葉への服従』

となっている。このため、礼拝の時間を12日・

13 日の 2回とすること。

　1回目；	サブテーマ『教会、みんなの家』と

し、神の家族性、平和・成長・一致

等について、教会と一般の家とを対

比させつつ教える。特に、教会の必

要性と教会の主であるキリストにつ

いて。

　2回目；	サブテーマ , 教案誌にあるように

『御言葉への服従』を主とし、教会

での礼拝はどんなことをしている

２　3月31日日

時　間 項　　　　目 準　　　備　　　等

7:00～7:30 起床・朝のおいのり
全員で

復活の聖書箇所をよんでおいのり、ふと
ん整理

7:30～ ラジオ体操 天気の良い時は戸外

8:00～9:00 朝食（食前に暗唱聖句）
（朝食後、卵さがしゲーム）

献立：オープンサンド他
（食事中に卵カードを会堂に隠す）

9:30～ 主の日の礼拝③
お話：キム牧師

③イエス様の復活
さんびか♪115B、41

9:55～ 分級（わかちあい）③ 感想文

(10:30～12:00) 大人の礼拝

12:00～

1:00～

報告会
昼食
帰宅

礼拝の模様。礼拝室で行います。
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か、目的を教える。

　わかちあいは、教会のことをある程度知って

いる子どもたちと、あまり知らない子どもたち

のグループに分け、分級は通常教会学校のグ

ループ分けです。礼拝の中で話されたことの確

認と感想を述べさせ、礼拝の中での話やテーマ

に対する補足説明を10～20分間行います。

　ただし、夏のキャンプでは長い時間を使える

ので、テーマの展開、作業は別に考えます。

5. 教会キャンプの実際

１参加費用は、実費以下です。教会からの補助

はありますが、こどもの礼拝で献金していま

すので、主にこれを当てています。

２宿泊場所は、教会です。3 階の和洋室で男の

子、1 階の集会室で女の子としました。カー

ペットや寝具類は、会員からの借り物がほと

んどです。経験からすると、早く休ませるた

めには、体を動かせることは効果が大きいと

実感できます。このためにも、屋外での遊び

時間を設けています。

３食事はみんなで作ります。教会員のお手伝い

もありますが、準備から後片付けまでグルー

プに分けて行います。グループ分けでは、参

加する子どもたちの日常生活を知っている必

要があります。また、メニューは簡単なもの

にしています。夜はカレー、朝はパンです。

４お風呂は大人気。歩いて 10 分ほどの距離に、

宿泊施設があり、ここを利用しています。低

学年の男の子はどうしてもはしゃぐので、事

前の注意と時間帯に工夫が必要です。

５グループ分け。分級、食事の準備、クイズで

行います。目的に合わせて行います。

６報告会。キャンプの報告を朝の礼拝式後に教

会員の前で行います。これによって子どもに

は目的意識を、大人には教会学校の活動を知

らせることになります。

７宝探しゲーム。ヒントを書いたメモから、次

のヒントのメモを探し、最終的には、ミッショ

ン ( 多くはテーマのまとめ、関連事項報告な

どの指令 ) 達成をグループで行います。ヒン

ト＝なぞなぞで OK です。教会内にあるもの、

3 回ほどでミッションに到達できる、難易度

を合わせることがポイントです。

作って食べよう、カレーライスつくりに挑戦。食
事は、グループごとに暗証聖句を行ってから頂き
ます。振り付けを行うと覚えやすいので、教師が
独自に考えています。

８秋のキャンプでは、那加教会と合同で行いま

した。こういう場合の交わりの場をどのよう

宝探しゲームで。なぞなぞを解いて、ミッション
に到達。（教会玄関脇の傘の中にありました）

那加教会のお姉さんたちが、歌と振り付けを教え
てくれています。
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　夏のキャンプは、子ども14名（男6名、女8

名）、大人17名の参加。夏は教会外の父兄のお

手伝いがありました。教会学校の子どもは8～

9名ほどです。

　当初の願いであった新しい子どもを定着させ

るという目標は、困難な現状です。けれども来

てくれた子どもたちの友達には、教会がどんな

ところであるかを伝えることはできたと考えて

います。教会の子どもたちに信仰を着実に伝え

ること、これが私たち教師の願いです。

な形で持つか。担当、グループ分け、自己紹

介など。

９教師は 5名ですが、それだけでは足りません。

教会員のお手伝いが必要です。

6. 教会キャンプの結果

　イースターキャンプは、子ども17名（男9名、

女8名）、大人10名の参加。秋のキャンプは、

子ども23名（男5名、女18名）（内、那加教会

5名）、大人7名（内、那加教会2名）の参加。
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「若者を歩むべき道の初めに教育せよ。年老い

てもそこからそれることがないであろう」

	 箴言2章6節

　若い時の経験は年を老いても忘れないという

この言葉は子どもを預っている教師や親に大き

な教訓になる。ですから神様の御言葉を子供た

ちに伝える時、どのようにすれば更によく効果

的に教える事ができるかという教師の心と態度

がまさに視聴覚的な教育方法を試して、工夫す

る動機になる。

　しかし親や教師が子どもや生徒を養育する

時、難しさを感じる原因は小さい子どもたちが

どのような方法で物事を理解し感じるのかをよ

く知らないことにある。その中の一つは幼児、

子どもたちがどれほど長く集中できるのかにつ

いて親がよく知らないことである。いくら論理

的に説明してもその言葉の深い意味を知らな

いし、なぜそのようにすべきなのがということ

を知りません。子どもたちは暫くはひとつのこ

とに関心を持ちますが、その関心はすぐ他のと

ころへと向けられる。子どもたちが物事や説教

に集中できる時間は未就学幼児 (5歳未満 ) は

5分、小学校以後、１年生は10分、２年生は20

分 ( 学年ことに10分加えられる ) とよく言わ

れます。

教会学校での視聴覚教育とは？

1) 定義

　教育者が聖書を人間の感覚器官である視覚と

聴覚を通してより効果的に被教育者に伝達する

教育方法を意味する。

2) 目的

　子どもたちが神様の御言葉をたやすく理解

し、受け入れ、信じ、実践し、献身するなど霊

的な真理を確固不動に学ぶことを助けるのがそ

の目的である。

　神様の御言葉をよく理解するように直接見て

聞いて触る色々な種類の多様な教材を使えば、

子どもたちは神様を正しく悟ることができる。

抽象的な教訓を具体的な生活へ適用するように

助けてあげる。しかしあくまでも視聴覚教材は

それ自体では私たちの魂を救えないし、ただ目

的のための手段に過ぎません。

3) 効果

　１短い時間に多くのことを学ぶことが出来

る。

　２印象的な教育ができ、長く覚えられる。

　３学習を明確にさせる。

　４興味を引き起こし、注意集中がよくできる。

　５情緒や感情を動かす力がある。

　６学んだことを再確認する役割をする。

　７全ての場所や時間が学習の場として活用で

きる。

4) 視聴覚教授の順序

　１材料準備

　　数多くの資料の中で教師が目指す事を正確

に教えるために正しい資料を適当な分量で準

備する。

　２予備準備

　　いくら材料が準備できたとしても教育する

前に予備練習をすることが必ず必要です。映

写機やプロジェクタ－の場合、焦点を合わせ

ておくかパネルシアタ－の場合、フェルトに

絵を貼る順番に置いておくなど予備練習をし

日曜学校・教会学校訪問②

教会学校のための視聴覚教授法と実例（パワーポイント）

金　蕙　芩（犬山教会）
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ておく。

　３教材使用

　　教育者は教材を使うとき被教育者たちが視

覚物がよく見えるところに立って教育し、も

し途中で失敗があっても決して慌てず自然に

説明し即時に直す。

　４授業整理

　　教えた内容をよくまとめて締めくくる。

　５評価活動

　まず教師自身が評価してみる。福音を伝える

目的において何を、どのように使って、どの

ぐらいの成果があったのかを記録しておく習

慣が必要である。

5) 視聴覚教授法の要領

　１興味の反応を見ながら授業を進める。

　２子どもたちにも教材に接触する機会を与え

る。

　３機材を取り扱いながら語る。

　４制作活動を通して授業を進める。

　５授業の進行計画を立てる。

　６質問、討論、などを重ねて使用することが

効果的です。

　７協力者として生徒に助けてもらう。

　８子どもたちの座る位置も研究する。

　９分級か合同か区別する。

　化材料の保管を慎重をする。

　仮デメリットもありえることも覚えて注意す

る。

　何子ども一人一人について関心をおく。

　伽教師の位置も考慮する。

視聴覚説教の例 （パワーポイントを活用した説教─教会学校教案誌2014年3月23日）

1）礼拝順序を背景画面に入力する。

　─背景は季節か教会暦に合わせる。

2）信仰告白、十戒、主の祈りを前もって入力しておく。
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4）説教の内容は教会学校教案誌の説教展開例を中心に準備する。

　─聖書物語りは資料 (紙芝居や聖書の絵本 )が多いが、今はカテキズム中心の説教ですので、言

葉中心の説教になりやすい。

　─説教の文章を一つずつ画面に写しながら子供たちが理解しやすい絵や写真を写して説明する。

3）聖書箇所と讃美歌は毎週入力する。

　─子どもたちが聖書を自分で開き、讃美歌を手に持って大きく歌う習慣をつけるため、聖書の箇

所と讃美歌の歌詞は入力しない。

〈例1〉

　一番目の画像─文書と絵だけ写す。

　二番目の画像─左から右へ人が登場（背景音楽と共に）。

　三番目の画像─右から左へ神様が登場（背景音楽と共に）。

　四番目の画像─下から上へ十字架があがる（背景音楽）。 　　 
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〈例2〉

　一番目の画像─文書と絵だけ写す。

　二番目の画像─考える絵が現れる。

　三番目の画像─考えること一つ一つ現れる。

　四番目の画像─次の文章と絵が現れる。

5) 多様な画像や写真の挿入

　PPT 背景、説教に必要な画像や写真などはイ

ンタ－ネットで検索する。他の教会のホーム

ページやブログなどをも参考する。



─ 17 ─

〈まとめ〉

　6、7年前、私が教会学校の説教を始めると

きには PPT を使いませんでした。教案誌を使用

しながら個人的に言語の限界を感じるだけでな

く、どうすれば子どもたちの心によりよく伝え

ることができるのか悩みました。それで最初に

は紙に書いたり、ホワイトボードに書いたり、

聖書の絵本を見せながら視聴覚資料を活用し始

めました。特別な時（イースタ子ども会、夏の

キャンプ、子どもクリスマス会）に PPT を使用

しました。そして教会学校にも適用するように

なりました。

　初めの時は文章一つずつ画像を写しました

が、段々絵や写真を挿入し始めました。言葉だ

けで説教することより画像が出て、映像が出る

と子どもたちがもっと集中する ようになりま

した。神様の尊い御言葉を語ることにおいて視

聴覚資料の適切な使用こそ大きな効果をもた

らすと思いました。実際15分ぐらいの PPT 説

教を準備するため本当に多くの時間を費やしま

す。その間、私は常に祈る心で準備します。｢

知恵を与えてください。聖霊なる神様、私と生

徒たちの心に働きかけてください ｣と。イエス

様が自ら実物資料で視聴覚的な方法を通してた

とえ話や比喩などを語られたことを覚えなが

ら、私に足りないことはすべての源でおられる

神様に求め、子どもたちが神様を正しく知るこ

とをお祈りします。
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教会学校教案誌の原点とカテキズム
相馬伸郎 (中部中会日曜学校委員長・大会教育委員会委員・弊誌編集長）

　いよいよ2015年度第57号から、大会教育委

員会から発行される「子どもと親のカテキズ

ム」を用いたカリキュラムで弊誌を編んでまい

ります。これは、編集部の私どもにとりまして

も採用してくださる読者、諸教会、伝道所の皆

さまにとっても大きな事だと思います。既に第

52号に、「2014年度　救済史カリキュラムにつ

いて」と題して、一文をしたためました。しか

し、今回、あらためて弊誌の基本方針や志、ま

た、新しいカテキズムについて、皆さまのご理

解とご協力を仰ぐべく、記させて頂きます。

子どもの教会像と教会学校教案誌

　私どもは、第13号より毎春号に「本誌の基

本方針　─教会（日曜）学校像について─」と

題する３ページの文章を掲載してまいりまし

た。新しく執筆に加わって下さる皆さまにも必

ず読んで頂いてまいりました。まことに稚拙な

文章ですが、私どもにとっては常に立ち返るべ

き原点であることに変わりがありません。

　この号には、四国中会教育委員会主催の日曜

学校教師研修会における講演記録も掲載されて

います。第一講演の主題は「伝道する日曜学校

を目指す教会形成」、第二講演は、「私どもの目

指す日曜学校像」となっています。まさに、こ

の二つが「本誌基本方針」の核となっているわ

けです。

　ちなみに今号の「まえがき」をご寄稿くださ

いました東京恩寵教会の牛島智子執事は、まこ

とに嬉しい応答を記して下さいました。「『日曜

学校を子どもの礼拝共同体として捉え、働きの

比重を礼拝式に置くと同時に、分級を子どもと

向き合う【牧会】のイメージで考える』という

主張は、なるほどと腑に落ちました。」

教団（大会・教会）と教会学校教案誌

　さて、2001年4月の創刊号には、上記に勝る

とも劣らない、大切な二つの文章を記させてい

ただきました。「まえがき」と「『子どもカテキ

ズム』オリエンテーション」です。教会学校教

案誌の大きな節目となる今この時、あらためて

創刊の原点を確認させて頂きたいと思います。

　わたしは、日本キリスト改革派教会に何故、

定期刊行物としての「教案誌」がないのだろう

かと素朴な疑問を持っていました。およそ責

任のある教団（教会）形成を志す群れであれ

ば、自分たちの教師を養成する神学校を擁すべ

きことは、必須です。ほとんどの方が同意して

くださると思います。そのこととただちに関連

付けるのは、乱暴かもしれませんが、教団（教

会）には、教会員とその子弟のために行われて

いる教会学校のための全体のカリキュラムを整

備し、提示する責任があると考えるのは、いか

がでしょうか。このような問題意識を持ってい

た私の背中を、「自分たちの『教案誌』があれ

ばどれほど良いであろうか」との多数のしかも

批判的な響きを持つ声が押してくれました。も

とより、そのような企画は、まさに大会教育委

員会が担うべきであるとの強い思いがありまし

た。当然、打診とお尋ねをしましたが、そのよ

うな企画はまったくないとのことでした。そこ

で、委員会による仕事ではなく、まさに「有志」

によって出発したのが弊誌なのです。

カテキズム教育と教会学校教案誌

　最初に、どのようなカリキュラムを整えるの

かという点に、既に、私どもの目的意識は明瞭

にされていました。「教理体得」を目指すとい

う道です。教理の体得とは、キリスト者として、

生きることそのもののことです。教えと実践と
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を一つに結ばせ、神の栄光をあらわす存在とし

て聖化の歩みを重ねる方法のことです。言葉（信

仰）を行い（実践）が裏切らないこと、それは

キリスト者の証の土台です。ただし、その裏切

りを完全に克服することは、地上においては不

可能です。

　この課題は、信仰の教師としての務めを担う

そのときに絶えず犯してしまう、信じている事

柄と語っている言葉との「裏切り」の問題にも

通じます。それは、真実の意味で言葉を磨く修

錬に勤しむことです。それは、単なるレトリー

クつまり巧みな言葉や語り口を磨くことではあ

りません。キリストの福音を福音として、真理

を真理としてまっすぐに説き明かす力のことで

す。そして、それを克服する教理体得の道は、

まさに改革教会の教育の真髄であるカテキズム

教育によってこそ、よりよく担われるというの

が私どもの確信でした。まえがきに、こうあり

ます。「カテキズム教育というと、『言葉』の理

解に終始する過ちに誘われやすいかと思いま

す。この教案誌は、それを克服すること、『事

柄＝生けるキリスト』に導かれることをこそ目

標として、編まれることになっております。」

子どもカテキズムと教会学校教案誌

　そのようなカテキズムを用いた教育こそ、ま

さに日本キリスト改革派教会が積み重ねて来た

教育の歴史に他なりません。そしてそのために、

多くの教案やカテキズムが大会教育委員会に

よっても紹介また提供されてまいりました。さ

すがに優れたものが多いのです。何よりも、ウェ

ストミンスター小教理問答は、契約の子らの教

育のためにこれからも継続して重んじられて行

くはずでしょうし、用いられるべきです。

　しかしそれなら、何故、わざわざ「子どもカ

テキズム」なのでしょうか。「日曜（教会）学

校教案誌」とセットで発行され、言わば双子の

ような関係として企画されたのでしょうか。そ

こには、やはり私どもの問題意識がありました。

　それは日本においてまた現代の子どもたちに

信仰を教え、養おうとするとき、果たしてウェ

ストミンスター小教理問答がもっともふさわし

いものかという素朴な問いです。答えは、否で

す。そもそも、日本に生きる子どもたち、また

教える親や教師たちに、自分たちの言葉で編ま

れたカテキズムが必要だと判断することは、理

の当然ではないでしょうか。

　子どもカテキズムは、確かにウェストミンス

ター小教理問答をベースにして編まれていま

す。しかし、小教理には、教会論がきわめて手

薄となっています。それは、うっかりすると私

どもに致命的とも言える危うさをもたらすと思

います。

　さらに、私どもが願ったのは、教理体得の道、

カテキズムの学びが即伝道になるべきことでし

た。オリエンテーションにこうあります。「こ

の『子どもカテキズム』・『日曜学校教案誌』が

キリスト者の「伝道のことば」を紡ぎだす一助

となることも、私共の深い祈りの内にあること

であります。」

　教理体得の道、カテキズムによる学びはキリ

スト者の成長、成熟のためですが、それは、常

に、キリスト者の伝道のことば、証のことば、

存在をつくりだすためのものです。何よりも、

このカテキズムを学ぶこと、教えることによっ

て、罪を示され、個人的にイエスさまを主、キ

リストと告白できるように導きたいとの願いで

す（もとより、それが果たされているとは思っ

ていません）。

　数々の不備を抱えながらも「子どもカテキズ

ム」は、個人的な使用のための再版を含めれば

少なくとも2000部以上が販売されたと思われ

ます。

現場へのエールと教会学校教案誌

　最後に、定期刊行物へのこだわりです。14

年前、「本」は手に取るものでした。しかし今、

タブレット端末でも読まれ始めています。多く
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の人が、なお、本の力を実感しておられるだろ

うと思います。それは、教材と定期刊行物との

違いに通じるように思います。教師方は、おそ

らく真新しい弊誌を手にする時、新しい思いで

奉仕に向き合って下さると信じています。それ

は、弊誌の背後に祈りを込めて届ける奉仕者の

存在があるからだろうと思います。教案誌とは、

教師たちを励ます媒体であり、そうなりたいの

です。

　一昨年、休刊の危機に陥った時、内外から、「す

でに膨大な蓄積があるから、それをメディア媒

体で提供すればよいのでは」との声があがりま

した。確かに、廃刊の危機とは関係なく、それ

は便利です。しかし、もし定期発行でなくなっ

たとき、あの思いがしぼんでしまわないでしょ

うか。

　

　大会教育委員会発行予定の「子どもと親のカ

テキズム」の全貌とその解説については、役員

修養会での牧田先生の講演を収めた次号にお譲

りします。私どもは、このカテキズムを、なん

としても実らせたいとの思いを持っています。

それは、皆さまのご支持とご協力なしになしえ

ません。そして何よりも！、諸教会、伝道所に

契約の子はもとより地域の子どもたちの賛美と

祈りの声が溢れるようになることです。そのた

めに、いよいよ弊誌が充実したものとなります

ように、お祈り下さい！　Soli Deo Gloria ！
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ジュニアサマーキャンプ2013

はこぶねにのろう～恵みの契約の継承～（続）
長谷川はるひ（中部中会ジュニアサマーキャンプ実行委員会、関キリスト教会会員）
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※編集部注

　前号（53号）に掲載されるべき楽譜でしたが、編集部のミスで掲載されませんでした。長谷川

はるひ姉をはじめ、関係者の皆様にお詫びいたします。
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　ぜひお買い求めください。ご注文は教案誌編集部まで。

副読本のご案内

価　格　800円

著　者　木下裕也

　　　　（名古屋教会牧師・教会学校教案誌編集員・神戸改革派神学校講師）
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中部中会日曜学校委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会日曜学校委員会（2007年４月中部中会第一回定期会で教育委員会か

ら改組）は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主義諸教会の教

会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案誌』を発行し

ています。2001年４月に始まり、すでに13年目に入り、第54号まで発行して参

りました。中部中会ではほとんどの教会により採用され、改革派教会全体でもお

よそ70教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明してくださっ

ています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会日曜

学校委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと

願っています。子どもたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金の

ご支援をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただ

きやすくするために、教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえてい

ます。『教案誌』をご購入くださることも発行のための支援となりますので、ご

購入いただくことによってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円／年

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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聖書黙想・説教展開例・分級展開例　
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　ステファノは、エルサレム教会の中で選ばれた

霊と知恵に満ちた評判の良い7人の1人でした。

ステファノは、知恵と霊とによって語るので、ユ

ダヤ人との議論では負けませんでした。ステファ

ノとの議論で打ち負かされた人びとは、ステファ

ノが「モーセと神を冒涜する言葉を吐くのを聞い

た」と人びとを唆しました。そして、民衆、長老

たち、律法学者たちを扇動してステファノを襲っ

て捕らえ、最高法院に引いていきました。それだ

けではなく、最高法院において、偽証人まで立て

て、「この男は、聖なる場所と律法をけなして、

一向にやめようとしません」と訴えました。

　そこで、議長である大祭司は、ステファノに「訴

えのとおりか」と尋ねました。こうして、ステファ

ノは、弁明を始めました。この弁明は、7章2節

から53節まで続きます。

　最初に、モーセが預言者として神の民イスラエ

ルに「聞け、イスラエルよ」（申命記6:4）と語

りかけたように、「兄弟であり父である皆さん、

聞いてください」と最高法院の議員たちに訴えか

けます。

　ステファノは、2節から8節まで、創世記に記

されているアブラハム物語を要約して語ります。

「わたしたちの父アブラハムがメソポタミアにい

て、まだハランに住んでいなかったとき、栄光の

神が現れ、『あなたの土地と親族を離れ、わたし

の示す土地に行け』と言われました」。

　創世記11章31節から12章1節には、次のよう

に記されています。「テラは、息子アブラムと、

ハランの息子で自分の孫であるロト、および息子

アブラムの妻で自分の嫁であるサライを連れて、

カルデアのウルを出発し、カナン地方に向かった。

彼らはハランまで来ると、そこにとどまった。テ

ラは二百五年の生涯を終えて、ハランで死んだ。

主はアブラムに言われた。『あなたは生まれ故郷

父の家を離れてわたしが示す地に行きなさい。』」

　ステファノが大雑把に「メソポタミア」と呼ん

だ地は、「カルデアのウル」のことです。また、

ステファノが用いた「栄光の神」という表現は、

聖書には、詩編29編3節で「主の御声は水の上に

響く。栄光の神の雷鳴はとどろく」と記されてい

る一回しかでてきません。「栄光の神」と表現す

ることで、アブラハムをご自身が示す地に導いた

神の力強さ、偉大さを言い表したと思われます。

4節よりステファノは、カルデアのウルを出た後

のことについて語ります。

　「それで、アブラハムはカルデア人の土地を出

て、ハランに住みました。神はアブラハムを、彼

の父が死んだ後、ハランから今あなたがたの住ん

でいる土地にお移しになりましたが、そこでは財

産を何もお与えになりませんでした、一歩の幅の

土地さえも。しかし、そのとき、まだ子供のいな

かったアブラハムに対して、『いつかその土地を

所有地として与え、死後には子孫たちに相続させ

る』と約束なさったのです」。

　創世記12章4節から7節には、次のように記さ

れています。

　「アブラムは、ハランを出発したとき七十五歳

であった。アブラムは妻のサラｲ、甥のロトを連れ、

蓄えた財産をすべて携え、ハランで加わった人々

と共にカナン地方へ向かって出発し、カナン地方

に入った。アブラムはその地を通り、シケムの聖

所、モレの樫の木まで来た。当時、その地方には

カナン人が住んでいた。主はアブラムに現れて、

言われた。『あなたの子孫にこの土地を与える。』

アブラムは、彼に現れた主のために、そこに祭壇

を築いた」。

　アブラハムは、ハランを出て、主なる神の指し

示した地、カナンに入っていきました。そこで、

	 7月6日	 御言葉をめぐって整えられる奉仕者	聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録 7章1～7節

	 子どもカテキズム	 問44

	 参照教理問答	 ハイデルベルク信仰問答 問1,6

	 	 	 ウェストミンスター小教理問答 問46
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主なる神よりこの地がアブラハムとその子孫に与

えられました。

　ステファノは、6節から7節で、主なる神がア

ブラハムにカナンの地を与える約束をした後の出

来事について語っています。

　「神はこう言われました。『彼の子孫は、外国に

移住し、四百年の間、奴隷にされて虐げられる。』

更に、神は言われました。『彼らを奴隷にする国

民は、わたしが裁く。その後、彼らはその国から

脱出し、この場所でわたしを礼拝する。』」

　創世記15章13節から15節で、主なる神は、ア

ブラムを深い眠りに襲わせた後、次のように言わ

れました。

　「よく覚えておくがよい。あなたの子孫は異邦

の国で寄留者となり、四百年の間奴隷として仕え、

苦しめられるであろう。しかしわたしは、彼らが

奴隷として仕えるその国民を裁く。その後、彼ら

は多くの財産を携えて脱出するであろう。あなた

自身は、長寿を全うして葬られ、安らかに先祖の

もとに行く」。

　ステファノは、7節で主なる神が「この場所で

わたしを礼拝する」と語ったと言います。この言

葉は、出エジプト記3章12節に記されている主な

る神がモーセに語った次の言葉です。

　「わたしは必ずあなたと共にいる。このことこ

そ、わたしがあなたを遣わすしるしである。あな

たが民をエジプトから導き出したとき、あなたた

ちはこの山で神に仕える」。

　ステファノは、神を冒涜しているという疑いに

よって、最高法院へと連れてこられました。ステ

ファノは、自分が決して神を冒涜していないこと

を伝えるために聖書から語っています。

　ステファノは、主なる神が主の民を導く方であ

ること、民は、自分たちを導く神にその与えられ

た状況の中で仕えていくことが強調されていま

す。ステファノは、神殿礼拝にこだわる当時のエ

ルサレムのユダヤ人に対して、聖書が決して神殿

礼拝にこだわっているわけではないことを伝えよ

うとしています。礼拝とは、「栄光の神」が民を

召し出して整え、守り導いておられるので、行う

ことができます。ステファノは、ユダヤ人にこの

ことを伝えようとしました。

〈カテキズムの解説〉

　ハイデルベルク信仰問答問6の答では、人間の

創造について次のように告白しています。

　「神は人を良いものに、また御自分にかたどっ

て、すなわち、まことの義と聖において創造なさ

いました。それは、人が自らの造り主なる神をた

だしく知り、心から愛し、永遠の幸いのうちを神

と共に生き、そうして神をほめ歌い賛美するため

でした」。

　本来、人間は、神をほめ歌い賛美するため、す

なわち、礼拝するために主なる神によって造られ

ました。

　ところが、罪に堕落したことで、人間は、正し

く神を礼拝することができなくなってしまいまし

た。

　しかし、神はそのような罪人に聖霊を送って、

神のため、自分を罪から救ってくれた主イエスの

ために喜んで生きることができる者となるよう

に、礼拝できる者に整えてくださいます。

　「そうしてまた、御自身の聖霊によりわたしに

永遠の命を保証し、今から後この方のために生き

ることを心から喜びまたそれにふさわしくなるよ

うに、整えてもくださるのです」（ハ問答1）。

　礼拝は、私たちにとって第一のものであり、こ

れがなければまことの人間として生きていくこと

ができません。十戒の第一戒は、聖霊の導きによっ

て守ることができるようにされます。

　「第一戒が私たちに求めている事は、神を唯一

のまことの神また私たちの神として知り、認める

こと、またそれにふさわしく神を礼拝し、神の栄

光をあらわすことです」（ウ小46）。

　「私たちの真の神さまだけを心から礼拝しなけ

ればならない、ということです。これがもっとも

大切な戒めです。ですから、私たちは喜んで礼拝

をささげます」（子どもカテキズム問44）。

　私たちは、聖霊の導きによって、どこででも主

なる神を礼拝できる恵みの中を生きています。

	 （浅野正紀）
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　エルサレム教会は、イエスさまの十二人の弟子

たちを助ける働きをするために7人を選びまし

た。ステファノは、この7人の内の1人でした。

　ステファノは、イエスさまが救い主であること

を力強くエルサレムの人びとに宣べ伝えていまし

た。ステファノは、神さまから力を得て、福音を

語っていました。ですから、誰もステファノに議

論で勝つことができませんでした。多くの人びと

がステファノに議論で打ち負かされました。議論

で打ち負かされ、悔しい思いをした人びとは、ス

テファノが神さまに従わない人であるといううそ

をひろめました。

　こうして、ステファノは、神さまに従わず、神

さまをきちんと礼拝しないという罪のために捕ら

えられてしまいました。捕らえられたステファノ

は、ユダヤの議会であり裁判所でもある最高法院

で裁判を受けることになりました。

　最高法院の議長である大祭司は、ステファノに、

「あなたは、神さまに従わない人物であると訴え

られて捕らえられましたが、この訴えは、本当で

すか」とたずねました。

　そこで、ステファノは、大祭司と最高法院の議

員に向かって、聖書の話をはじめました。ステファ

ノは、聖書の話をすることで、自分が神さまに従っ

ていること、神さまをきちんと礼拝していること

を訴えようとしました。

　ステファノは、最初、旧約聖書の創世記に出て

くるアブラハムについて話しました。

　「わたしたちの先祖であるアブラハムは、故郷

のカルデアのウルにいた時、栄光の神さまに、こ

う語りかけられました。『あなたの土地と親族を

離れて、わたしが示す土地に行きなさい。』」

　神さまは、アブラハムに故郷のカルデアのウル

で語りかけ、彼にこの土地を出るように命じまし

た。こうして、アブラハムは、カルデアのウルを

出て、ハランに住むことになりました。

　ステファノは、アブラハムに語りかけた方を栄

光の神さまと呼んでいます。「栄光」とは、とて

もすばらしいこと、とても力強いことをあらわす

言葉です。

　神さまは、力強い御手をもって、アブラハムを

導きました。栄光の神さまは、アブラハムの父、

テラが死んだ後、アブラハムをハランからさらに

カナンへと導きました。そこで、アブラハムにあ

る約束を与えました。

　「このカナンの土地をあなたに与えます。あな

たの死後はあなたの子孫がこの土地を受け継ぐこ

とになります」。

　神さまは、それだけではなく、続けて次のこと

もアブラハムに伝えました。

　「あなたの子孫は、わたしが与えたカナンの土

地から別の場所に移り住み、400年の間、その土

地で奴隷として苦しんで生きていくことになりま

す。しかし、あなたの子孫を奴隷にする国民をわ

	 7月6日	 御言葉をめぐって整えられる奉仕者
	 	 	 説教展開例

	 テキスト	 	 	 使徒言行録 7章1～7節

	 参照子どもカテキズム	 問44

〔単元のねらい〕

　聖書に記されている主なる神は、私たちを守り導いてくださる栄光の神さまです。主イエス・キリス

トによって罪ゆるされた私たちは、この栄光の神をどこにいても礼拝することができます。そして、私

たちを守り導く栄光の神は、私たちに送った聖霊の働きによって、私たちが喜んで礼拝することができ

るように、整えてくださいます。この恵みの中を今生きていることを語りたい。

私たちを導く栄光の神さま
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たしが裁きます。その後、あなたの子孫は、その

国を脱出して、再びこの場所に戻ってきてわたし

を礼拝することができるようになります」。

　以上が、ステファノが最高法院の議長である大

祭司と議員に語ったアブラハムの話です。ステ

ファノは、アブラハムの話をすることで、いった

い何を伝えたかったのでしょうか。

　ステファノは、栄光の神さまが神さまを信じる

人びとをどんな時も導いてくださる方であること

を伝えようとしています。ですから、神さまを信

じる人びとは、どのような状況の中にあっても必

ず自分たちを導いてくださる栄光の神さまに仕え

ていくことが求められています。

　ステファノの時代、エルサレムに住んでいた人

びとは、立派な神殿に行って、神さまを礼拝する

ことを大切にしていました。神殿礼拝を行うこと

がきちんと神さまを礼拝し、神さまに従っている

ことだと思っていました。

　しかし、イエスさまが生まれて、エルサレムで

十字架にかかって死に、三日目に復活し、天に上

げられた後は、もはや神殿で礼拝する必要はなく

なりました。

　私たちは、わざわざ、エルサレムまで行って、

神さまを礼拝しなくてもよいのです。それは、イ

エスさまは、神さまを信じる人びとのいるところ

どこにでも必ずいっしょにいてくださるからで

す。

　そもそも、人間は、神さまのかたちにつくられ、

つくり主である神さまをほめたたえ、礼拝する者

としてつくられました。

　ところが、人間が罪に堕落して、つくり主であ

る神さまに背を向けて生きていくようになったこ

とで、神さまをきちんと礼拝することができなく

なってしまいました。

　このような罪ある私たちのために、神さまは、

イエスさまをこの世界に生まれさせてくださいま

した。そして、イエスさまは、私たちの罪を神さ

まの前で償うために、十字架にかかって死んでく

ださいました。

　こうして、罪ある私たちが神さまの前に出るこ

とができるようになり、喜んで神さまをほめたた

え、礼拝することができるようになりました。で

すから、罪ゆるされた私たちは、どこにいても、

どんな状況の中にあっても、神さまを礼拝するこ

とができます。

　礼拝とは、栄光の神さまが私たちを招いてくだ

さり、整えてくださることでどこにいても、いつ

でも行うことができます。私たちは、どこでもい

つでも神さまを礼拝できる恵みの中を、今生きて

います。	 （浅野正紀）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録 7章7節

更に、神は言われました。

「彼らを奴隷にする国民は、わたしが裁く。その後、

彼らはその国から脱出し、この場所でわたしを礼拝する。」
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	 7月6日	 御言葉をめぐって整えられる奉仕者	 幼稚科

〈ねらい〉

　神さまは、私たちが主イエス様のために喜んで

生き、喜んで礼拝できるよう、力を与えて下さっ

ています。

〈展開例〉

　「教会」と「祈り人」のぬり絵をしましょう。
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	 7月6日	 御言葉をめぐって整えられる奉仕者	 中学科

　対話の手掛かりとして……

①ステファノは、まずアブラハムのことについて

語り始めました。神の民イスラエルの歴史はこ

のアブラハムから始まったのです。アブラハム

は、神様の言葉を聞いて、神様の示す地に向かっ

て旅立ちました。「あなたの土地と親族を離れ」

（3節）とあるように、慣れ親しんだ地と親し

い者たちを離れて、旅立ったのです。人生を旅

にたとえることがありますが、信仰もアブラハ

ムに見られるように、旅に出ることなのです。

しかし、その信仰の旅は、普通の旅とは違いま

す。自分が行きたい所に行くのではありません。

あるいは、綿密に旅の計画を立てて歩み出すこ

とでもありません。反対に、何の計画も立てず

に、行き当たりばったりの旅に出かけることで

もないのです。では信仰の旅において大切なこ

とは何なのでしょうか。それは「神様の言葉」

に聞き従うことです。

②「財産も何もお与えになりませんでした、一歩

の幅の土地さえも」（5節）とあるように、「こ

れは自分のもの」と言うことができる物を何も

持たずに旅に出ました。つまり自分の持ってい

るものに依り頼むことが全くできない中で、た

だ神様の約束の言葉を信じて歩み出して行くの

です。それが信仰の旅です。アブラハムは、こ

の神様の約束の言葉を信じて旅立ち、歩んだの

です。「約束」とは、今はまだ目に見える現実

となっていないことの約束です。目に見える現

実においては、一歩の幅の土地さえも得てはい

ないのです。また、アブラハムも妻のサラも、

旅立った時には既に高齢であり、子どももいま

せんでした。そういう現実の中で、「この地を

あなたに与え、あなたの子孫に相続させる」（5

節）という約束だけを与えられて、それによっ

て歩んだのです。さらに、エジプトへの移住と、

そこでの奴隷の苦しみ、そしてモーセによる出

エジプトとカナンの地への定住の歩みが予告さ

れます（6～7節）。これらのことも、まだ起っ

ていないことの約束です。そのようなことが実

現するという目に見える保証は何もない、ただ

の約束の言葉に過ぎないと言ってしまえばその

通りのことです。しかし、アブラハムはこのよ

うな神様の約束のみ言葉を信じて歩みました。

③こういう信仰を見て、皆さんはどう思われるで

しょうか。これは、「信仰の父」と呼ばれたア

ブラハムという偉大な人物だから、そのような

立派な信仰を持つことができたのだと思うかも

しれません。でも、創世記を読むと、そんなア

ブラハムも数々の過ちを犯したことが分かりま

す。神様の約束よりも、自分たちを取り巻く現

実の方が、より確かだと信じてしまったことが

あったのです。そうだとしたら、この信仰の旅

を最後まで支え、導いてくださるのは、アブラ

ハム自身ではなく、神様御自身であることが分

かります。「信仰の旅をわたしと共に歩もう」

と声を掛けてくださった神様は最後まで、私た

ちの手をとり、約束の地まで導いてくださいま

す。「わたしの口から出るわたしの言葉もむな

しくは、わたしのもとに戻らない。それはわた

しの望むことを成し遂げ　わたしが与えた使命

を必ず果たす」（イザヤ書55種11節）。信仰の旅、

それは「冒険」とも言われます。冒険に出かけ

るとき、確かに不安はありますが、それにも勝っ

てワクワクする思いの方が強いのではないで

しょうか。やがて、誰も発見したことのない大

陸を見つけ、大きな喜びを得ることができるよ

うに、神様の約束の言葉に従う歩みの先には、

まだ経験したことのない豊かな祝福があるので

す。



─ 32 ─

〈救済史カリキュラムの文脈〉

　聖霊降臨日から始まった救済史の終わりの時代

をたどるカリキュラムは、ステファノの説教と殉

教を契機として、福音がエルサレム・ユダヤ・サ

マリア・地の果てまでも伝播してゆく出来事を、

聖霊の働きとして語り継ぎます。とりわけ、復活

の主イエスによるサウロの回心は、シリアのアン

ティオキア教会から派遣される宣教師の召命へと

整えられ、それに応えた使徒パウロの働きが、小

アジア・ギリシアにおける異邦人伝道に用いられ

ます。救済史の終わりの時代は聖霊による使徒の

働きに始まり、福音の全世界的宣教がサウロ回心

の出来事、すなわちパウロの召命体験に始まった

ことを、喜びをもって語り伝えましょう。

〈単元の主題と目標について〉

　「サウロを回心させた復活のキリスト」。この歴

史的な出来事を、聖書が伝えるままに受け入れ、

生徒たちと分かち合うことが、単元の主題です。

その際、「目からウロコを落とし、キリストの証

人として立てる、神の力と愛に与かろう」と生徒

らに呼びかけることを目標とします。

　その際、注意が必要です。サウロ回心の出来事

は、使徒時代に独特の現象であるとともに、救済

史において固有の意味を持ちます。これを弁えた

上で、パウロの召命に類似した体験が、キリスト

信徒に普遍的に起こり得るとともに、その信徒が

生まれ育った教会にとって、その時代と地域にお

いて、福音宣教の働きに固有の意味を持つことを

厳粛に受け留める必要があります。

〈サウロ回心の出来事の救済史における固有性〉

　ダマスコ途上の体験に至るまでの、サウロとい

う人物、その半生について振り返ります。彼はロー

マ帝国キリキヤ州のタルソスに生まれたユダヤ人

です。彼の父親はローマ市民権を持ち、タルソス

でも名のあるユダヤ人一家でした。「サウロ」は

ユダヤ人として付けられた名ですが、ローマ市民

権を持つ者として「パウロ」という名を与えられ

ました。ギリシア風の大都市タルソス出身で、生

まれながらに自由人であるパウロでしたが、それ

以上に、ヘブライ人の先祖と伝統を持ち、その教

育を受けていることをサウロは誇りとしました。

タルソスを旅立ってエルサレムに行き、当時最も

偉大なラビ・ガマリエル門下で教育を受け、ユダ

ヤ教の専門的な知識と実践を身に付けて、イスラ

エルの教師となる道は前途洋洋でした。特に、ファ

リサイ派の思想は彼の心を捉えたようで、律法の

伝統的な解釈を学び、それを実践することこそ、

神に受け入れられる道であり、来るべき世の命に

与かる条件であると信じて疑いませんでした。

　時は紀元30年から33年、希望と野心に燃える

若者サウロが闊歩したエルサレムに、「ナザレ人

の運動」が起こります。「十字架で死んだイエス

こそメシアである」との主張は、サウロにとって

は、余りにも馬鹿げていて、真剣に取り上げる価

値もない思想でした。「木にかけられた者は神か

ら呪われている」と律法（申命記21:23）にある

からです。十字架にかけられたイエスは神から呪

われた者であって、神の特別の愛顧の対象である

メシア（ダビデの再来）であるはずはないと思っ

たからです。しかし、この一派は無視できない存

在となります。「イエスは復活した」との教えを、

律法学者や神殿祭司までもが信じるようになった

からです。

　神殿を含む、イスラエルの秩序を乗り越える、

新しい秩序の創始者となった「イエスこそメシア

である」。そう主張する思想は危険であり、脅威

であると感じたサウロは、エルサレム教会の説教

者「ステファノの殺害に賛成し」（使徒言行録

8:1）、「この道を迫害し、男女を問わず縛り上げ

て獄に投じ、殺し」（使徒言行録22:4）、「至ると

ころの会堂で、しばしば彼らを罰して、イエスを

冒涜するよう彼らに強制し、激しく怒り狂って、

外国の町にまでも迫害の手を伸ばし」（使徒言行

録26:11）ます。大祭司カヤパから得た捜査令状

	 7月13日	 サウロを回心させる復活のキリスト	聖書黙想

	 テキスト	 使徒言行録 9章1～19節
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を手に、シリアに赴いて、ダマスコへ逃げたナザ

レ人イエスの一派を逮捕しようと意気込んだので

す。その途上で、サウロは、太陽よりもまばゆい

天からの光を見て、地面に倒れ、死んだはずのイ

エスの声を聞くのです。「サウル、サウル、なぜ、

わたしを迫害するのか。わたしは、あなたが迫害

しているイエスである。起きて町に入れ。そうす

れば、あなたのなすべきことが知らされる」（使

徒言行録9:4,5）。 

　このダマスコ途上の体験がサウロにもたらした

決定的影響は、彼が「洗礼を受けた」（使徒言行

録9:18）ことです。「イエスの名を唱えて洗礼を

受け、罪を洗い清められた」（使徒言行録22:16）

ことです。この出来事がサウロの「回心体験」と

言われる所以です。復活の主イエスとの出会いに

よって、彼はキリスト信徒の主張が正しかったこ

とを知ったのです。「イエスこそメシア、神の子（神

そのもの）である」（ガラテヤ1:12,16）と悟っ

たのです。それで彼は「ナザレ人イエスを迫害す

る者から、罪を赦されて、神の子イエスを信じる

人に」回心させられたのです。彼をユダヤ教徒か

らキリスト信徒に回心させたのは、神の偉大なる

御業でした。

〈パウロの召命体験の福音宣教における普遍性〉

　「行け、アナニア。あの者（パウロ）は、異邦

人や王たち、またイスラエルの子らにわたしの名

を伝えるために、わたし（イエス）が選んだ器で

ある」 （使徒言行録9:15参照）。

　ダマスコ途上の出来事は、サウロの回心体験で

あると同時に、彼の召命体験でもありました。イ

スラエルの人びとの前に、また異邦人とその王た

ちの前に、神の子イエス・キリストの御名を運ん

でゆく「神の選びの器」としてサウロは召命を受

けたのです。復活の主イエスの口から出る御言葉

を聞き、まさに神の独り子なる正しい方と出会い、

キリストの御心を悟らされた彼は、「その見聞き

したことの証し人」となるように召されたのです。

サウロをユダヤ人の中から、ローマ市民の中から

も救い出し、新しいイスラエルであるクリスチャ

ンとして回心させ、神の子イエス・キリストの御

名を運ぶ選びの器として召し出した神は、パウロ

を福音宣教者として派遣なさいます。人びとを神

に立ち返らせ、赦しと和解に与からせるためです。

回心体験とともに召命体験をしたパウロは「イエ

スこそ神の子であると宣べ伝え」（使徒言行録

9:20）、「イエスがメシアであると論証し」（使徒

言行録9:22）たのです。

　宗教改革者カルヴァンは、パウロの召命体験を、

クリスチャンの召命体験の雛形と理解しました。

「選びの器（選ばれた機関）とは、優れた教職者

と考えられる。この機関 organ という語は、神が

御心に従って人の働きをお用いになる以外に、人

は何も行うことが出来ないことを明示する。私た

ちは神の器 vessel ならば、神こそが創造主であ

り、神だけが器を用いる力を手にしておられる。

この箇所（使徒言行録9:15）で、キリストがパ

ウロについて仰っていることは、一様に、すべて

の者にあてはまる。従って、人がいかに熱心に働

き、その職務を勇敢に行ったとしても、決して自

分を称賛する理由とはならない」（J. カルヴァン

『新約聖書注解―使徒行伝』）。

〈生徒らに呼びかけること〉

　サウロ回心の出来事は、救済史において、特に

旧約の律法と預言を福音理解に結びつける上で固

有の意味を持ちます。パウロの召命体験は、福音

宣教における復活の主イエスのご支配と聖霊のお

導きを証しする出来事です。

　教会学校（日曜学校）に集う生徒たちの多くは

教会員の子どもたち、幼児洗礼を受けており信仰

告白が待たれる未陪餐会員でしょう。そうではな

い生徒たちもまた、やがては信仰を告白して洗礼

を受けることになるでしょう。

　信仰告白を求められる生徒らには、サウロ回心

の出来事に「キリストに従う」という信仰告白の

本質を見て取るよう呼びかけることが必要です。

また、伝道に召される生徒らには、パウロの召命

体験から「聖霊に仕える」という福音宣教の要請

を弁え知るよう呼びかけることが大切です。

　一人の生徒が信仰を告白すること、そして召命

に応答すること。この出来事は、100％人間の営

みであると同時に、100％神の御業です。主イエ

スに結ばれた者が体験する、厳かな恵みの成就で

す。	 （二宮　創）
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　「どうすれば、信仰告白できますか。信仰告白

したら、どうなりますか」。こんなふうに、いつ

か質問してみたい。でも、まだしなくていいかも。

じゃあ、いつすればいいのかな。今でしょ！。と

いうことで、今日は皆さんが心の内に秘めている

大切な質問に、ご一緒に取り組みたいと思ってい

ます。日曜学校の教師が、答えを持っているので

はありません。生徒である皆さんが、一人一人自

分で、答えを見つけていただきたいのです。その

ためのお手伝いをさせていただきます。

　幼児洗礼を受けているあなたは、信仰告白する

ことを求められています。まだ洗礼を受けていな

いあなたも、やがて信仰告白して洗礼を受ける日

が訪れます。つまり、洗礼の後か前かにかかわら

ず、今ここにいる皆さんは、信仰を告白するよう

導かれているのです。導いているのは、日曜学校

に奉仕する教師たちを訓練し、派遣しておられる

主イエスさまです。「どうすれば、信仰告白でき

ますか。信仰告白したら、どうなりますか」。こ

の問いは、主イエスさまが聖霊を遣わして、あな

たの心に抱かせた問いなのです。この問いに答え

るためには、聖霊の導きによって主イエスさまの

御心を知ることが、どうしても必要です。

　今日の聖書の箇所は、ひとりの人間に信仰を抱

かせ、それを告白させ、洗礼を受けさせる主イエ

スさまの御心を知るためには、絶好の箇所です。

「サウロ」という名のユダヤ人、生まれながらに

ローマ市民であるため「パウロ」と名乗った人。

彼はユダヤ人の家庭に生まれた子どもとして、十

戒を教えられ、それを守って生きる青年へと成長

しました。生まれ故郷タルソスから都エルサレム

へ留学し、最も偉大な律法学者ガマリエルの門下

でユダヤ教の専門知識と実践を身に着け、イスラ

エルの社会で教師となる前途は洋洋でした。

　その折も折、紀元30年ごろ、エルサレムに新

しい思想と運動が起こります。「十字架で死んだ

ナザレのイエスこそメシア（キリスト）である」。

こう主張する者たちが現われたのです。十字架と

いう最も呪われた処刑方法で死んだ罪人が、イス

ラエルの待ち望む救い主メシアであるはずがな

い。サウロは鼻で笑い、聞き流していました。し

かしそうもしてはいられなくなります。「イエス

は復活した」という教えを、律法学者や神殿祭司

までが信じるようになったからです。イスラエル

の宗教と社会の秩序をひっくりかえす、イエスの

	 7月13日	 サウロを回心させる復活のキリスト	説教展開例

	 テキスト　　　　　使徒言行録 9章1～19節

	 子どもカテキズム	 問29

	 参照教理問答	 ウェストミンスター小教理問答 問30～32

	 	 	 ウェストミンスター大教理問答 問66～68

〔単元のねらい〕

　救済史の文脈において、キリスト教会を迫害したサウロがキリスト信徒に回心する出来事は、旧約の

律法と預言がキリストにおいて成就したという福音理解へと彼を導くために、復活の主イエスご自身が

起こされました。サウロの回心の出来事に「キリストに従う」という信仰告白の本質を見て取ることが

できます。また、キリストに従ったパウロが福音宣教者に召される体験は、信仰告白して洗礼を受けた

キリスト信徒が、聖霊によって、それぞれの時代と地域における教会の伝道の働きへと召されることの

雛形です。パウロの召命体験から「聖霊に仕える」という福音宣教における要請を弁え知ることが大切

です。これらのことを分かち合い、呼びかけるための説教を祈り求め、書き留めましょう。

キリストに従う人になる



─ 35 ─

弟子たちを無視できなくなったのです。

　サウロは、厳格なユダヤ教ファリサイ派の青年

として、ひたすら信仰的な熱心から、エルサレム

周辺にいたイエスの弟子たちを徹底的に迫害する

ようになります。シリアへ逃れたイエスの弟子を

追いかけていって、つかまえ、イエスをメシアと

呼ぶことをやめさせようとします。激しく怒りな

がら、早馬を走らせるサウロでしたが、ダマスコ

の町に近づいたとき、突然、太陽よりもまぶしい

天からの光を見て、地面に倒れてしまうのです。

そして不思議にも、天から語りかける声を聞くの

です。「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害す

るのか。わたしは、あなたが迫害しているイエス

である。起きて町に入れ。そうすれば、あなたの

なすべきことが知らされる」（使徒言行録9:4,5）。

サウロは目が見えなくなり、畏れに囚われながら

待っていると、そこにイエスの弟子が現われて、

こう告げます。「兄弟サウル、あなたがここへ来

る途中に現われてくださった主イエスは、あなた

が元どおり目が見えるようになり、また、聖霊で

満たされるようにと、わたし（アナ二ア）をお遣

わしになったのです」（使徒言行録9:17）。やは

り！ あの声は！ 死んだはずのイエスの声でし

た。「イエスは復活した」と言って憚らない弟子

たちの主張は、真実だったのです。目からウロコ

が落ちて、サウロは見えるようになりました。彼

は身を起こして、洗礼を受けました。イエスの名

を唱えて洗礼を受け、罪を洗い清めていただいた

のです。食事をして元気を取り戻したサウロに、

イエスの弟子アナニアは、さらに告げたでしょう。

「あなたは、異邦人や王たち、またイスラエルの

子らに、主イエスの名を伝えるために、主イエス

が選んだ器です」（使徒言行録9:15）と。すると

どうでしょう！迫害者だったサウロは「イエスこ

そ神の子である」、「イエスこそキリストである」

と宣べ伝える、伝道者パウロに生まれ変わりまし

た（使徒言行録9:20, 22）。

　「どうすれば、信仰告白できますか」。この問い

の答えを求めているあなたには、サウロが回心し

た出来事に注目していただきたい。無視していた

ナザレのイエスを無視することができなくなっ

た。疑っていた復活の主イエスを疑うことができ

なくなった。イエスの弟子たちを迫害した自分の

罪と向き合わないわけにいかなくなった。侮って

いた十字架のキリストを畏れ敬わないわけにいか

なくなった。自分の意志をはるかに超える神のご

意志によって、このように導かれたことを感謝せ

ずにはいられなくなった。サウロはこうして、洗

礼を志願したのです。聖書は彼の信仰告白の言葉

を伝えていません。しかし「キリストに従う」と

いう信仰告白の本質を描きました。「わたしはキ

リストに従います」という思いが整えられたら、

教会の牧師に志願してください。キリストに従う

あなたの言葉と行いも整えられます。

　「信仰告白したら、どうなりますか」と不安に

なったり躊躇したり。そんなあなたには、パウロ

の召命体験に注目していただきたい。キリストに

従ったパウロは、主イエスに結ばれたのです。十

字架のキリストとともに死んで、復活の主イエス

とともに甦ったのです。キリストの贖いの恵みに

よって、罪を赦され、神との和解を得たのです。

主イエスの復活の命を分け与えられ、新しい人生

を歩み始めたのです。「イエス様こそわたしの主、

わたしの神、わたしを救ってくださる方、わたし

を生かしてくださる方」と、証ししないではいら

れなくなります。「あなたを生かしてくださる方、

あなたを救ってくださる方、あなたの神、あなた

の主こそ、キリストです」と、宣べ伝えないでは

いられなくなります。このような召命体験を、あ

なたもすることになるのです。信仰告白した人は

「聖霊に仕える人」になります。「わたしは聖霊に

仕えます」という願いが与えられたら、教会の牧

師に相談してください。聖霊に仕えるあなたにふ

さわしい賜物と奉仕と仲間たちが与えられます。

	 （二宮　創）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録 9章4,5節

サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか。

わたしは、あなたが迫害しているイエスである。
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	 7月13日	 サウロを回心させる復活のキリスト	幼稚科

〈ねらい〉

　神様の力によって、私たちは、「イエス様こそ、

わたしの主、わたしの神さま」と告白し、キリス

トに従う人に変えられます。

〈展開例〉　

　ぬり絵をしましょう。

先生へのひとくちメモ

　「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するの

わたしは、あなたが迫害しているイエスである。」

　「馬」から落ちたサウロは、イエス様の光によっ

てかえられました。
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	 7月13日	 サウロを回心させる復活のキリスト	中学科

　対話の手掛かりとして……。

①いつになったら自分は信仰告白をしたらよいの

だろうか、そのタイミングを伺いながら教会に

来ている中高生たちもいることでしょう。でも

そのためには、自分もあのサウロのように決定

的な回心が必要なのだと思い込んでしまってい

るケースが案外多いのかもしれません。まるで

回心することが、「キリスト者になる条件」の

一つのように。それに対して、教師たちは、回

心・悔い改めは人間の業ではなく、神様がなさ

ることです、と教えることはできるかもしれま

せん。でもそれだけでは、彼らは納得できない

のではないでしょうか。「私もあのサウロのよ

うな回心体験を通して、キリストを信じる者と

されたい」という彼らの気持ちの奥には何があ

るのでしょうか。個人的な経験から一つ言える

のは、キリストに救われた喜びを実感しないま

ま、信仰告白することは、神様に対して失礼で

はないかと真剣に考えているということです。

②イエス様の救いが心から本当に分かるまで、信

仰告白はしない。洗礼を受けないという思いは、

単純にわがままだとか、自分に頼り過ぎだと

いって叱るのではなく、むしろ喜んであげたら

よいのではないでしょうか。決して皆がサウロ

のような回心体験をするわけではありません。

皆がサウロと同じような仕方でキリストに出会

うわけではないのです。あるいは、誰の目にも

分かるようなとても大きな罪を犯さなければ、

キリストの救いが分からないということでもな

いのです。去年のクリスマスに信仰告白をした

高校生が、教会学校版の月報の中で、後輩たち

このように語り掛けていました。「信仰告白と

は、キリストと一緒にこれから生きていくこと

を約束します、と神様と教会の皆の前で誓約す

ることだよ」と。印象深い言葉でした。イエス

様と一緒に生きていくことができたら、もうそ

れで十分なのです。なすべきことは、復活の主

が示してくださいます（6節）。キリストに従っ

ていく歩みの中で、主の恵みがいかに大きいも

のであったのかを知ることができるのです。

③今回のテキストを読んでいて、改めて心に留ま

ることの一つは、「見える」という言葉がたく

さん記されていることです。そもそもサウロは、

すべてが見える人間だと自負していました。だ

から、キリストの十字架が如何に愚かなもので

あるのかを分かったつもりでいたのです。だか

ら、キリスト教会を迫害することは正しいこと

だと信じていました。でも、復活の主に出会っ

て、サウロの目が閉じられます。キリストとの

出会いによって、私たちはすぐに目が開かれる

わけではないのです。むしろ閉じられるという

ことがあるのです。イエス様のことが分かると

いうことは、変な言い方かもしれませんが、イ

エス様のことが分からなくなることでもあると

思います。「イエス様とはこのような方だ」「自

分とはこういう人間だ」と、今まで分かってい

たつもりが、いや実はそうではなかったという

ことを経験するのです。だから分からなくなる

ことは、信仰が薄いということでは必ずしもあ

りません。神様の前に自分はまだ未熟だし、従っ

ていける器ではないと思うとき、既にそこに復

活の主との出会いがあるのではないでしょう

か。ぜひそこでサウロが祈ったように、祈って

ください（11節）。そして、アナニアを通して、

サウロの目が開かれたように、教会の仲間たち

は、その人のために祈るのです。見えなくて悩

んでいる自分のことをいつも心に掛けて、祈っ

てくれる仲間がいることを知っていることは、

キリスト者としてのこれからの歩みを支える力

となるのです。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　19節 「ステファノの事件」は、使徒言行録7章

から8章にかけて書き留められています。その事

件をきっかけにユダヤ当局による大迫害がエルサ

レム教会に対して起こりました。この大迫害に

よって、使徒たちを除く教会員たちが、ユダヤ地

方、サマリア地方に散っていったのでした（8:1）。

教会への大迫害は、教会にとっては逆境でしたが、

この逆境を通じて福音がそれらの地方にも宣べ伝

えられたのでした（8:4）。さらに福音は、サマリ

ア以北のフェニキア地方、キプロス島、そして、

ローマ帝国第3の都市、シリア州の首都アンティ

オキアにまで、散らされた教会員たちによって宣

べ伝えられたのです。神さまは、教会にとって大

迫害という逆風をかえって福音の伝播という順風

に変えられたのです。神さまにおいて危機は好機

（チャンス）となるのです。

　しかし、この段階で、それらの地方のユダヤ人

だけにしか御言葉は宣べ伝えられませんでした。

彼らは、十字架で殺されたが三日目に復活させら

れたナザレのイエスこそ、神さまから遣わされた

メシア（＝キリスト）であるとの説教を聴いたの

です。

　20節 キプロス島や北アフリカのキレネからア

ンティオキアに来た教会員たちは、現地の「ギリ

シア語を話す人々」、ユダヤ人以外の異邦人にも、

主イエスについての福音を宣べ伝えました。十字

架で殺されたが三日目に復活させられたナザレの

イエスこそ、救い主であると語ったのです。ロー

マ皇帝が救い主でなく、イエスこそ救い主であ

る！ と。

　21節「わたしは世の終わりまで、いつもあな

たがたと共にいる」（マタイ28:20）と約束なさっ

た主イエスさまは聖霊にあって彼らとも共におら

れ、彼らの伝道の働きを助けられました。神さま

の御心のゆえに、アンティオキアでは、主イエス

さまを信じる者が多かったのです。こうして、異

邦人を中心とするアンティオキア教会が創立され

ました。私たち日本の教会のご先祖にあたる教会

です。

　22節 アンティオキア教会創立の情報がエルサ

レム教会に伝わりますと、教会（使徒たち）は、

バルナバをアンティオキア教会に派遣しました。

バルナバ、本名ヨセフは、キプロス島生まれで、

自分の畑を売ってその代金を教会に献金した人で

した（4:36,37）。バルナバは「慰めの子」という

意味のニックネームです。彼がキプロス島出身で

あったことや彼の人柄などから、アンティオキア

教会のリーダーたちも受け容れてくれるに違いな

いと、教会は判断したのでしょう。

　23節 バルナバは、アンティオキア教会に到着

すると、神さまの恵みがユダヤ人以外の異邦人た

ちにも豊かに与えられている様子を見て喜びまし

た。そして、教会員たちに向かって「固い決意を

もって主イエスさまから離れることのないよう

に」と説教しました。主イエスさまから離れてし

まうならば、アンティオキアにおける伝道と教会

形成は立ち行かないからです。アンティオキア伝

道の努力も徒労に終わってしまうのです。教会の

創立者たちの信仰がその教会の行く末を決めま

す。

　24節 バルナバのことがもう一度紹介されま

す。彼は「立派な人物で、聖霊と信仰とに満ちて」

いました。バルナバがアンティオキア伝道を核に

なって行ったおかげで、教会は成長しました。こ

の点、エルサレム教会のリーダーたちの判断は間

違っていませんでした。「慰めの子」と呼ばれる

	 7月20日	 世界を目指すアンティオキア教会	 聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録 11章19～30節

	 子どもカテキズム	 問65

	 参照教理問答	 ハイデルベルク信仰問答 問32,54,55
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ぐらいですから、現地の人たちの傍らにあって、

悩み苦しみをよく聴いてあげたのかもしれませ

ん。大牧者イエスさまに倣って、迷える小羊と共

に歩む中で、その一人一人にふさわしく福音を宣

べ伝えたのでしょう。真理を知らされている者が

取りがちな上から目線的な態度でなかったことは

確かです。

　25節 バルナバは、しばらく、アンティオキア

伝道に従事しました。しかし、アンティオキア伝

道がいよいよ豊かな実を結ぶためには、サウロと

の協力が必要でした。エルサレム教会での出会い

以来（9:27）、バルナバはサウロを高く評価して

いたのでしょう。サウロは、エルサレムで、命を

狙われ、タルソスへと逃れていましたが、バルナ

バは、タルソスに行って、彼を捜し当てました。

　26節 バルナバは、サウロをアンティオキアに

連れ帰って、二人は協力しながら、アンティオキ

ア伝道、そして、教会教育に従事しました。その

結果、宣教の実が豊かに実りました。この頃、「こ

のアンティオキアで、弟子たちが初めてキリスト

者と呼ばれるように」なりました。ハイデルベル

ク信仰問答問32で、キリスト者の意味を確認し

ましょう。「問32 しかし、なぜあなたが『キリ

スト者』と呼ばれるのですか。　答　なぜなら、

わたしは信仰によってキリストの一部となり、そ

の油注ぎにあずかっているからです。それは、わ

たしもまたこの方の御名を告白し、生きた感謝の

献げ物として自らをこの方に献げ、この世におい

ては自由な良心をもって罪や悪魔と戦い、ついに

はこの方と共に全被造物を永遠に支配するためで

す」（吉田隆訳）。バルナバとサウロとの協力伝道

によって、十字架と復活のイエスを救い主と告白

する者が、アンティオキアで増えていったのです。

この帝国第3の都市で、主イエスさまのものとさ

れた者たちが極めて少数者ならば「キリスト者」

と未信者から呼ばれることはなかったでしょう。

何かにつけ、人数も、その生き方も、目立つよう

になったので、そのように呼ばれるようになった

のでしょう。キリスト者の存在が社会のいろんな

領域で影響を与えるようになったのです。人生、

世界のあらゆる領域で、イエスさまを主と信じ、

告白して生きる、それがキリスト者ですが、彼ら

はカルヴィニストのご先祖とも言えましょう。

　27節 エルサレム教会には、この当時限定の預

言者集団が存在したようです。アンティオキア伝

道の進展を聞いて、伝道の応援にやって来たので

しょうか。

　28節 預言者の一人アガボが、世界中の大飢饉

を聖霊によって予告するのです。真の預言者の予

告は必ず実現します。ローマ皇帝第4代クラウ

ディゥスの時に現実となったのです。

　29節 どうやら、ユダヤ地方が大飢饉の影響を

もろに受けたようですが、アンティオキア教会の

教会員たちは、各々の経済力に応じて、ユダヤの

諸教会に援助の手を差し伸べることにしました。

教会会議で決めたのでしょう。

　30節バルナバとサウロとの二人が、アンティ

オキア教会から派遣されて、援助の物品をユダヤ

の諸教会に届けました。アンティオキア教会は、

伝道活動に励む群れでもありましたが、愛の業、

執事的活動にも熱心な群れでした。教会の頭イエ

スさまにしっかりつながったがゆえの豊かな実り

を見て取ることができます。

〈子どもたちに対して〉

　この聖書箇所を黙想しながら、いつも私の心を

占めていたのは、ヨハネによる福音書15章5節の

御言葉です。アンティオキア教会の精力的な伝道

活動も、また、ユダヤの諸教会に対する深い愛の

業も、すべては、イエスさまにつながっての豊か

な結実であることを伝えたい。	 （長谷川潤）
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　愛するお友だち、おはようございます。

　みんなの幼稚園、小学校では、いよいよ、長い

長い夏休みが始まりますね。幼稚園や小学校は夏

休みですが、こどもの教会（日曜学校）は、毎週

日曜日の礼拝にもちろんお休みはありません。こ

どもの教会の礼拝式で聖書の御言葉に聴くこと

で、イエスさまとのきずなをいよいよ太くされて、

一週間の生活を始めましょうね。みんなが暑さに

負けないで、この夏も元気に過ごすことができる

ように、先生、お祈りしているからね。また、暑

いからって、冷たいもの食べ過ぎないようにね。

　さて、世界で最初の教会、エルサレム教会は、

イエスさまのことをユダヤの人たちにしか伝えま

せんでした。ところが、いろんなことがきっかけ

になって、ユダヤの人たちの他にも伝えるように

なったのです。その一つのきっかけが、ステファ

ノさんがユダヤでえばっている人たちによって殺

されて、そればかりか教会がひどくいじめられた

ことでした。それで、教会の人たちは、いろんな

所に逃げていって、その途中、イエスさまのこと

をその土地その土地の人たちに伝えたのです。特

にアンティオキアという大きな町では、ユダヤの

人の他にもイエスさまのことを伝えました。そし

て、そのアンティオキアの町に教会が誕生したの

です。この教会の人たちは、ユダヤの人たちでは

ありませんでした。

　このアンティオキア教会でリーダーとなってイ

エスさまのことを伝えたのは、バルナバという人

でした。このバルナバさん、聖霊なるイエスさま

に助けられて、たくさんの人たちにイエスさまの

ことを伝えました。そうしたら、たくさんの人た

ちがイエスさまを信じるようになって洗礼を受け

ました。しかし、バルナバさん、前にエルサレム

で会ったサウロさんと力を合わせるならば、もっ

とたくさんの人たちにイエスさまのことを伝える

ことができるのにと考えて、タルソスという所に

サウロさんを見つけに出かけていったのです。こ

のサウロさんが後のパウロさんです。そして、サ

ウロさんを見つけ出して、アンティオキアに連れ

て帰ると、丸一年間、バルナバさんとサウロさん

とは力を合わせてイエスさまのことをたくさんの

人たちに伝えました。

　それで、けさ、みんなにおぼえてもらいたいこ

とは、26節に書いてあることです。そこだけ読

みましょう。「このアンティオキアで、弟子たち

が初めてキリスト者と呼ばれるようになったので

ある」。

　「キリスト者」というのはカタカナで「クリス

チャン」ですが、イエスさまのものとされた人た

ちという意味です。イエスさまがご自分のお命と

引き換えに罪と悪魔の支配から救い出して、ご自

分のものとしてくださった人たちのことです。ア

ンティオキアの町にどれぐらいの人数のキリスト

者がいたのかどうかわかりませんが、最初の頃に

比べると、バルナバさんとサウロさんの働きでキ

リスト者の人数が増えていたのでしょう。そうい

	 7月20日	 世界を目指すアンティオキア教会	説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録 11章19～30節

	 子どもカテキズム	 問65

〔単元のねらい〕

　今回の聖書箇所には、とても大事な真理が示されている。世界宣教を志すアンティオキア教会だが、

そのような教会も、主イエスさまから離れないことが宣教力の源であったことを教えられる。バルナバ

の勧めを忠実に守り、教会外の人たちから「キリスト者」と呼ばれるぐらいにその信仰と生活の路線を

はっきりと社会に対して打ち出した先輩たちに倣いたい。

すべての人にイエスさまを !!
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うわけで、キリスト者が町の中で目立つように

なっていたのでしょう。ローマの国で一番偉い皇

帝ではなく、十字架で殺されたけれども三日目に

復活し天の王座に着いたイエスという男を救い主

と堂々と言っているのです。また、神殿に祭られ

ている神々でなく、イエスを人となられた神さま

と信じて拝んでいるのです。アンティオケの町の

人たちにとってはとても気になる存在です。もし

かしたら、警察などは、あの十字架で処刑された

イエスの弟子たちなので、何か悪いことをしでか

すかもしれないと、いつも見張っていたかもしれ

ませんね。

　教会の人たちのことを「キリスト者」と呼んだ

のは、最初は教会の外の人たちでした。もしかし

たら、教会の人たちへの良くない思いから、その

ように呼んだのかも知れませんが、「キリスト者」

という呼び方には、とても大事なことが示されて

いたのです。それが、イエスさまのものとされて

いる、イエスさまにつながっているということで

す。バルナバさんは、アンティオキアに来た頃は、

「固い決意をもって主から離れることのないよう

に」（23節）と教会の人たちに勧めました。礼拝

式で御言葉に聴き続けること、そして、祈り続け

ることが、主イエスさまから離れないためには大

事なことです。そうすることで、イエスさまのも

のとされていること、イエスさまにつながってい

ることをはっきりとおぼえることができます。

　バルナバさんもサウロさんも、そして、アンティ

オキア教会の人たちも、イエスさまにつながって

いたので、イエスさまから力を与えられて、たく

さんの人たちにイエスさまのことを伝えることが

できました。また、雨が降らず、食べる物ができ

なくて困っていたユダヤの教会の人たちのことを

思いやって、お金とか食べる物などを送ることが

できました。イエスさまにつながって与えられる

愛が、アンティオキア教会の人たちの元気の源

だったのです。イエスさまから力を与えられて、

すべての人にイエスさまを伝えたのです。

　みんなの元気の源もイエスさまです。私たち、

ぼくたちは、イエスさまから離れると、何にもで

きません。イエスさまにつながってこそ、イエス

さまのことをお友だちに伝えたり、お友だちを思

いやることができるのです。毎週日曜日、こども

の教会（日曜学校）の礼拝式で、聖書の御言葉に

聴いて、イエスさまとのきずなをいよいよ太くし

ましょう。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録 11章26節

このアンティオキアで、弟子たちが初めて

キリスト者と呼ばれるようになったのである。
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	 7月20日	 世界を目指すアンティオキア教会	 幼稚科

〈ねらい〉

　世界中の人たちに、

　聖書の御言葉（聖書に書いてあること）

　を伝えるために大切なのは、

　イエス様からはなれないことです。

〈展開例〉

　ぬり絵をしよう！

先生へのひとくちメモ

　だからあなた方は行って、すべての民をわたし

の弟子にしなさい。（マタイ28:19）

　それから、イエスは言われた。「全世界に行って、

すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。」

	 （マルコ16:15）
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	 7月20日	 世界を目指すアンティオキア教会	 中学科

　対話の手掛かりとして……

①「キリスト者」（クリスチャン）とは、どういう

人たちのことを指すのでしょうか。思いつくだ

けあげてみてください。例えば、イエス・キリ

ストが私の救い主であることを信じている人た

ち、毎週教会の礼拝に出席する人たち、など色々

とあげることができるでしょう。正解は一つだ

けではありません。ただ「キリスト者」とはど

のような人なのかという客観的な事実を述べる

だけではなく、それらのことを自分のこととし

て口にすることができるかどうかが大切だと思

います。つまり、中高生たちが、「わたしはキ

リスト者です」ということを、喜びと誇りをもっ

て口にすることができるように導いてあげるこ

とです（この課に限ったことではありません

が）。

②教会に来ている中高生たちが、普段どういう環

境に置かれているかは、それぞれ違うと思いま

す。でも、その多くは、あまりキリスト教とは

関係のない場所で生きているのだと思います。

そういう中で、自分は日曜日に教会に行ってい

る。私はクリスチャンですと、皆の前で口にす

ることに、どこかためらいを覚えている中高生

たちもきっと多いことでしょう。なぜなら、自

分がキリスト者であることを告白することに

よって、失うものがあるからです（本当の意味

の損失ではありませんが）。そうやって、小さ

い子どもであっても、その子なりに葛藤や重荷

を抱えながら生きているのです。その壁とどう

向き合い、また乗り越えて行くかが大きな課題

となります。そのことは、教会学校の教師たち

が少なからず経験してきた道ではないかと思う

のです。そのような経験を信仰の先輩たちから

聞くことができることは、子どもたちにとって

とても大きな恵みだと思います。

③当時のアンティオキアで、「キリスト者」と人々

から呼ばれたのは、良い意味でそう言われたの

か、わるい意味でそう言われたのか分からない

そうです。きっと両方の意味が込められていた

のでしょう。そしてなぜ「キリスト者」と呼ば

れたのか。その理由について、彼らが、いつも

キリストのことを話していたからだと言われま

す。それは何も御言葉の説教をしただけではな

いでしょう。普段の会話のなかで、キリストの

ことが口に出てくるのです。それほどまでに、

キリストに捕らえられてしまっていたのです。

そこまで自分の生活の中に、イエス・キリスト

がしみ込んでいるのです。

④植村正久という牧師が、伝道者になりたての時、

名古屋の教会である老人のキリスト者に出会っ

たそうです。その人の口癖は「俺は飯より、キ

リストが好きだ」という言葉だったそうです。

最初は、ご飯とイエス様を比べるなんて失礼な

人だと、思ったようですが、植村の心の中には

ずっとその老人の言葉が心に残っていました。

だから、晩年の説教の中で、植村はこの老人の

話をしています。あのときはイエス様に対して

失礼なことを言う老人だと思っていたが、今に

なってみると、あの老人の言うことがよく分か

る。私たちも「イエス様が（何よりも）好きだ」

と言って、人生を終えることができれば幸いで

す。

⑤「キリスト者」─それは、「キリストのものとさ

れた人たち」と説明されることがあります。

　　ハイデルベルク信仰問答の問1を思い起こす

こともできるでしょう。「私はキリスト者です」

と告白して生きる人生は如何に慰め深いものな

のでしょう。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　テキストは、使徒たちがエルサレム教会に集

まって開いた、言わば世界最初の教会会議の経緯

について記された個所です。ちなみに、この会議

は、それ以降の「公会議」のルーツとして考えら

れています。公会議とは、教会のいのちにかかわ

る教理他の確定のために世界の指導者たちが集

まった会議のことを言います。当然のことですが、

私たちの教会も、たとえば、4世紀に開催された

ニカイヤやコンスタンティノポリスで行われた会

議他の会議決定を継承しています。例えば、381

年のコンスタンティノポリスで決定された通称

「ニカヤ信条」は、全世界の教会が唯一、承認し

ている「基本信条」です。また、子どもカテキズ

ムのベースにも据えられています。このように、

全世界の教会の信仰の一致をつくりだすための会

議とその決定の重要性は、はかりしれないほど重

大です。

　この最初の会議は、使徒言行録において歴史の

分岐点をもたらすものとなります。これ以前は、

使徒ペトロの活躍が描き出されていました。とこ

ろがこの後、彼の姿は消え、代わりにパウロの使

徒としての大きな働きが報告されていきます。同

時に、「使徒」という言葉も用いられなくなります。

使徒たちはなお存命であったのですが、新しい時

代がここから始まったことが暗示されます。つま

り、この会議は、使徒なき後の教会のあり方に対

するモデルともなる出来事と言えます。長老主義

教会を標榜する私たちは、教会は役員たちによる

会議によって整えられると信じ、それだけにその

会議の制度を整えます。したがって教会の会議と

この世の会議との本質的な違いについて未整備で

あれば、教会は会議によって倒れてしまうことも

起こりえます。聖霊なる神は、会議を通して教会

に働かれ、導かれることを確信します。しかし、

それは、自動的にそうなのではありません。いか

なる善き制度を整えることができたとしても、そ

れで教会が正しく形成される保証には、まったく

なりません。聖霊の支配に明け渡し、御心に従お

うと志す会議か、自分の考えにこだわり、自分の

価値を少しでも認めさせようとするための会議

か、どちらに傾いているのかが常に問われます。

このテキストから、教会のあるべき会議の姿、共

同体全体で御心に従うあり方を学べるはずです。

　

　会議の発端は、ファリサイ派から信者になった

キリスト者がエルサレムにある教会から異邦人教

会にやってきて「モーセの慣習にしたがって割礼

を受けなければ救われない」（1節）と教えてい

たことによります。これだけを聞けば、もはやキ

リスト教ではなくユダヤ教そのもののように思え

ます。主イエス・キリストを信じ、その恵みによっ

て救われることを否定しているように聞こえるか

らです。しかし、よく読むと（5節）、彼らの主

張は、「確かに、神の恵みによって救われること

は正しい。しかし、異邦人は割礼を受けることに

よって神の恵みをさらに強め、確かなものとする

ことができるはずである。したがって、割礼を受

けるべきことがどれほど大切であるか」というも

のでした。つまり、神の恵みによって救われるこ

とを否定しているわけではないのです。ただ、旧

い律法とユダヤの伝統を尊重することも大切であ

ると、そこにもアクセントを置いただけです。し

かし、パウロたちは、福音のみ、恵みのみによる

救いを貫かなければ、やがて、人間の功績が誇り

とされ、福音は形骸化し、教会が実質的に死んで

しまうと考えたのです。パウロたちと彼らとの間

には、ぬきさしならない意見の対立と論争が起こ

ります。しかも、教会のいのちそのもの、根幹に

かかわる議論と対立になりえるのです。こうして、

指導者たちは、会議を開催して、解決に乗り出し

ます。

　パウロたちは、出席の道すがら異邦人たちが主

イエスを信じた事ごとを詳しく伝えます。聴いた

	 7月27日	 会議を通し、聖霊に導かれる教会	聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録15章1～21節

	 子どもカテキズム	 問34,65
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人びとは、「神の恵みの事実」を知って、大いに

喜びました。正しい教理には、事実が伴うのです。

　こうして会議が始まります。どれほどの時間を

掛けたのかわかりません。しかし、熟議されたは

ずです。ついに、使徒ペトロが「主イエスの恵み

によって救われると信じているのですが、これは、

彼ら異邦人も同じ」だと、発言します。これは、

ペトロの使徒的な権威によって、つまり彼個人の

確信を問題提起者たちに主張したということでは

ありません。むしろ、会議の結論を基にした言葉、

要約としてのニュアンスがあります。加えてパウ

ロたちは、この福音の真理とは、ペトロやパウロ

のいわば人間的な主張ではなく、神の恵みの事実

であることを証言（12節）します。つまり、教

理の決定、教会の信仰的決断、会議の議決とは、

単に出席者の多数決に基づく決定ではないという

ことを明らかにするのです。教会のいのちに関わ

る事ごとは、教会が熟議を経た後、神の恵みの事

実、福音の真理を「追認」させられるということ

です。

　こうして、この会議によって、主イエスの恵み

「のみ」による救いという福音的な真理、言わば

宗教改革的真理が勝利しました。そして、この決

議は、教理条項の確定に留まらず、現実の教会が

異邦人教会を「差別」する誘惑を回避させ、克服

させることにもなりました。福音を律法で補強し

ようとする人間的な企ては、教会員お互いを差別

し、群れを二分してしまうのです。ヤコブの主張

は、ユダヤ人（エルサレム）教会と異邦人諸教会

との分裂を回避させるための主張です。現実の教

会の痛みや悩みをどのように和らげることができ

るのかという、使徒的な牧会的な配慮からのもの

です。しかも単なる人間的な妥協や融和策ではあ

りません。問題提起者たちの悔い改めを促しつつ、

同時に、異邦人キリスト者たちにも彼らの「弱さ」

を受け入れるようにと、互いを思いやり、愛の絆

を結ばせる信仰から出た知恵だと思います。

　こうして、この会議は「満場一致で決定」（25節）

することができました。見逃せないのは、問題提

起者たちも従ったということ、つまり、自分たち

の福音理解を修正することができたという点で

す。まさに聖霊によって導かれた会議の力をまざ

まざと見る思いが致します。つまり、まことの教

会によるまことの会議の特質とは、「聖霊とわた

したち」（28節）による会議であるということに

あります。満場一致になったのは、聖霊の導きが

あったからです。ここに、教会の会議のモデルと

してのエルサレム会議の意味と重さがあります。

「聖霊と私たち」と確信をもって語ることができ

るのは、自分たちの教会は、神の教会であり、頭

なるキリストの教会であり、聖霊なる神こそが主

となって導いておられるという確信があるからで

す。そして、その徹底した信仰に基づくとき、議

論は、お互いを貶めたり、単なる非難に陥らせる

ことを回避させ、克服させるのです。兄弟への信

頼と愛が、議論の前提に置かれているのです。

〈子どもたちに対して〉

　おそらく、子どもたちは、自分たちの教会が会

議によって治められていることを、ほとんど知ら

ないと思います。しかし案外、教師会のような会

議の存在は、身近に感じているかもしれません。

何よりも、契約の親が教会（会議）に対してどの

ような思いをもって向き合っているのかは、敏感

に察知しているかもしれません。親が、会議によっ

て励まされ、慰められていることが、大切です。

教会とその会議が、かえって重荷となっていると

き、おそらく、子どもたちは、私たちが説く聖書

の教えに説得力を欠くことになります。教会への

帰属意識を阻害することともなります。契約の子

たちの教育は、礼拝説教の「言葉」だけではなく、

現実の教会の「空気」つまりその交わりによって

もなされます。今朝、改めて、子どもの教会の教

師会の交わり、教会の交わりが、愛と信頼に満ち

たもの、教会を聖霊の宮、神殿として、聖なる教

会として信じる信仰を再点検したいと思います。

教会を、この世のいかなる集団、団体、組織とも

違う神の家であるという理解を育みたいと思いま

す。

　ここでは、触れませんでしたが、恵みと信仰「の

み」による救いという福音の教理を語るための実

例として極めて有効なテキストです。

	 （相馬伸郎）
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　世界で最初の教会は、エルサレムで生まれまし

た。イエスさまが、天に戻られる前に約束された

通り、聖霊なる神さまが、弟子たちが一つ場所に

集まってお祈りしていたところに降臨してくだ

さったのです。こうして、神さまの民は、教会と

して出発することができました。最初の教会は、

聖霊の豊かな注ぎを受け、聖霊に励まされて、イ

エスさまのご復活を証しし、イエスさまの福音を

至る所で語り続けました。こうして今や、エルサ

レムから世界の果てにまで広がっていきました。

　しかし、教会は、いつも順調で、問題も悩みも

なかったわけではありません。むしろ、巨大な壁

にぶつかって、教会として存在するだけでもとて

も難しかったのです。ユダヤ人からの迫害、ロー

マ帝国からの迫害、弾圧が何度も繰り返されてい

ました。しかしそれでも、教会は、けっしてイエ

スさまの証しを止めませんでした。止めないから

大変な目に遭いました。けれども、止めないから

いよいよ神さまに祝福され、教会の数は増え、イ

エスさまを信じて救われる人も増え続けました。

しかも、今では、その数は、ユダヤ人よりはるか

に大勢になっていました。

　そんなとき、ある大きな問題が教会の内側から

起こりました。ユダヤ人のキリスト者の人たちの

中で、「異邦人の皆さん、割礼を受けなければ、

あなたたちは、救われることはできません」と教

える人たちが出てきたのです。確かに、イエスさ

まが十字架についてご復活される前までのユダヤ

人の男の子は、体に割礼を受けました。こうして、

神の民に加えられることになっていたのです。し

かし、イエスさまは、割礼を洗礼に代えてくださ

いました。パウロ先生は、「人は、割礼を受けたり、

掟を守ることによって救われるのではなく、ただ

イエスさまを信じるだけで、神さまの恵みだけで

救われる」と福音の真理を訴えました。ところが、

彼らは、「確かにイエスさまによる洗礼を受ける

ことは必要だけれども、その前に、ちゃんと割礼

も受けなければダメだ、割礼を受けたら洗礼の恵

みは確かなものとなるのだ」というわけです。そ

こで、使徒たちがいるエルサレムの教会で会議を

開くことにしました。

　学校でクラスのみんなと何かをしようとすると

き学級会をすることはないでしょうか。人と人と

が一緒に何かをしようとするとき、話し合いが大

	 7月27日	 会議を通し、聖霊に導かれる教会	説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録15章1～21節

	 子どもカテキズム	 問34,65

〔単元のねらい〕

　私たちの教会は、長老主義教会を標榜しています。会議を重んじる伝統を受け継ぎ、役員会議によっ

てさまざまな事項を処理して前進します。この会議の主は、議員ではなく聖霊なる神でいらっしゃいま

す。つまり会議は、聖霊の支配に服することなしには無意味です。そこに、私たちの実践的課題があり

ます。私たちの各個教会が、聖霊がご支配くださる神の神殿であると信じることが必須です。また、お

互いに信仰の真理の全体についても部分においても、なお十全な理解をなしえていない、欠けたる者た

ちの集いであるという理解が不可欠です。これらの真理は、礼拝説教や分級だけで教えられるものでは

ありません。むしろ、教師たちが率先して、現実の教会をして聖なる教会として信じ、愛し、交わりを

積極的につくっていくことが求められます。そのとき、子どもたちの心の中にも、神が、同じ思いを育

ててくださると信じます。それだけに、この説教や分級にも心を込めたいと思います。

神さまに導かれる私たちの教会
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切になります。皆が協力してくれないと、できな

いからでもあります。何より、自分一人の意見で

はなく、皆の意見を聞くとどんどん、すばらしい

アイデアや方法が出てきたりします。話し合い、

つまり会議をすることはすばらしいことなので

す。

　それなら、教会はどうでしょうか。実は、教会

こそ、よく会議をします。それなら、教会の話し

合いと学校の話し合いは、同じようなことなので

しょうか。まったく同じ部分が多くあります。自

分の意見を大きな声で言って、それで済ませては

なりません。みんなの意見をできる限りよく聞い

て、そしてまとめることが大切です。

　けれどもまったく違ったことがあります。何故

なら教会は、ただイエスさまを信じる人たちが自

分たちの思いで集まっている場所ではないからで

す。教会とは、天の父なる神さまがイエスさまの

十字架とご復活をもとにして、聖霊なる神さまに

よってこの地上に生みだし、育ててくださってい

る神の家だからです。だから、教会の話し合いは、

神さまが聖書によって明らかにしておられる御心

を、時間をかけて正しく聞いて、それを悟って、

その御心に従う決断をするための方法でしかあり

ません。もしも、神さまを第一にしないで、自分

たちの考えを第一にするような話し合いであれ

ば、たとい多くの人たちが、同じ意見にまとまっ

てもそれに従う必要はありませんし、そうしては

いけません。

　そもそも、パウロ先生が教えていた、「イエス

さまをただ信じるだけ、神さまの恵みだけで完全

に救われる」という福音の真理は、パウロ先生一

人や、教会のみんなが考え出したり、決めたこと

ではありません。神さまがお定めくださり、聖書

において明らかに示してくださった真理なので

す。ただし教会の中で、ある人には、はっきり分

かっていたのですが、そうでない人たち、もやが

かかっていたような人たちも少なくなかったので

す。そして今、違う教えを語り出した人たちが起

こりました。確かにそれは、教会にとって、どん

な迫害よりも、危険な誘惑であり試練でした。け

れども、そのおかげで、時間はかかりましたが、

教会の人たちは、はっきりと福音の真理を見つめ

られるようになったのです。神さまは、そのよう

にして神さまの教会を、忍耐深く育ててくださる

のです。

　このエルサレムの会議で、そのように話し合い

を重ねた結果、間違ったことを言っていた人たち

も、自分たちの言っていたことを、取り下げまし

た。こうして、「満場一致」に導かれたのです。

神さまの教会は、自分たちの知恵や能力で上手に

「運営」することはできません。してはなりません。

あれから2000年、科学技術が進歩して昔の人た

ちが想像もできないような、さまざまな難しい問

題が教会の外にも内にも起こっています。教会は、

そのような問題に対しても、神さまの御心をはっ

きりと伝えなければなりません。大切なことは、

自分の考えが正しいとこだわる誘惑に打ち勝つこ

とです。もし、自分の意見が正しくないなら、い

つでも神さまのために喜んで変えようとする思い

を持つことです。そのために、仲間の話や考えを

よく聞いて、分かり合えなければ何度でも話し合

うとき、聖霊は豊かに、確実に導いてくださいま

す。何よりも、教会にとって大切なのは、神さま

の御言葉を正しく、しっかりと聴くことです。そ

して、よく考え、お祈りすることです。教会の仲

間や先輩の意見をよく聞くことです。

　今、僕たち私たちの教会も、長老さんや牧師先

生たちがいろいろな会議をしながら、神さまの御

心を求め、みんなの知恵を集めて、神さまの導き

に従って歩んでいます。先生たちは、皆さんに期

待しています。楽しみにしています。大人になっ

たら、僕たち私たちの教会を、ますます、イエス

さまを信じて救われた喜びに溢れ、その喜びを人

びとに一生懸命伝えるすばらしい教会、イエスさ

まの愛と平和と感謝があふれる明るい教会になる

ために、活躍してください。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 使徒言行録15章26節

「わたしたちは満場一致で決定しました。」
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	 7月27日	 会議を通し、聖霊に導かれる教会	 幼稚科

〈ねらい〉

　教会では、大切なことを会議（話し合い）

　で決めていきます。

　そこには必ず聖霊なる神様が一緒にいて

　助けてくださいます。

〈展開例〉

　ぬり絵をしよう。

先生へのひとくちメモ　　

～炎は、神様からの力を表しています～

　炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人

の上にとどまった。すると、一同は聖霊に満たさ

れ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉

で話しだした。（使徒2:3～4）
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	 7月27日	 会議を通し、聖霊に導かれる教会	 中学科

　対話の手掛かりとして……

①中高生たちは（子どもたちは）、まだ教会の会

議に参加する年齢ではないでしょう。だとした

ら、彼らはここから何も学び得ないのでしょう

か。昔、エルサレムの教会でこういうことがあっ

たらしいということを知るだけではたいへん

もったいない気がします。

②キリスト教会は長い歴史の中で、いくつも大き

な会議を開いてきました。それらの会議の中で、

聖書が私たちに何を教えているのか、その真理

を求め続けてきたのです。今では私たちが知っ

ている自明のことであっても（三位一体やキリ

ストの二性一人格など）、当時は教会が立つか

倒れるかの大きな問題だったのです。そういう

大きな壁をキリスト教会は次々と乗り越えて、

今のキリスト教会があることを覚えたいので

す。

③また、「救済史」という言葉にも表れているよ

うに、神様は「歴史」というのを大事にされる

方です。人間が堕落して、突然、キリストがこ

の世に来られたわけではありませんでした。神

様は全能のお方ですから、歴史や時間を無視し

て、私たちの心を無理矢理、ご自分の方に向け

させて、強制的に従わすこともできたでしょう。

でも神様はそのようにはなさいませんでした。

救いのご計画に基づいて一歩一歩、その計画を

進めて行かれたのです。それは、神様が私たち

人間と一緒に歩むことを大切にしておられるか

らです。その中で、私たち人間が心から喜んで

神様に従っていくことができるためです。

④今、私たちは「聖霊の時代」を生きています。

地上に立てられたキリストの体である「教会」

を通して、そこに連なるキリスト者一人一人を

用いて救いの完成へと導いておられるのです。

それまでの間、この世界において、様々な出来

事が起こります。また、「激しい意見の対立と

論争が生じた」（2節）とあるように、教会に

おいても対立することさえあるのです。もちろ

ん、それは人間が罪深い存在だからということ

もあるでしょう。罪の故に、離ればなれになら

ざるを得ないこともあるのです。でも神様はそ

のような人間的な弱さがあることを知ったうえ

で、地上にキリストの教会を立て、私たちを用

いて救いの御業を前進させようとしておられる

のです。

⑤だから、私たちは常に神様の前に謙遜でなけれ

ばいけません。キリスト者は聖霊でないのです。

だから神様のことがすべて分かるわけではあり

ません。でも分からない中で、神様に祈り求め、

神様から知恵と力をいただいて、歩んで行くの

です。神様の目からすれば、「それは間違って

いるよ」と言われることであるかもしれません。

でも、そうやって失敗することを、神様はご存

知なのです。それでもいいから、「わたしを求

めなさい」とおっしゃってくださるのだと思い

ます。「神様、私たちは聖霊の働きを祈りもと

めて聖書に耳を傾けました。そして、こういう

ことを、あなたからのメッセージとして受け取

りました。感謝してその道を進んで行こうと思

います。もし御心でなかったならば、すぐに教

えてください」。そのよう御霊の助けを祈り求

めながら、私たちにできることを精一杯やって

いけばよいのです。聖霊が私たちに示されるこ

とは、他のキリスト者や他の教派の人たちと全

く同じということではありません。聖霊の働き

はそれほど豊かなのです。だから、あなたは私

と信仰が違うと単純に裁くことはよくありませ

ん。同じ主にあって、よい対話ができるように、

祈り求めていきましょう。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　使徒パウロとバルナバたちは、エルサレム会議

において、自分たちの信仰の確信が全教会的に受

け入れられるという決議に導かれました。いわば、

反対者に勝利したわけです。その意味で、どれほ

ど主にある喜びに溢れ、また興奮した思いすら抱

いたことは想像に難くないと思います。パウロは、

人は信仰によってのみ救われ、主にあって、ユダ

ヤ人もギリシア人との差別はまったく取り払われ

ていることをいよいよ力強く説教したと思いま

す。

　ところが、この喜びは、長く続きませんでした。

彼は、なくてならない同労者、戦友であるバルナ

バに、第一回の伝道旅行で実った諸教会を再訪し、

さらに丁寧に教育と牧会をなし、伝道を拡大しよ

うと提案します。ところが、二人の間に「マルコ」

を連れて行くか行かないかという問題をめぐっ

て、激しい衝突が起こったのです。こうして、二

人は、「別行動」を取ることとなります。どちら

の判断が、正しかったのかについて、ルカは、こ

こでは何も記しません。

　ちなみに、聖書によれば（コリント一9:6、コ

ロサイ4:10）パウロとバルナバとの友情は、破

綻しませんでした。何より厳しく拒否した「マル

コ」のことは、後に、「わたしにとって慰めとなっ

た人々」（コロサイ4:11）と言い、また、「彼は

わたしの務めをよく助けてくれる」（テモテ二

4:11）と、高く評価しています。

　つまり、パウロの判断の方がふさわしかったと

いう印象を持たざるを得ないように思います。一

方で、バルナバの判断も、完全に間違っていたと

は言えないと思います。いずれにしろ、ここで本

質的なことは、この両者の厳しい意見の相違は、

自分の正しさに「こだわった」ものではないとい

うことです。つまり、二人とも神の御名と栄光を

求めての意見であったのです。だからこそ、神が

それぞれを用い続け、遂には、その交わりが失わ

れず、後に、それ以上に深い交わりが結ばれていっ

たのです。神の真理を求めての意見の違いは、教

会において当然、起こります。キリスト者どうし

の意見の不一致の原因は、数え上げればきりがな

いと思います。そもそも人間が知るところは一部

分であり、問題に対するお互いの視点が異なって

いることが多いからです。しかし、問われるべき

は、神への愛と仲間への愛に基づいているのかと

いう一点です。キリストの主権と言いながら、し

ばしば自分のメンツや考え、やり方を絶対視する

ことが起こります。それこそが、まさに、神に退

けられなければならないものです。

　パウロは、厳しい思いの中でシラスと共に伝道

旅行に出発します。そして、そこでテモテという

かけがえのない同労者に出会うのです。その交わ

りによって数々の手紙が生まれていきます。この

チームによる伝道によって「教会は信仰を強めら

れ、日ごとに人数が増えていった」（5節）のです。

確かに、パウロとバルナバとの対立は、悲しむべ

きものです。しかし、なお、神の赦しの中で神の

御業が進みます。そこに、私どもへの慰めがあり

ます。

　

　以上がこのテキストが置かれた文脈です。紆余

曲折の歩みではありますが、神の大きな祝福の内

に歩んだことは明らかです。しかしなお、伝道は

平坦な歩みであることを許されません。「アジア

州で御言葉を語ることを聖霊から禁じられ」（6

節）てしまうのです。もとより、神は、いつでも

どこでも神の民が御言葉を語ることへと召してお

られます。使徒パウロは、その御心を確信してい

ます。だからこそ伝道のために常に熱い思いを抱

いて旅を続けているのです。それだけに今ここで、

神ご自身が御言葉を語ることを禁じるとは、特別

の試練となりえます。しかし、パウロたちは、な

お諦めずに進んでいきます。ところが、「ビティ

ニア州に入ろうとしたが、イエスの霊がそれを許

	 8月3日	 マケドニア人の幻の信仰的解釈	 聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録 16章6～15節

	 子どもカテキズム	 問76,13
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さなかった」（7節）のです。いったい神の御心は、

言わば自己矛盾するようなものなのでしょうか。

違います。むしろ神の御心は、人間の思うところ

を越えて、先を見越し、全体をご支配くださるゆ

えに、人間の計画とは、しばしば異なることがあ

るのです。確かに、教会が、伝道計画、事業計画

を整えるのは、およそ使命に生きる共同体（集い）

である限り必須のことと言わなければなりませ

ん。しかし、その計画は、神ご自身がその通りに

行かせないことをもって、すべての教会の事業が、

神の御業によるものであることを私どもに明らか

にしてくださることも少なくありません。

　それなら、そのとき、彼らは何を考えていたの

でしょうか。おそらくパウロたちでさえ、その当

座は、落ち込んだかもしれません。「いったい、

自分たちの何が悪かったのか。自分たちの中で罪

を犯した者がいて、神が御言葉の宣教を許されな

いのか……」。一瞬、そのような思いがよぎった

かもしれません。しかし、この個所を読むとき、

禁じられた、とどめられたことを受け入れる信仰

の姿勢を読みとることができると思います。クヨ

クヨしない信仰のしぶとさです。それは、神の御

心は福音伝道である、との微動だにしない確信に

生きていたからだと思います。そして何より、神

は、このような不思議な業を通して、彼らに、マ

ケドニア伝道への神の導きへの確信、その召命を

劇的なまでに強めてくださったのです。福音が、

いよいよヨーロッパ大陸へと渡っていくために、

神の祝福と励ましとなったのです。

　伝道に行き詰まってしまう夜。誰でも、寝てい

るときには夢を見ますが、パウロは、「私たちを

助けてください」とマケドニア人が立って懇願し

てくる夢を見ます。彼にとって、「助けて！」とは、

「救ってください！」という意味に解釈され、聴

こえました。つまり、「御言葉を語ってください！」

という懇願です。この召命への確信は、まさに「禁

じられ、許されない」という直前の神のいわばマ

イナスの導きが効いているのです。しかし実は、

マイナスではなく、言わばジャンプさせるための

ホップ、ステップの役割だったのです。弓を限界

まで引く力とされたのです。しかし、そのような

信仰的解釈、召しへの確信を可能とさせたのは、

彼らが、寝ても覚めても伝道のビジョンに燃えて

いたからに他なりません。つまり、日頃の霊的な

養い、聖霊に満たされた歩み、言いかえれば、「恵

みの手段」を熱心に用いる信仰生活なしに、突然、

召命の確信に導かれるわけではないのです。

　これらが主の導きであることは、リディアとい

う婦人の救いによって明らかにされます。神の召

命は、その実りによって証明されるわけです。

〈子どもたちに対して〉

　聖書には、生ける神がいらっしゃること、その

御心もはっきりと証しされています。それなら、

何故、伝道は困難を極めるのでしょうか。何故、

キリスト者の人生が平たんなものとはならず、む

しろ苦しみや悲しみを味わわなければならないこ

とが多いのでしょうか。これは、信仰者の嘆きで

す。子どもたちもすでに、お祈りでお願いしたこ

とが、かなわないという厳しい現実を知っている

と思います。この課題について、きちんと向き合

うことは、子どもたちにも大切です。

　このテキストでこそ、祈りの恵みについて学べ

ます。祈りこそ、起こってくる出来事を信仰的に

解釈する道、神の恵みの摂理を信じる信仰を養う

方法です。生きた信仰は、神との真剣な日々の対

話、つまり、交わりなしに起こりません。私たち

の信仰が、単なる思想や哲学のようなものでは、

理解できないような困難に出会ったとき、信仰の

破船にあい、行き詰まってしまうでしょう。しか

し、生ける神との交わりの最大の恵みの手段であ

る祈祷（主日礼拝）によって、最善の信仰的解釈

へと導かれていきます。こうして、主のご愛に対

する深い信頼とそれに基づくしたたかな信仰が養

われます。確かに、祈りにおける願いがかなわな

いことは、少なくありません。しかし、この物語

を通し、信じる者には、たとい、目の前のことが

上手く、思ったように進まなくても、神がご自身

の大きな伝道のご計画を進めてくださることを学

べます。その人自身をも祝福するご計画を成就し

てくださることを、子どもたちとじっくり向き

合って、諭し、励ましたいと思います。

	 （相馬伸郎）
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　皆さんは、毎日、お祈りしていますか。お祈り

することほど、信仰生活に大切なものはありませ

ん。お祈りは、神さまに向かってお話しすること

です。神さまとの対話です。話し合うとき、大切

なことがあります。先ず相手の言葉をしっかり聴

くことです。自分の気持ちだけを話して、「さよ

うなら」と言ったら対話になりません。お祈りは、

まず、神さまの御言葉を聴くことから始まります。

神さまを信じるということは、お祈りすることだ

と言いきっても良いのです。誰かが、どんなに神

さまを信じていると言っても、もしお祈りしてい

ないのであれば、それは、生きておられるまこと

の神さまを信じていることにはなりません。今朝、

僕たち私たちは、皆で、礼拝堂に集まって、心を

一つにして神さまに祈ります。それを、主日礼拝

式と言います。子どもの教会の礼拝式は、皆で捧

げる「大きなお祈り」と言えます。今朝、どうし

てお祈りすることが大切なのか、パウロ先生が見

た夢のお話を通して学びましょう。

　パウロ先生の伝道チームは、いくつもの困難を

乗り越えて、神さまの福音を宣べ伝えました。そ

の結果、毎日、イエスさまを信じて救われる人た

ちが増え、各地に教会ができていきました。考え

てみれば、当たり前のことです。神さまの御心は、

一人でも多くの人たちがイエスさまを信じて救わ

れて、神さまの子どもとなって、教会を通して神

さまの国が広がっていくことにあるからです。神

さまは、僕たち私たちの味方となってくださって

います。だったら、僕たち私たちが神さまのため

に捧げるどんな小さな働き、奉仕をも喜んで受け

入れて、神さまの御心が進むために用いてくださ

るのは、当然のことです。

　ところが実際には、伝道は、いつも上手くいく

とは限りません。むしろ、パウロ先生たちも何度

も苦しい目にあったのです。実はこのときもそう

でした。パウロ先生たちは、今度は、アジア州の

町々で伝道しようとしました。そこには、特に、

信仰によってのみ救われるという教会の教えを

はっきりと告げたくなる教会（ガラテヤ）があっ

たからだと思います。ところが、何の理由かは具

体的には書いていませんが、できませんでした。

それなら、ということで次にビティニア州に入っ

て伝道しようとしました。ところがそれも、でき

	 8月3日	 マケドニア人の幻の信仰的解釈	説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録 16章6～15節

	 子どもカテキズム	 問76,13

〔単元のねらい〕

　信仰生活とは、主の御心に従う生活です。その御心は、聖書において明示されています。ただし、聖

書には、今ここに生きる私自身や諸教会についての具体的な御心、ご計画については、全く記されてい

ません。それゆえ、キリスト者は、日々、聖書を読んで、顕示された御心を知り、具体的な状況にふさ

わしく適用する能力、つまり信仰的判断・解釈を磨き続けることが求められています。そのためには、

恵みの外的手段を熱心に用いて、内的手段である信仰を深めることが不可欠です。神は、しばしば、私

たちの信仰に基づく願いや計画を否定する形で御業を進められます。しかし、それは、信じる者と共に

働く神の摂理の御業の中で、さらに大きな祝福へと逆転させるための御業となります。したがって、神

は、神の民に、摂理に対する正しい信仰的解釈とそれにもとづく実践を求めておられます。パウロが夜

に見たマケドニア人が叫ぶ幻を、単なる夢で終わらせず、神の声として解釈して従ったこの実例は、御

言葉の直接的な啓示のない時代に生きる私たちへの特別な励まし、また模範です。

祈っている人は、行き詰まらない
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ませんでした。聖書は、その理由を、ただこのよ

うに書いています。「聖霊から禁じられたので・

イエスの霊がゆるさなかったので」というのです。

つまり、神さまご自身が道を閉ざしてしまわれた

のです。何だか、おかしいなと思いませんか。神

さまは、パウロ先生たちの味方のはずです。パウ

ロ先生たちは、神さまの御言葉のために一生懸命、

苦労をしているわけです。いったい神さまは、どっ

ちの味方なのか。神さまがご自分でご自分の邪魔

をするなんておかしいとな思ってしまいます。

　パウロ先生やこの手紙を書いたルカさんも、お

そらくがっかりしたと思います。へとへとに疲れ

てもう歩けないと思ったかもしれません。何より、

心も挫けそうになってしまったかもしれません。

しかし、どうすることもできません。ほんとうに

仕方なくトロアスという海の見える町に行きまし

た。パウロ先生は、海の向こうは、今でいうヨー

ロッパ大陸であって、そこにマケドニアの人が住

んでいることを知っていました。

　さて、朝になって忘れることがほとんどかもし

れませんが、人は誰でも寝ているとき夢を見ます

ね。その夜、パウロ先生は夢を見ました。マケド

ニア人が立って、「こっちに渡って来てください。

わたしたちを助けてください！」と叫んでいる夢

です。

　起きてすぐ、パウロ先生は仲間たちに、見た夢

を告げました。すると、皆が、こう言うのです。「あ

あ、そうだったのだ。神さまは海の向こうにある

マケドニアに渡らせるために、道をふさがれたの

だ。だったら、すぐに、海を渡ってイエスさまの

福音を告げに行こう」こうして、皆が、神さまの

御心、神さまの召しを確信しました。

　皆さんだったら、パウロ先生の見た夢を、どの

ように理解しますか。会ったこともない人たちが、

「この海を渡って、わたしたちを助けてください」

と言うのです。確かに、助けを求めているのです

が、何の助けを求めているのかは分かりません。

しかし、パウロ先生たちは、「救援物資を届けに

行こう」とか、「災害で、住む場所や着るものも失っ

て傷ついている人たちを助けるために、お医者さ

んのルカに行ってもらおう」というのではなく、

ただちに、神さまの御言葉、福音を届けに行かな

ければならないと考えたのです。どうして、その

ように判断したのでしょうか。それは、パウロ先

生たちは、福音こそ、人間が生きていくためにど

うしても必要な知らせであって、イエスさま以外

に救いはないこと、皆にイエスさまを信じて救わ

れてほしいと毎日、考えていたからです。毎日、

神さまに、伝道ができるようにと祈っていたから

です。お祈りしている人には、神さまのご計画が

分かり、自分が今、何をすべきかがわかってくる

のです。

　パウロたちは、すぐに、船に乗ってフィリピと

いう町に渡りました。待っていましたとばかりに、

リディアという女性が洗礼を受けました。神さま

の御心は、この町に先に行くことだったのです。

　皆さんは、将来、何になりたいですか。今、何

をすると神さまに喜ばれるのかとお祈りしたこと

がありますか。とても大切で、すばらしいことで

す。ただ、お祈りしていても、上手くいかないこ

と、計画通りにいかないことが起こります。たく

さん起こります。けれども、パウロ先生のときと

同じように、もしそのとき、「ぼくは、神さまの

ためにこうしたい、神さまに喜ばれるためにこの

ようになりたい」と思って、お祈りする人には、

神さまは必ず、道を開いてくださいます。何故な

ら、神さまは、僕たち私たちの味方だからです。

神さまのご計画は、必ず、進んでいくからです。

そのために今、お祈りすることが大切です。神さ

まの御心を知るためです。だったら、家でも御言

葉を読みましょう。教会に来て、お話を聞いて礼

拝しましょう。それを続けていく人は、必ず、パ

ウロ先生のように確信をもって生きていけるよう

になります。神さまに喜ばれ、お役に立てる人に

なります。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 コリントの信徒への手紙 二 4章8,9節

わたしたちは、四方から苦しめられても行き詰まらず、途方に暮れても失望せず、

虐げられても見捨てられず、打ち倒されても滅ぼされない。
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	 8月3日	 マケドニア人の幻の信仰的解釈	 幼稚科

〈ねらい〉

　今、何をすると神さまがおよろこびになるか、

お祈りしましょう。

　すぐには上手くいかなくてもあきらめず、お祈

りを続けましょう。

先生へのひとくちメモ　　　　　　　　　　　　

　お祈りは神さまとのお話することです。
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	 8月3日	 マケドニア人の幻の信仰的解釈	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①「聖霊から禁じられた」（6節）、「イエスの霊が

それを許さなかった」（7節）という言葉が出

てきます。決して、パウロたちは神様を悲しま

せるようなことを企てたわけではありませんで

した。むしろ神様がお喜びになる道を求め、そ

の道を進もうとしたのです。でも、神様はパウ

ロたちの伝道計画をお許しにならなかったので

す。私たちも、パウロたちと同じような経験し

たことがあるかもしれません。あるいはこれか

ら経験するかもしれません。神様は必ずしも私

たちの思いや計画をすべて受け入れてくれるわ

けではないということなのです。拒まれること

があるということなのです。たとえそれらが、

神様の御心に適ったものであったとしても。そ

のとき、皆さんならどうするでしょうか。どう

しても戸惑ってしまうのではないでしょうか。

自分たちの好き勝手な思いではなく、ちゃんと

御心を祈り求めて歩んできたのに、どうして神

様は、それはダメだとおっしゃるのだろうか。

これまで神様のためにと思って生きてきた人生

は無駄だったのかと、気力を失ってしまうかも

しれません。もちろん、私たちは神様のことを

すべて知っているわけではありませんから、こ

れこそが御心だと思い込んでしまい、間違った

道に進んでしまうということも起こり得ます。

でも、単純に、神様が禁じられること全てが、

イコール、私たちの罪とは限りません。「主の

ために」と願って計画する私たちの思いが全て

御心から外れたものではないのです。むしろ、

神様は、主のためにと願って生きる私たちのこ

とを心から喜んでいてくださるのです。

②だから、自分の願いや計画が思い通りに行かな

い時は、一度、立ち止まってみることが大切だ

と思います。そうしないと、私たちは、神様の

本当の思いを知ることができないからです。

　　では、立ち止まるとは、具体的にどういうこ

となのでしょうか。一つは、祈りつつ、御言葉

に聞くことです。御言葉にもう一度聞き直すこ

とによって、神様さまから新しく教えていただ

く恵みを知ることができるでしょう。また、牧

師や教会学校の先生たち、あるいは同世代の教

会の仲間たちとの語らいを通して、教えられる

こともきっとたくさんあるはずです。伝道者パ

ウロも、一人で伝道をしたわけではありません。

信頼する同労者、教会の仲間の支えがあったの

です。

③パウロは夢の中で見た幻を見ました。そこで、

「わたしたちを助けてください」（9節）という

マケドニア人の声を聞いたのです。この幻を見

せてくださったのは神様でした。神様はマケド

ニアに行くようにただ命じられたのではありま

せんでした。「助けてください」というマケド

ニア人の心の叫びを通して御心を示されたので

す。この叫びを、パウロはしっかりと聞き取り

ました。私たちも、まだ神様のことを知らない

人たちの声に耳を傾けることができる者であり

たいと願います。そのような人々の心の叫びの

中に、実は、神様の御心があらわれているとい

うことがあるのではないでしょうか。

④神様は、祈り求めれば必ずしもすぐに御心を示

してくれるわけではありません。後になってか

ら、気付かされ感謝することが多くあります。

それまでの間、自分としては不本意だと思いな

がらしばらく歩まなければいけないこともある

でしょう。しかし、その時も神様は、あなたと

共に歩んでくださっているのです。そして、自

分は主が示されたこの道を歩むことができて本

当によかったと思える日が来るのです。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　南ユダ王国で、イザヤが主から預言者として召

されたのは、「ウジヤ王が死んだ年のこと」（6:1）

である。紀元前739年と推定されるその年には、

既にアッシリア帝国が、その巨大な力を方々に振

るっていた。新共同訳聖書の巻末地図「1 聖書の

古代世界」を見ると、イスラエルからはるか北方

の、チグリス川上流に、アッシリアが位置してい

ることがわかる。

　イザヤの時代のアッシリアは、強力な軍事力を

組織して、その勢力範囲を広げ、屈服する諸国に

は貢ぎ物を要求し（例えば北イスラエルの場合、

列王記下15:19,20）、抵抗する諸国は滅ぼし占領

した（10:5～11）。

　エジプトに至るまでその支配力を及ぼしていた

アッシリアに対抗するには、小国は手を組むしか

ない。しかしアッシリアに対抗する同盟が作られ

ると、その同盟に加わってアッシリアに盾突くか、

それとも加わることを拒否して同盟諸国から攻撃

を受けるかの選択を迫られる。

　主はイザヤを通して、「落ち着いて静かにして

いなさい。恐れることはない」（7:4）と語りかけ

たが、南ユダの王アハズは、主の言葉を退けて、

アッシリアに助けを求める道を選んだ（列王記下

16:7）。同盟諸国のひとつであった北イスラエル

は、この後、紀元前722年にアッシリアによって

滅ぼされることになる。

　アッシリア帝国が、その強大な軍事力と、略奪

した財産によって蓄えた経済力は、その勢力範囲

内を一変させた。力によって支配された世界は、

古代の「ローマの平和」になぞらえられて「アッ

シリアの平和」と呼ばれる。

　このような時代に生きた、主の預言者イザヤは、

「アッシリアの平和」の偽りを指摘し、主のもた

らされる平和を宣言した。それが与えられている

御言葉、イザヤ書2章1～5節である。

　まことの平和は、アッシリア帝国全体から見れ

ば、ちっぽけな共同体から始まる。それは、主が

呼び集められる礼拝共同体である。主の民は、主

の教えを聞き、そして御言葉に生き、やがて御言

葉を語る。主の教え、御言葉とは、ご自身の元に

立ち帰るようにとの主の招きであり、究極的には

やがて来たりたもうイエス・キリストによって成

し遂げられた主による和解の福音である。

	 8月10日	 平和主日	 聖書黙想

	 テキスト	 	 イザヤ書 2章1～5節

	 参照教理問答	 子どものための平和カテキズム　※第50号8月11日の黙想参照

	 	 	 『世界は神のもの～今日における信仰の証言』(CRCNA,2008),52～54

　　『世界は神のもの～今日における信仰の証言』54

　　　「平和の君」に従う者は、平和を造り出す者へと召されている。

　　　　　調和と秩序を推進し、壊れた関係を修復する者へ。

　　　私たちは自国の政府に訴えかける。平和のために労し、

　　　　　公正な関係を回復するようにと。

　　　私たちはこの世界と生活の場における武器の拡散を非難する。

　　　　　それらがもたらす危険と恐怖の故に。

　　　私たちは世界の諸国に呼びかける。諸国の武器保有を、

　　　　　正義と自由の保持に必要な最小限度に削減すべきことを。

　　　私たちは誓う。平和の道を歩みつつ告白することを。

　　　　　私たちの世界が神のものであり、

　　　　　神こそが私たちの確かな守り手である、と。
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　その和解の福音は、神に背き、神に戦いを挑ん

でいた者たちに、神の赦しを告げ知らせるので、

赦しを知った者たちは、戦うために身を固めてい

た武器を捨て始める。もはや自らの力を大きくす

ることも、自分を守ることも、神に対して必要が

なくなったことを知るからである。

　神に戦いを挑む。これこそが、人が人に戦いを

挑む原点である。それで、神との和解を味わった

者たちは、人に対して戦いを挑むことの愚かさを

も知らされて、力による対抗を止める。「もはや

戦うことを学ばない」という方向転換が起こる。

　主の平和は、単に武器を捨てさせ、戦いを止め

させるだけではなく、積極的に共同体を維持させ

る強い方向性をも持っている。

　鋤や鎌は、農作業の道具である。それは共同体

の生活を共に汗を流しながら維持し、また収穫物

を分かち合う、具体的に築き上げる平和の象徴で

ある。

〈CRCNA の『世界は神のもの』54について〉

　北米キリスト改革派教会は、1986年に『世界

は神のもの～今日における信仰の証言』を信条と

は別の、改革派信仰の現代的告白として採択し、

更に2008年に改訂した（『現代世界における改革

派信仰告白』2010, 憲法第一分科会）。

　「来たるべき神の国の完成という視座で記され

た『証言』は、この被造世界が神のものであると

いうテーゼを繰り返しながら、世界の創造・堕

落・救済・完成という聖書の物語に沿ってそれぞ

れの今日的意義が述べられる。詩文調で記された

本『証言』は、主として礼拝・教育・伝道用に用

いられてきた」（同書、p.76）。

　ここで前ページに引用した『証言』54は、「神

の民のミッション」という文脈の最後に置かれて

おり、現代に生きる私たち日本のキリスト者に

とっても、自らの使命を確認するために示唆に富

む。「『平和の君』に従う者は、平和を創り出す者

へと召されている。調和と秩序を推進し、壊れた

関係を修復する者へ」という初めの文言が、イザ

ヤ書の「剣を打ち直して鋤とし、槍を打ち直して

鎌とする」という御言葉と響き合っている。

　そして、平和を創り出し、壊れた関係を修復す

るという課題は、極めて具体的である。それは、

平和のために労し、公正な関係を回復するように

と、自国の政府に訴えかけることなのである。

　これを、私たちの言葉で言い換えればどうなる

だろう。例えば（教会の罪を見つめつつ）、東ア

ジアにおける緊張を緩和するために戦争責任を正

しく見つめるように、閣僚によるヤスクニ参拝を

止めるように、と日本政府に訴えかけることだろ

う。

　例えば（教会の罪を認めつつ）、再び日本を戦

争のできる国にするためのあらゆる手立て（改憲、

解釈改憲〔特に集団的自衛権〕、秘密保護法の制

定など）を止めるように、日本政府に訴えかける

ことだろう（本稿の執筆は2013年11月である）。

　その際、神の民は、繰り返して過去の罪を振り

返り、どのようにしてその罪を示され、そこから

救われたのかを語り続ける存在なのだという事実

を確認することが、最も重要である（詩106）。

　私たちは、罪を知り、悔い改めて、新しい歩み

を決意し続けるので、「『平和の君』に従う者」と

呼ばれる。それで、「平和を造り出す」にあたっ

ては、まず自らの過去の罪を告白し、今も自国の

政府のための執り成しの祈りが少ないことを悔い

改め、共に生きる道（共同体を維持させる方向性

を持つ道）を積極的に指し示そうとする。

　その時、教会の発する言葉は、神の正義から自

国の政府の過ちを裁くような言葉から、あるいは

弱い者に寄り添おうとしてそのこと自体を誇る言

葉からも解放されるだろう。　

　神の民として、繰り返して教会の過ちを告白し、

共に生きる道を模索し続ける勇気を持ちたい。

〈子どもたちに対して〉

　8･15を前にすると、子どもたちの周りに飛び

交うのは、学校でもマスメディアでも、戦争体験

の悲惨さを語る言葉である。同時に、子どもたち

は、今やインターネット空間で、戦争責任を認め

る立場を否定する言葉にもさらされている。

　教会は、前者の言葉のみを語らず、後者の言葉

を批判して終わらない。教会は子どもたちに、戦

争中に教会自身が犯した過ちについて、そして今

も犯し続けている教会の不作為について、それに

もかかわらず和解に与っている者の積極的な責任

について、率直に語るのである。	 （安田直人）
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　「いつまで日本はあやまり続けたら良いのです

か」と一人の年をとった男の人が聞きました。昨

年のことですが、戦争のことを考える、クリスチャ

ンの集まりが開かれたときのことです。

　先生は、答えました。「私は日本ではないので

わかりませんが、教会としてなら答えられます。

私たちの教会が、戦争中にしたことは神さまの前

に恥ずかしいことでした。いつまででも神さまに

あやまり、人びとにもあやまったら良いのではな

いでしょうか」。

　さて、イザヤが生きていたのは、激しい戦争が

各地で起こっていたときでした。アッシリアとい

う国が、強い軍隊を持ち、近くの国を滅ぼし始め

たのです。そこに住む人々を連れ去り、財産を奪

い取ります。これはかなわないと思って降参した

国には、たくさんのお金を納めさせました。　

　アッシリアは、お金持ちになり、軍隊の力も強

くなって、どんどん大きくなっていきました。や

がて神さまの民、北イスラエルも滅ぼされてしま

い、南ユダも膝をかがめました。

　不思議なことです。戦争が繰り返されたのに、

やがて、道が造られ、国々をまたぐ商売が始まっ

て、一見すると平和がもたらされたように思えま

す。「アッシリアの平和」と呼ばれるほどでした。

しかし、それは本当の平和でしょうか？　　

　アッシリアが征服した国々は、高い高い山があ

ります。また神々を拝む大きな大きな神殿があり

ます。イザヤが神さまの御言葉を語るために働い

た南ユダは、大きくふくらんだアッシリアの国の

中では、ちっぽけな小石ほどの大きさに過ぎませ

ん。まして、エルサレム神殿などは、小さな小さ

な豆粒のようなものです。

　けれども、神さまから教えられたイザヤは、　

「終わりの日に、主の神殿の山は、山々の頭とし

て堅く立ち、どの峰よりも高くそびえる」って言っ

たのです。どんなに高くそびえる山よりも、ちっ

ぽけでも神さまを礼拝する場所こそが、山々の頭

と呼ばれる。

　それは、アッシリアの力よりも、今の世界のど

んな力よりも、私たちが礼拝している神さまの力

の方が強いという宣言です。

　どうしてでしょうか。「アッシリアの平和」は

本当の平和ではありません。まるで戦いが終わっ

て、「平和」のように見えるのですが、強い人が、

弱い人を力ずくで支配しているだけです。たくさ

んの商売が行われているのですが、お金が儲かる

人はいよいよ儲かり、お金のない人はすっからか

んになっていくのです。

　けれども、私たちが礼拝している神さまが与え

てくださる平和は、まったく違うものです。神さ

まの平和のことは、イエスさまのことを考えると

良くわかります。イエスさまがなさった一番大き

な働きは、私たちと神さまとの間の仲直りの実現

〔単元のねらい〕

　神さまは、預言者イザヤをとおして、力による「アッシリアの平和」ではなく、神さまと罪人の間に

打ち立てられる、イエスさまによる平和こそが、私たちの生きる世界の平和をも造り出すのだと宣言さ

れました。イエスさまによる平和とは、何よりも、十字架にご自分の命を捨てられ、復活の命を私たち

に注がれた、命の分かち合いです。そのようにして「神さまの子ども」とされた私たちは、奪い合う戦

い、力による支配を捨てて、共に汗を流して働き、命を分かち合うことで、平和を造り出していきます。

「神さまの子どもたち」による、平和を造り出す共同作業の合い言葉は、「光の中を歩もう」です。

光の中を歩もう

	 8月10日	 平和主日	 説教展開例

	 テキスト	 	 イザヤ書 2章1～5節
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です。

　自分たちを神であるかのように思い上がってい

た私たちです。正しい神さまから見たら、罰せら

れても仕方のない私たちです。ところが、イエス

さまが、その罰を全部、ご自分の身に引き受けて、

十字架に死んでくださいました。

　愛に満ちた神さまから見たら、神さまの方に向

き直らず、お友だちともケンカしてばかりの、本

当に恥ずかしい私たちです。ところが、イエスさ

まは、神さまを愛し、私たちのことを友として歩

んでくださいました。イエスさまは、そういうお

方だったので、死んだ後、復活させられたのです。

神さまの子どもとしての命に。

　イエスさまを信じると、罰は十字架で帳消しに

されます。イエスさまのお命をいただいて、神さ

まを愛し、お友だちを愛する、神さまの子どもに

なります。そして、神さまの腕に抱きしめられて

いることを知るのです。仲直りです。

　イエスさまが実現してくださった、私たちと神

さまとの間の仲直りは、本当に大きな出来事です。

その仲直りの喜びを知ると、今まで、自分が神さ

まになろうとしたり、神さまに背いていたことが、

おろかなことだったことが良くわかります。

　そして、この仲直りが、あのお友だちとも必要

なんじゃないか、と考え始めるのです。ケンカの

仲直りどころではありません。どうしても、あの

お友だちに真剣に生きてもらうために、僕が嫌わ

れてでも何をしたらいいだろうか。私自身が、もっ

と真剣にあのお友だちの前に立つために、何を捨

てたら良いだろうか。

　そのようにして、「剣を上げず、もはや戦うこ

とを学ばない」生活、「剣を打ち直して鋤とし、

槍を打ち直して鎌とする」生活が始まります。

　剣も槍も、人をやっつけ、殺すための道具です。

でも、鋤や鎌は、人と一緒に生きるために、畑を

耕し、できた作物を収穫するための道具です。まっ

たく正反対の道具なのです。

　そして、一緒に生きるために、畑の土地を耕す

のには、時間がかかり流す汗も必要です。人の働

きぶりと比べない忍耐も必要です。

　作物を収穫するためには、雨水や太陽の光が、

鋤で耕し、種を蒔いた畑に降り注がなければなり

ません。神さまへの信頼が必要です。

　そしていよいよ収穫となったら、畑を持たない

人のために、全部を収穫してしまわない広い心が

必要です。収穫を分け合って食べることを喜ぶ大

きな心が必要です。

　イエスさまは、主の平和を実現されるために、

ひたすらに私たちに忍耐し、そして神さまを信頼

し抜かれ、またご自分のお命すら惜しまない大き

な心で、歩まれました。イエスさまを信じて、神

さまの子どもとなった私たちには、このイエスさ

まのお命が、始まっているのです。

　ですから、私たちは、強い人が弱い人を支配す

るような出来事を見たら、声に出すことにしま

しょう。いくら世界中で、国をまたいで、たくさ

んの商売が行われていても、お金が儲かる人はい

よいよ儲かり、お金のない人はすっからかんに

なっていく様子を見たら、声に出すことにしま

しょう。

　アッシリアの軍隊が、あちらこちらの国を征服

したとき、そこではたくさんの血が流されました。

たくさんの人が、住む場所を追われました。そん

な戦争を見たら、戦争が始まりそうになったら、

戦争の準備をしている人をみつけたら、声を出す

ことにしましょう。

　「光の中を歩もう！そんなのは本当の平和じゃ

ない。平和は、汗を流して人のために働き、命を

分け合うことだ。イエスさまはそうしてくださっ

た！」

　

　先生は、最初にお話しした、男の人に話を続け

ました。「昔の戦争で、教会は声をあげられませ

んでした。それどころか、戦争を推し進めてしま

い、朝鮮半島の教会に、神社参拝をしても偶像崇

拝にはなりません、と言ったのです。恥ずかしい

ことです。今は勇気を出して、光の中を歩もうで

はありませんか」。	 （安田直人） 

	〔今週の暗唱聖句〕	 イザヤ書 2章5節 b

主の光の中を歩もう。
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	 8月10日	 平和主日	 幼稚科

〈ねらい〉

　「光の中を歩もう。」

　イエスさまは、神さまを愛し、私たちのことを

友として歩んでくださいました。

　だから私たちは神さまと仲直りできました。

〈展開例〉

　ぬりえをしましょう。

　（拡大コピーしてご使用ください）

ひとくちメモ

　鳩は平和の象徴

　ノアは、鳩かオリーブの枝をくわてかえってき

たのをみて、洪水が終わり地が乾いたことを知り

ました。（創世記8章）
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	 8月10日	 平和主日	 中学科

　対話の手掛かりとして……

①今年の8月15日で、第二次世界大戦が終わって、

69年を迎えます。中高生の皆さんはもちろん

のこと、この文章を執筆している私も、まだこ

の世に生を受けていません。その当時の様子に

ついて、戦争が如何に悲惨なものであったかに

ついては、戦争中の時を過ごした人たちの話や、

過去の映像・資料等を通してでしか知るよりほ

かないのです。だから、戦争についての理解は

様々です。当然、それはいけないことだ。二度

と繰り返してはいけないと言う人もいます。ま

た一方で、時代の状況からして戦争することは

仕方がないことだったのだと思う人もいるで

しょう。あるいは、戦争で負った痛みを少しで

も和らげようと、戦争を美化する風潮もあるよ

うに思えます。そういった中で、キリスト者は

どのように考えればよいのでしょうか。

②戦争についての理解が様々なように、「平和」

についての理解も様々だと思います。一般的に

「戦争と平和」が一つの言葉として用いられる

ことがありますから、戦争がこの世界からなく

なることが平和だと考える人もいるでしょう。

戦争とまでは言わなくても、人間同士の憎み争

いがなくなることが平和だと考える人もいるか

もしれません。平和とは良いことだと考えられ

ています。皆が平和な世界が来ることを待ち望

んでいるのです。しかし、その心理を巧みに利

用して、「平和」あるいは「正義」の名のもとに、

戦争を肯定する人たちもいるのです。そして、

実際に、そのような戦争がこの世界の歴史の中

で繰り返されてきました。この戦争は、「平和

のため」だからと言って、武器を取り、多くの

人間の命が奪われていったのです。平和な世界

が築き上げられることによって、確かに皆は幸

せになります。でも、その幸せとはいかなるも

のなのでしょうか。今回のテキストの中でも、

「アッシリアの平和」ということが語られてい

ました。でもそれは神様の目からすれば本当の

平和ではありませんでした。「聖書黙想」や「説

教展開例」などを参考にして、神様が望まれる

平和が何であるかをもう一度確認してみましょ

う。

③戦時中のキリスト教会は、国の政策に反対する

ことができず、むしろ戦争に加担していきまし

た。つまり、この戦争は正しいものだと正当化

したのです。また天皇を礼拝の中で崇めるとい

うこともしていたのです。若い世代の皆さんは

どう思われるでしょうか。なぜ勇気をもって国

家の力に反対することができなかったのか。当

時の教会は本当に情けない限りだと批判したく

なることでしょう。誰よりも神様がこの事実を

悲しまれたに違いありません。しかし、ただ批

判して終わっていてはいけないと思うのです。

戦時下で日本の教会が犯した過ちを通して、私

たちは教えられます。如何に人間が罪深い者で

あるのかを。それはキリストを信じてない人の

ことだけではなく、キリストこそまことの神で

あり、まことの王であると信じている者たちに

も、つまり現代を生きている私たちにも言える

ことなのです。戦争を知らない私もまた、世の

権力に屈して、今後、大きな過ちを犯し得る危

険性があるということです。ですから、私は戦

争のことは知りませんでしたとか、戦争は昔の

人の責任だから、私には関係ありませんとは言

えないのです。キリスト者は、キリストの十字

架によって罪赦された存在です。だからこそ、

人間という存在がいかに罪深い者であるかを、

神様を信じていない人たちよりも、よく知って

いるのです。だからこそ、あの時のような悲惨

を二度と繰り返していけないという強い思いを

もって生きて行きたいのです。
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Ⅰ　聖書の解説

1. ローマへの旅路

　使徒言行録の最後の段落を取り扱う。使徒言行

録をルカが執筆した目的は明らかである。それは、

1章8節にある「あなたがたの上に聖霊が降ると、

あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムば

かりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、

地の果てに至るまで、わたしの証人となる」とい

う御言葉がいかにして実現していくのか、という

ことである。パウロが、ローマで伝道したという

ことは、地の果てまでキリストが宣べ伝えられ、

弟子達が証人とされたことを意味している。無論、

世界の果てはローマではなく、より広い世界が実

際にはあるわけだが、当時の世界の中心地である

ローマにまで福音が宣べ伝えられたことは、地の

果てに至るために不可欠なことであった。

　パウロは、長い間、ローマを訪問したいと願っ

ていた（ローマ15:22）。パウロは、ローマの信

徒への手紙を伝道旅行の最中、おそらくコリント

で執筆したものだと思われる。パウロはコリント

に居ながら、ローマに思いを馳せていた。そうし

たパウロの思いは思わぬかたちで実現した。それ

は、自らの逮捕という出来事を通してであった。

パウロは、ローマの市民権を有する人物であり、

当時のローマ市民は自らの訴えの正当性を最終的

にはローマの皇帝に訴えることができた。こうし

た権利をパウロは使用して、捕えられた後に、ロー

マに護送された。こうして、彼がローマに到着し

たのである。その結果、パウロはローマで「パウ

ロは番兵を一人つけられたが、自分だけで住むこ

とを許された」（28:16）のであった。パウロの逮

捕という、一見すると好ましくない状況の中でも、

神の計画は着々と進んでいる。まさに、パウロ自

身がローマの信徒への手紙8章28節で言っている

ように「神を愛する者たち、つまり、御計画に従っ

て召された者たちには、万事が益となるように共

に働く」のである。

2. パウロの伝道

　ローマで軟禁状態にあるパウロであるが、まず

彼がしたことは主だったユダヤ人と話し合うこと

であった（17節）。会堂をはじめ、あちこちに出

かけて議論を行うのがパウロのスタイルである

が、ここでは未決とはいえ囚人であったのでその

ような自由が与えられず、家に招いたのである。

主だったユダヤ人との話し合いの結果、さらに話

し合いが必要だということになり、多くのユダヤ

人がパウロの宿舎を訪れることとなる（23節）。

そこで行ったことは、23節によれば、①神の国

についての証し、②イエスについての説得、であ

る。

①神の国ついての証し。神の国の到来は、新約聖

書を貫くテーマであり、イエス・キリストの説

教の第一声も神の国の到来を告げるものであ

る。それは、神に対する悔い改めと、主イエス・

キリストへの信仰の結果、受くものである

（20:21）。パウロは、ユダヤ人たちが熱望して

いた神の国、神の支配はイエス・キリストとい

うお方においてこの世界に到来して、そしてそ

れを受け取るためには、このお方を信じること

が必要であると説いたのである。

②イエスについての説得。相手はユダヤ人である。

だとすれば、彼らを納得させるには彼らがより

どころとしている旧約聖書をもとに説得するの

が得策である。福音の宣教は、このように、相

手にとってふさわしいものである必要が大いに

ある。

3. 異邦人への伝道

　パウロは、ユダヤ人に対して神の国について宣

べ伝え、そして説得を続けた。しかし、全ての人

がパウロの言葉を信じたわけではなかった（24

	 8月17日	 ローマで伝道するパウロ	 聖書黙想

	 テキスト	 	 使徒言行録 28章17～31節

	 参照教理問答	 ウェストミンスター小教理問答 問11

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白 5章6節
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節）。こうした態度を、パウロは旧約聖書イザヤ

書6章の9, 10節によって預言されたものだと理

解している。このイザヤ書の言葉は4つの福音書

全てに引用されている（マタイ13:14、マルコ

4:12、ルカ8:10、ヨハネ12:39,40）。こうした引

用はすべてイスラエル人のかたくなさをあらわす

ものとなっている。そして、異邦人伝道へとパウ

ロは向かうのである。「この神の救いは異邦人に

向けられました」（28節）。無論、異邦人にだけ

宣べ伝えたのではない。パウロは、イエスによっ

て「異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわ

たしの名を伝えるために、わたしが選んだ器」（使

徒9:15）である。パウロはイスラエルの子ら、

すなわちユダヤ人に対しても宣教の業をなしたの

である。よって28節の言葉はユダヤ人に対して

宣教をしないということではない。むしろ、それ

までのユダヤ人の会堂にまず行って、それから街

の人びとに福音を伝えるという仕方を辞めるとい

う意味であろう。福音は、ユダヤ人に対しても、

イスラエル人に対しても、伝えられなければなら

ない。

4. ローマでのパウロ

　パウロは、ローマで借りた家で多少の不自由は

ありながらも、人びとに自由に神の国の到来、そ

してイエス・キリストについて教え続けたのであ

る。パウロは、ローマで自由を与えられていたが、

その自由を宣教のために用いた。これこそ、キリ

スト者の自由とよばれる事柄の典型と言えるだろ

う。

　パウロがローマで宣教した2年の後、パウロの

身に何が起こったのか、筆者は明らかにしていな

い。ルカがこの書物を執筆した当時、パウロが生

きていたかどうかはわからない。しかし、この書

物の目的は、いかにして福音が地の果てに至った

かということである。少々中途半端な終わり方だ

と思えなくもないが、本書の目的からすればこう

した終わり方も決して不思議ではない。

Ⅱ　黙想

　神の福音宣教は地の果てにまで至るものであ

る。そのために、パウロはローマを目指した。そ

して、神は不思議な摂理によってパウロをローマ

まで届けたのである。このように、福音宣教の業

は、神の計画と人の情熱によって成し遂げられる

ものであることを覚えたい。その両者を結ぶもの

は神の御言葉である。福音の宣教は、御言葉によっ

て示された。それは確実に実現されることである。

現在も、神の国は確実に進展していることを覚え

たい。神の言葉はとこしえに立つ（イザヤ書

40:8）。パウロはこうした確信を持っていたので

はないか。今を生きる私たちも、とこしえに立つ

神の言葉を信頼して、歩んでいきたい。

	 （小宮山裕一）
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　今日は、使徒言行録の最後のところを学びま

しょう。

　みなさんは旅をしたことがあるでしょうか。今

は飛行機も新幹線もあるので、世界中どこにでも

行くことができます。しかし、パウロさんの時代

はそうではありませんでした。パウロさんは、ロー

マという街に行きたいと願っていました。ローマ

は現在のイタリアという国の首都ですから、聞い

たことがあるかもしれません。パウロさんは、ロー

マに行くために、船に乗りはるばるこの街にやっ

てきました。しかも、パウロさんは逮捕されて、

裁判にかかるためにローマにやってきたのです。

決して旅行なんかではありません。本来は、自分

で計画を立てて、自分の思っているタイミングで

ローマに来たかったと思います。しかし、パウロ

さんは逮捕という、一見すると喜ばしくない状況

でローマに来たのです。逮捕はパウロさんにとっ

て決してうれしくないことですが、それすらも神

様は計画し、パウロさんを導いてくださいました。

神様のご計画は不思議です。私たちにははかり知

ることはできません。

　さて、パウロさんは自分のお金で家を一軒かり

て、そこで暮らしました。裁判にかけられていた

最中だったので、見張り役の兵士が一人いました

が、パウロさんは自由があり、その自由を神様の

ご用のために使ったのです。

　パウロさんは、どこの街でもそうでしたが、必

ず、ユダヤ人の人びとに福音を宣べ伝えました。

それから、異邦人に神様のことを伝えたのです。

このローマでも同じです。ただ、それまでとは違

うのは、パウロさんは自分から会堂にいってユダ

ヤ人とお話ししたり、広場にいって人びとに神様

のことを伝えていました。しかし、この時は家に

ユダヤ人を招いて、そしてお話しをしたのです。

パウロさんは、2回、ユダヤ人とお話しをしてい

ます。最初は、なぜパウロさんがローマに来なけ

ればならなかったのかを説明しました。パウロさ

んは、決して自分がユダヤ人の伝統的な教えに背

いたからではなく、捕えられて、釈放される時に

ユダヤ人に邪魔をされ、仕方なく裁判をしている

のだと説明したのです。それは、パウロさんが語っ

た旧約聖書はイエス様を指し示しているというこ

と、イエス様の復活について語ったので、ユダヤ

の人びとに恨まれ、結果として、逮捕されてしまっ

たとお話ししたのです。ローマに住んでいるユダ

ヤの人びとも、パウロさんの悪い話を聞いたこと

がないといいました。ただ、パウロさんが教えて

いたイエス様についての教えには反対だというこ

とで、また日を改めて話し合いを持つことになっ

たのです。それが、2回目の話し合いです。

　2回目の話し合いで、パウロさんは神の国につ

いてお話をして、旧約聖書を用いてイエス様につ

いてお話をしました。ユダヤの人びとが待ち望ん

でいた、神様の国はイエス・キリストによって到

来したということ。そして、その神の国に入ると

いうことは、悔い改めて、イエス様を信じる必要

があるということを、パウロさんは一生懸命伝え

ました。ユダヤ人たちは、ある人はパウロさんの

話を信じて、イエス様を受け入れました。しかし

多くの人びとはパウロさんの話を信じませんでし

た。そうしたことは、パウロさんにとってショッ

クなことでした。しかし、パウロさんはユダヤ人

〔単元のねらい〕

　ローマで伝道をするパウロの姿を通して、不思議な御業でパウロを導いた神の御業を覚えたい。それ

と同時に、福音の伝道が地の果てに至るまでの継続的な業であることを覚えよう。

ローマでの伝道

	 8月17日	 ローマで伝道するパウロ	 説教展開例

	 テキスト	 	 使徒言行録 28章17～31節
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がイエス様を信じないことは、旧約聖書のイザヤ

書によって予定されていることだと知っていたの

です。ユダヤの人びとが、イエス様を信じないと

いうことを通して、御言葉が確実であることが明

らかになりました。

　ユダヤ人がイエス様のことを信じない。パウロ

さんはそのことを伝えた後、ユダヤ人のみならず、

多くの異邦人―ユダヤ人以外の人びと―に神様の

救いは向けられる、と宣言します。こうして、全

ての国に向かって、イエス様のことが伝えられる

ようになったのです。

　パウロさんが活躍した時代から、2000年が過

ぎました。ローマから遠い、この日本という国に

も、御言葉が宣べ伝えられて、教会が建っていま

す。まさに、神様の言葉が実現して、私たち日本

人にも、救いが与えられているのです。

　私たちが住む日本では、教会はとても小さいグ

ループです。だからこそ、私たちは聖霊なる神様

に信頼して、一生懸命、御言葉を宣べ伝えなけれ

ばなりません。救われる人が少ないと嘆く前に、

多くの人びとに御言葉が届くように、神様にお祈

りをしましょう。	 （小宮山裕一）

	〔今週の暗唱聖句〕	 テモテへの手紙 二 4章2節

 御言葉を宣べ伝えなさい。折が良くても悪くても励みなさい。

とがめ、戒め、励ましなさい。忍耐強く、十分に教えるのです。
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	 8月17日	 ローマで伝道するパウロ	 幼稚科

〈ねらい〉

　神さまは、思いがけない仕方で福音の宣教が地

の果てまで行きとどくように働いています。

〈展開例〉

　「聖書」と「十字架」のぬり絵・はり絵をしましょ

う。

先生へのひとくちメモ

　私たちの喜びは、神さまの子どもとなることで

す。それは、イエスさまの「十字架」によること

です。このことは神さまが「聖書」で示してくだ

さっています。
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	 8月17日	 ローマで伝道するパウロ	 中学科

　対話の手掛かりとして……

①『使徒言行録』の最後は次のような言葉で終わっ

ています。「全く自由に何の妨げもなく、神の

国を宣べ伝え、主イエス・キリストについて教

え続けた。」（31節）ローマで捕らえられた使

徒パウロがどうなったのかは分かりません。お

そらく、この地で殉教の死を遂げたと言われて

います。でもその最期の様子が記されているわ

けではありません。初期キリスト教会において

大きな働きをしたパウロがどうなったのか、読

者には気になる点であるかもしれませんが、著

者のルカはそれよりももっと伝えたいことが

あったのではないでしょうか。

②ふと、こんな讃美歌を思い起こします。「むね

のなみおさまり、こころいとしずけし。われも

なく、世もなく、ただ主のみいませり。うたわ

でやあるべき、すくわれし身のさち、たたえで

やあるべき、みすくいのかしこさ」（讃美歌

529番3節）好きな讃美歌の一つですが、一カ

所引っかかっていた言葉がありました。それは

「われもなく、世もなく」という言葉です。イ

エス様によって救っていただいたことはとても

嬉しいのですが、そのことを喜ぶ私自身がいな

くなってしまうのは困るな、と最初は思ってい

たのです。でも段々と、この歌詞の意味が分かっ

てくるようになりました。何も私が消えてもい

いなどとは言っていないのです。主イエスは十

字架にかけられる前に、弟子たちと約束をして

くださいました。「わたしのいる所に、あなた

がたもいることになる」（ヨハネ14:3）、「わた

しが生きているので、あなたがたも生きること

になる」（ヨハネ14:19）。主が生きておられる！ 

ここに私の命もあるのだと知った時、自分に執

着しすぎることから解放されたような思いにな

りました。

③主イエスは、「あなたがたの上に聖霊が降ると、

あなたがたは力を受ける。そして、エルサレム

ばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、ま

た、地の果てに至まで、わたしの証人となる」

とおっしゃいました（使徒言行録1章8節）。そ

の約束のお言葉どおり、聖霊を受けた弟子たち

は福音を各地に宣べ伝えていったのです。そし

て、異邦の地であったローマに福音が宣べ伝え

られたのです。使徒言行録は、決して尻切れト

ンボの未完成の書物ではありません。神様のご

計画が実現した形で閉じられているのです。

④今日における「地の果て」とは、今、私たちが

いる「この場所」ではないでしょうか。そして

神様は私たちを用いて、福音を広めようとして

おられるのです。だから、使徒言行録の続きを

記すのは私たちキリスト者だ、と言われること

があります。私たちは将来どのような形で、神

様に用いられるかは分かりません。どういう人

生の最期を迎えるかは分かりません。パウロた

ちのように、多くの試練を経験するかもしれま

せん。「全く自由に何の妨げもなく……」（「全

く自由に」という言葉は、「大胆に」「勇敢に」「恐

れずに」とも訳すことができる）生きられない

世の中の力に挫折してしまうこともあるでしょ

う。でも御言葉は語ります。「全く自由に何の

妨げもなく、神の国を宣べ伝え、主イエス・キ

リストについて教え続けた」と。主の言葉は真

実なのです。たとえ、不自由さを感じたとして

も、勇気を失うことがあっても、キリストの福

音はその壁を乗り越えて、広がっていきます。

イエス・キリストは今も生きて働いておられま

す。そこに私たちの命の源があることを知り、

主をますますほめたたえる者へと変えられてい

くのです。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　26節は「同様に」という言葉で始まっている。

何と同様に、なのか、一読しただけではわかりに

くいが、「“霊”」と「うめき」という言葉から、

23節からのつながりであろうと言われている。

そして、この「“霊”」と「うめき」は、「神の子

とされること、つまり、体の贖われること」を待

ち望むものであって、この点に集中している言葉

であることに注意したい。“霊”は「神の子とす

る霊」であることは15節でも言われており、こ

のような流れがあるので、この日のテキストの範

囲は26～39節となっているが、8章の全体をよく

読んで黙想することをおすすめする。

　26節によれば、「わたしたちはどう祈るべきか

知」らない。「どう祈るべきか」の「どう」は

how ではなく、what にあたる言葉で書かれている

ので、正確に訳すなら、「何と言って祈るべきか」

を、わたしたちは知らないのである。「何を祈る

べきか」は知っている。「神の子とされること、

つまり、体の贖われることを、心の中でうめきな

がら待ち望んでいる」と、23節に明確に記され

ているとおりである。そのことを望みながらうめ

いているのだが、それを義なる神にささげる祈り

としてふさわしい言葉で「何と言って祈るべきか」

が、罪人のわたしたちにはわからないのである。

なぜわからないのか。それはロマ書でこれまでに

記されているように、罪の問題があるからである。

「神の子とされたい」「体を贖っていただきたい（復

活の命を与えていただきたい）」と願いつつも、

自分の中の罪ゆえに、望むこととは反対のことを

してしまうという現実の中で、わたしたちは、自

分中心の思いから出た祈りばかりを繰り返し、神

の御心にかなう祈りをささげることがなかなかで

きない。また、36節で詩編44編23節を引用して「わ

たしたちは、あなた（主）のために一日中死にさ

らされ……ている」と書いてあるとおりだと言わ

れているように（Ⅱコリ4:10も参照）、罪の世の

中で、神の子として、新しく生まれ変わった者と

して生きることは本当に難しく厳しいので、その

中で失意に陥り、祈りへと向かうことさえできな

いことがある。

　そこで、このように弱いわたしたちを助けて、

「“霊”自らが、言葉に表せないうめきをもって執

り成してくださる」と書かれているのだが、これ

は具体的にどのようにしてくださることなのだろ

うか。

　イエス・キリストがうめいた場面がある。マル

コ7章31節から37節に、耳が聞こえず舌の回ら

ない人のいやしの記事があるが、34節でイエス

が「天を仰いで深く息をつき」と書かれている「深

く息をつく」が「うめく」という言葉。イエスは

うめいて、その人に向かって、「エッファタ（開け）」

と言われたのだった。耳に向かって「開け」と言

われたのではない。「その人に向かって」であった。

それゆえ、この人は、耳が聞こえるようになった

だけでなく、「舌のもつれが解け、はっきり話す

ことができるようになった」のである。37節の

結論文「口の利けない人を話せるようにしてくだ

さる」の「口の利けない」はロマ8章26節の「言

葉に表せない」と同じ言葉。だから、マルコ7章

37節は「言葉に表せない人を話せるようにして

くださる」と結ばれているのである。

　「“霊”自らが、言葉に表せないうめきをもって

執り成してくださる」とは、イエス・キリストご

自身が、言葉に表せない人を、うめきをもって開

き、話せるようにしてくださったあの出来事のよ

うに、イエス・キリストによって遣わされた“霊”

が、わたしたちに働いてくださることを意味して

いる。つまり、「神の子とされること」「体の贖わ

	 8月24日	 聖霊とキリストに導かれて歩む教会	聖書黙想

	 テキスト	 	 ローマの信徒への手紙 8章26～39節

	 参照教理問答	 ウェストミンスター信仰告白 第8章仲保者キリストについて

	 	 	 ウェストミンスター大教理問答 問55,178～186（特に182）

	 	 	 ハイデルベルク信仰問答　問49,51,116,117
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れること」を待ち望みながらも、罪ゆえに、それ

を何と言って祈るべきかわからないわたしたち

に、“霊”は、うめきをもってわたしたちを開き、

罪の問題を解決して、この祈りの中心点を言葉に

表すことができるようにしてくださる、という意

味だということがわかる。

　ちなみに、26,27節では、執り成すのは“霊”

となっていて、34節では、執り成すのは、キリ

スト・イエスとなっている。“霊”はわたしたち

の心のうちに働いて、神への祈りとしてふさわし

い言葉になるように執り成し、キリスト・イエス

は「神の右に座って」、つまり、天上で執り成し

ていてくださるということ。“霊”とキリストは、

罪人のわたしたちの祈りが、神に届く祈りとなる

ように、このように二手から働いてくださるのだ

から、これほど確実なことはない。それで、31～

39節では、この確実性のゆえに「神がわたした

ちの味方であるならば、だれがわたしたちに敵対

できますか」「人を義としてくださるのは神なの

です。だれがわたしたちを罪に定めることができ

ましょう」と、弱いわたしたちが罪に打ち勝って

祈ることができるようになることを、強気の発言

で記している。

　「神の子とされること」「体の贖われること」と

いう、祈りの中心点を想いつつ、何と言って祈る

べきかを考えながら8章全体を読むと、祈りの言

葉のヒントが見つかってくる。「罪と死の法則か

らわたしを解放してください」（2節）、「命と平

和を思うことができますように」（6節）、「罪に

よって死ぬはずのわたしたちの体を生かしてくだ

さい」（11節）、「霊によって体の仕業を絶つこと

が出来ますように」（13節）、「恐れにとらわれた

生き方ではなく、神の子として歩むことができる

ように、神の霊によって導いてください」（14,15

節）、「滅びへの隷属から解放し、神の子供たちの

栄光に輝く自由にあずからせてください」（21

節）、罪と死に勝った「御子の姿に似たものとな

れますように」（29節）……（それぞれ括弧内の

箇所参照）。

　わたしたちが祈るべき祈りは、わたしたちが罪

の悪循環から抜けだして、家庭においても、学校

においても、教会においても、神の子としていき

いきと生きること、死んだ者のようにではなく、

新しく生まれ変わった者として、復活の命を生き

ることを願い求める祈りなのである。“霊”とキ

リスト・イエスの執り成しによって、この祈りを

祈ることができ、神に届いたと確信することがで

きるとき、「現在の苦しみは、将来わたしたちに

現されるはずの栄光に比べると、取るに足りない

と」（8:18）思えるようになるだろう。

〈子どもたちに対して〉

　自分の罪に気づいたとき、子どもたちは、祈っ

ているだろうか。親や日曜学校教師が共に祈るこ

とによって、“霊”とキリスト・イエスも執り成

してくださっているということが子どもたちにわ

かるように、祈りの体験をしてほしい。

　罪に気づいたとき、赦しを求めて祈れるように

なってほしい。神さまはイエス・キリストのゆえ

に必ず赦してくださるということを信じて。たと

え、たどたどしい言葉であったとしても、神さま

は心を注ぎ出して祈る祈りを聞いてくださる。

（参考）ハイデルベルク信仰問答117

問　神に喜ばれ、この方に聞いていただけるよう

な祈りには、何が求められますか。

答　　第一に、御自身を御言葉においてわたした

ちに啓示された唯一のまことの神に対しての

み、この方がわたしたちに求めるようにとお

命じになったすべての事柄を、わたしたちが

心から請い求める、ということ。

　　　第二に、わたしたちが自分の乏しさと悲惨

さとを深く悟り、この方の威厳の前にへりく

だる、ということ、

　　　第三に、わたしたちがそれに値しないにも

かかわらず、ただ主キリストのゆえに、この

方がわたしたちの祈りを確かに聞き入れてく

ださるという、揺るがない確信を持つことで

す。

　　　それは、神が御言葉においてわたしたちに

約束なさったとおりです。　

	 （赤石めぐみ）
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　先週一週間のことを思い出してみてください。

お友だちと、ずっと仲良く過ごせましたか。悪口

を言ってしまったり、仲間はずれにしたり、意地

悪をしたりはしませんでしたか。逆に、そういう

目にあったりしませんでしたか。

　お家ではどうでしょう？ お父さん・お母さ

ん・おじいちゃん・おばあちゃんに怒られること

はしませんでしたか。兄弟げんかをしたり、ねた

んだり、ふくれっ面をしたりしませんでしたか。

　街の中を歩くとき、人の迷惑になるようなこと

をしませんでしたか。困っている人を見かけたと

き、助けることができましたか。

　クラブ活動や習い事の厳しい練習で、サボった

り、ずるをしてしまったりしませんでしたか。

　全然、そんな悪いことはしなかったし、悪い目

に遭うこともなかった、という人はいますか。

　みんなちょっとずつ、心が痛いと思います。自

分が一番正しいと思って、相手を判断したり、悪

かったことを認めるのが悔しくて、自分を守ろう

としたりして、神さまが悲しまれることをしてし

まったのではないかと思います。大人の人たちも

例外ではありません。

　皆さんは、神さまの子です。聖書にそう書いて

あります。神さまの子って、どんな子なのかな。

悪いことを一つもしないし、誰からも好かれて、

誰にも嫌われないし、嫌いだと思う人も一人もい

ない子のことかな。皆さんはそういう子ですか？

そうなれたらいいなぁ、と思っているかもしれま

せんが、こういう子はなかなかいません。それな

のに、なぜ、みなさんは神さまの子と呼ばれるの

でしょう？

　ここでちょっと、イエスさまのことを思い出し

てみてください。イエスさまは本ものの神さまの

子です。イエスさまはどんな人ですか。たしかに、

悪いことを一つもしないし、イエスさまはみんな

のことを愛しているから、嫌いだと思う人も一人

もいません。でも、誰からも好かれて、誰にも嫌

われなかったかな？ イエスさまのことを好きな

人はたくさんいたと思いますが、実は、イエスさ

まのことが嫌いな人もいました。そして、イエス

さまを嫌う人たちは、イエスさまを十字架にかけ

て殺してしまいました。イエスさまは本ものの神

さまの子なのに、どうしてでしょう？どうして殺

されなければならなかったのでしょう？

　それは、この世の中に、そして、わたしたち人

間の中に、大きな大きな罪があるからです。神さ

まの子が、どんなに神さまのご命令を守って、神

さまに従って正しく生きていたとしても、嫌われ

てしまったり、殺されるような目にあったりする

ことがあるのです。神さまの子だから、よけいに

そういう目にあう、ということもあります。それ

なら、神さまの子として生きることは損なことな

〔単元のねらい〕

　わたしたちは、罪があるにもかかわらず、イエス・キリストの十字架と復活を通して、神の子として

新しく生まれ変わらせていただき、与えられた命をいきいきと生きることができるように変えられる。

罪の悪循環に陥りやすいわたしたちが、神の子として、また、新しく生まれ変わらせていただいた者と

して、この世の中で、いつも罪に打ち勝って生きていくことができるように、イエス・キリストと聖霊

とが、弱いわたしたちの祈りを助けて、確実に父なる神に届くよう、執り成してくださっている。この

ことを知り、確信して、祈ることができるようになりたい。

罪の力に負けないで生きていくために

	 8月24日	 聖霊とキリストに導かれて歩む教会	説教展開例

	 テキスト	 	 ローマの信徒への手紙 8章26～39節
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のでしょうか。

　いいえ、本ものの神さまの子であるイエスさま

は、この罪深い世に来てくださって、そのなかで、

神さまのご命令を守って、神さまに従って正しく

生き、殺されて死んでしまっても、そのあと復活

されました。そして今も生きておられます。神さ

まの子は神さまとずっと一緒に生きていけるので

す。神さまは独り子のイエスさまのことが大好き

ですし、イエスさまも父なる神さまのことが大好

きです。大好きな者同士がずっと一緒に生きられ

るのは、とても幸せなことです。罪の力がどんな

に強くても、大好きな者同士の愛のほうが強けれ

ば、こわいものはありません。

　神さまは、皆さんのことが大好きです。皆さん

は神さまのことが大好きですか。神さまよりも好

きな人がいるのではありませんか。神さまが一番

好き、と言える人になってください。そうすれば、

こわいものはこの世に何もなくなります。

　どうすれば、神さまが一番好きと言えるように

なって、何もこわいものがない状態になれるので

しょうか。

　それは、ほんとうに神さまの子になりたい、と

願うことです。そして、神さまとずっとずっと一

緒に生きていきたい、と願うことです。聖書をよ

く読んでいる人は、「わたしたちはもう神さまの

子なんでしょ。神さまはいつもあなたがたと共に

いると言ってくださっているから、もうこれ以上、

一緒に生きていきたいですと言わなくてもいいん

じゃないの？」と言いたいかもしれません。

　たしかにそう書いてあります。でも、神さまは

わたしたちに、ほんとうにそう願って、神さまに

自分の言葉でそれを祈り求めてほしいと思ってい

らっしゃるのです。

　そうだとしても、好きな人に、好きだという気

持ちを伝えることがとても難しいように、神さま

の子になりたい、と本気で思っても、その気持ち

を神さまに伝えることは、簡単なことではありま

せん。「神さまの子にしてください」と言葉で言

うのは簡単なのですが、罪がある世の中で生活し

ていると、実は神さまを悲しませることばかりを

してしまっていて、自分は悪い子だなということ

に気づいている人は、それでも「神さまの子にし

てください」と祈ってもいいのかな？ 神さまに

「ムリ」と言われてしまうのではないかな？と思っ

てしまうからです。

　そんなふうに不安に思う必要はありません。今

日の聖書の箇所には、イエスさまが送ってくだ

さった“霊”（聖霊）が、そのように考えて祈り

をなかなか言葉にできない私たちを助けてくださ

る、わたしたちはどう祈るべきか（何と言って祈

るべきか）を知りませんが、“霊”（聖霊）が執り

成してくださる、と書いてあります。“霊”はわ

たしたちの心に働いて、「神さまの子にしてくだ

さい」、「神さまとずっと一緒に生きていきたいで

す」、「この世の中で、罪に打ち勝って、神さまの

子としてふさわしく生きられるようにしてくださ

い」という願いを、祈りの言葉にできるように助

けてくださいます。そして、34節には、イエス

さまが神の右に座って執り成してくださる、と書

いてあります。上からも下からも助けの手を差し

伸べてくださって、両手でしっかり持っていくか

のように、イエスさまと聖霊とが、がっちりと皆

さんの祈りを神さまに届けてくださる、と聖書に

書いてあるのです。こんなに確実で安心なことは

ありません。神さまは、神さまの子である皆さん

のその願いを聞き届けてくださって、この世の中

で、罪の力に負けないで、大好きな神さまとずっ

と一緒に生きられるようにしてくださいます。

　こういう神さまの子がたくさん現れますよう

に。	 （赤石めぐみ） 

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙 8章26節

同様に、“霊”も弱いわたしたちを助けてくださいます。

わたしたちはどう祈るべきかを知りませんが、

“霊”自らが、言葉に表せないうめきをもって執り成してくださるからです。



─ 72 ─

	 8月24日	 聖霊とキリストに導かれて歩む教会	幼稚科

〈ねらい〉

　聖霊とイエス・キリストが、どんなときでも弱

い私たちのために祈っていてくださる。

〈展開例〉

　「羊」と「羊飼い」のぬり絵・はり絵をしましょ

う。

先生へのひとくちメモ　

　「羊」は、強くない・迷子になりやすい私たち

を表しています。

　「羊飼い」は、羊たちを一番良いところに導い

てくださいます。羊飼いであるイエスさまに従っ

ていきましょう。
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	 8月24日	 聖霊とキリストに導かれて歩む教会	中学科

　対話の手掛かりとして……。

①今回のテキストは、大変豊かなことが語られて

います。到底一回では語り切れないでしょから、

単元の目標にもあるように、「執り成し」とい

うキーワードに基づいて考えてみましょう。「執

り成し」とは、例えば、ある人が、誰かと誰か

の間に立って、その場を上手く取り計らうこと

です。ここでは、「聖霊」と「キリスト」が、

父なる神と私たちの間に立って、上手く取り計

らってくださるというのです。

②まず「聖霊」の執り成しの働きについて考えて

みましょう（26節～）。信仰者として生きてい

て様々な弱さを覚えることがあります。その一

つは、祈ることができない弱さです。祈ること

を怠るというよりも、祈りたくても祈れないほ

ど、心に疲れを覚えることがあるのです。その

時に、自分に追い打ちを掛けるように、「お祈

りもできないダメなやつだ」と責めてしまうか

もしれません。でも、その時に、聖霊は祈るこ

とができない私たちに代わって祈ってくださる

というのです。すらすら流暢に祈ってくれるの

ではありません。私たちの心をすべて知ってお

られる聖霊が声にならない呻きをもって、父な

る神様に祈ってくださるのです。

③次に「キリスト」の執り成しについて考えてみ

ましょう（31節～）。キリストが私たちの罪を

背負って十字架について死んでくださいまし

た。神様と人間との間にはキリストの十字架が

立っているのです。父なる神様は、キリストを

通して、私たちをご覧になり、「あなたは義しい」

と宣言してくださいます。私たちも、キリスト

を通して、自分が神様から愛され、赦されてい

る存在であることを知るのです。この恵みは、

どのようなことがあっても覆されることはあり

ません（35節、38～39節）。

④「聖霊」と「キリスト」が、父なる神様に執り

成してくださることによって、神様と私たちは

敵対関係にあるのではありません。今も、そし

てこれからも、常に私たちの「味方」でいてく

ださるのです。周りが敵だらけで、誰も自分の

ことを構ってくれない時ほど、辛いことはあり

ません。そういうときに、私の味方をしてくれ

る仲間が、「あなたがたたちは間違っている！ 

この人の本当の姿はこうなのだ！」と言って弁

護してくれるならば、どれほど励まされること

でしょうか。まして、神様が私たちの味方でい

てくださるのですから、何も恐れることはない

のです。もちろん神様が味方だから、私たちは

何をしても許されるのだ。だから、好き勝手に

生きればよいのだということではありません。

どんなことがあっても、神様が味方でいてくだ

さるからこそ、大胆に、喜びと誇りをもって、

神様の御心に従うことができるのです。

⑤神様を信じたいのだけれども、まだまだ自分は

分からないことだらけだと思う人もいることで

しょう。キリスト者として歩んでいても、罪や

失敗を重ねるうちに、自分は本当に救いの内に

入れられているのだろうかと、不安になること

も多いかと思います。しかし、「わたしたちの

主キリスト・イエスによって示された神の愛か

ら、わたしたちを引き離すことはできないので

す」（39節）。主の愛の強さと、救いの確かさ

は私たちが心で思うよりももっと大きくて確か

なものなのです。
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

イエス・キリストの黙示（1:1）

　書名にも用いられている黙示とは、隠された意

味を示すことであり、未来に発生すること、つま

り終末の出来事が象徴的な表現を用いて語られて

います。黙示録を読んでも理解できないために、

読むことを避けることがあるかもしれません。し

かし、1世紀の人々に理解できる表現を用いつつ、

なおも終末に起こる迫害と最後の審判、神の国の

完成を適切に教えています。そのため、救いの確

かさ、神の国における永遠の生命を確認するため

には必要な書簡です。初めから読むのを諦めるの

ではなく、黙示録もまた、神の御言葉であること

を意識しつつ、読み進んでいかなければなりませ

ん。

　また、1章1節では、「イエス・キリストの黙示」

と語られていることにも注目していただきたい。

つまり、「神の言葉（ロゴス）」としてお働きにな

る神の御子イエス・キリストは、天に昇られても、

私たちをご支配くださり、御言葉をもって養って

くださる神です。9月21日からは、旧約聖書に戻

りますが、旧約において御言葉をもって民に語り

かける御子が、人となり、私たちの罪の贖いのた

めに十字架にお架かりになり、死を遂げられまし

た。この神の御子イエス・キリストは、復活し、

天に昇られた後も、私たちを御支配し、黙示録に

より語りかけると同時に、今も私たちのために執

り成してくださっています。

人の子（1:13）

　黙示録では、「人の子」（1:13）が、直接ヨハネ

に現れてくださり、語りかけてくださいます。そ

の面影が13～16節に語られるが、天における栄

光に満ちた姿が描かれています。大祭司のような

服装、無罪性を示すような白い羊毛、雪のような

白さ、罪の裁きに対する決意を示すような輝き

……。永遠から永遠に生きておられる神の御力、

栄光が、ここで表現されています。

　また、17節から18節で自己紹介をされていま

す。「最初の者にして最後の者」つまり、永遠か

ら永遠に生きておられるお方であり、「生きてい

る者である」とは、出エジプト3章14節にある「わ

たしはある。わたしはあるという者だ」と神がモー

セに語られた言葉を思い起こさせます。また、「一

度は死んだが、見よ、世々限りなく生き」とは、

キリストの十字架と復活を指し示し、「死と陰府

の鍵を持っている」は、マタイ16章19節を思い

起こさせます。

　私たちは、主の御前に罪を赦され、神の子とさ

れているのであり、主の御前に畏れをもって主の

御言葉に聴くことが求められています。教会は不

必要に権威を振り回してはならないが、同時に、

神の権威をはっきり示し、畏れをもって御言葉に

ひれ伏すことも語っていかなければなりません。

秘められた意味（奥義）（1:20）

　新共同訳聖書で「秘められた意味」と訳されて

いるのは、「奥義」と訳されてきた言葉です。私

たちが救われ、神の民として歩んでいくために必

要なことを、神様が特別に明らかにしてくださっ

たのが黙示です。私たちは、救いという奥義を、

神の御言葉が黙示で啓示されることによって知る

ことができるのであり、聖書の御言葉以外の何に

も求めることはできません。

主の日（1:10）

　私たちは、キリストの復活を覚え、週の最初の

日にキリスト教安息日として、神さまを礼拝しま

すが、この日を「主の日」と表現します。

　「主の日」との表現は、新約聖書において何度

	 8月31日	 天上のキリストの働き	 聖書黙想

	 テキスト	 	 ヨハネの黙示録 1章9～20節

	 子どもカテキズム	 問35

	 参照教理問答	 ウェストミンスター大教理問答 問52,54,16,121

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白 21:7
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か記されていますが、週の最初の日、神さまを礼

拝する日として「主の日」が記されているのは、

黙示録1章10節のここだけです。他の箇所で用い

られる「主の日」は神の国の完成の時を示してい

ます。そしてカルヴァンは、主の日と安息日との

関係について、次のように語っています。「我々

は救いの奥義を象徴すると考える儀式をもっとも

窮屈な宗教心をもって守るのではなく、教会にお

ける秩序を維持するに必要な方策として受け入れ

ているからである」（綱要Ⅱ8:33）。

　主の日、私たちは神さまの御前に集められ、神

さまに礼拝を献げます。そこで、奥義であり秘め

られていた神の救いが、神の御言葉である聖書の

解き明かしにより、明らかにされるのです。

七つの金の燭台（1:12, 20）

　旧約の時代には、幕屋に金の燭台があった（出

エジプト25:31, 32, 列王記上7:49, ゼカリヤ

4:2）。そして人の子は、「七つの燭台は七つの教

会である」（1:20）と語ります。直接的には黙示

録が書き送られる７つの教会（1:11）を指してい

るが、それは同時にこの世に立てられた一つひと

つの教会を指し示しています。

　暗闇にある奥義を、光としての神の御言葉を

人々に伝えていく使命が、教会に与えられていま

す（マタイ5:14～16）。

七つの星（1:16, 20）

　ヨハネは「七つの星」を「七つの教会の天使た

ち」と解き明かします。天使たちとは各個教会に

与えられた御言葉の奉仕者、牧師を指していると

解釈してよいでしょう。

　また、七つの星は、人の子の右の手に持たれて

います。「右」は権威の象徴であり、牧師は主の

権威が委ねられた者として、御言葉を取り次ぎ、

救いの奥義を明らかにしていくことが求められて

います。

〈子どもたちに対して〉

　黙示録を読むことは、子どもたちにとっては難

しく、まさにミステリー（秘められたこと・奥義）

です。しかし下記の事を確認することにより、子

どもたち一人ひとりが、神さまの恵みに満たされ、

神さまの救いの中に入れられていることを確認

し、救いの喜びを伝えていただきたい。

〈確認すべきこと〉

・	イエスさまは、十字架の死と復活を遂げられ天

に昇られたが、今もなお生きておられ、私たち

に語りかけてくださること。今も私たち一人ひ

とりを覚えて執り成しの祈りをしてくださって

いること。

・	主は、秘められた言葉を、教会で、主の日の礼

拝において、牧師を通して解き明かしてくださ

り、私たちの救いをはっきりさせてくださるこ

と。

・	神さまを信じることによって、私たちも天国に

導かれ、神さまの栄光に包まれて、永遠の生命

が与えられること。	 （辻　幸宏）
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〈聖書はミステリー小説だ！〉

　今、読んだ聖書の箇所、難しくなかった？　す

べて理解することができたという人がいたら素晴

らしいなと思います。しかし、理解できなかった

からといって、がっかりする必要はありません。

みんなは「ミステリー」という言葉を知っていま

すか。ミステリー小説が好きな人もいるかと思い

ます。「ミステリー」とは、「神秘的なこと」なの

ですが、ミステリー小説は、謎を解き明かしなが

ら、一つの事件を解決していきますよね。

　聖書、旧新約66巻ありますが、これがすべて

救いを解き明かすミステリー小説なのですね。つ

まり、永遠から永遠に生きておられる神さまがお

られ、その神さまが私たちを救い出してくださる、

死んでも甦り、永遠の生命をくださるということ

を聖書は私たちに教えてくださるのです。

〈ミステリーを解き明かすイエスさま〉

　先生は名探偵コナンが好きで、土曜日の夕方に

放送されていますが、毎週見ています。コナンも、

一つの事件があれば、いろいろな証拠を集めて、

そして真実を明らかにして、犯人を捕まえていき

ますよね。

　聖書に記されたミステリーも、それを解き明か

してくださらなければ、理解することができませ

ん。黙示録においては、ヨハネさんに神さまから

黙示というこれから起こることが語られたのです

が、それを解き明かす方として「人の子」が現れ

てくださいました。ヨハネさんは、その方が現れ

ると、倒れてしまい、死んだようになってしまっ

たのです。

〈神としてのイエスさまのお姿〉

　それはその方が、素晴らしい方だったからです

ね。それは十字架にお架かりになり、死を遂げら

れたけれども、三日目の朝に復活され、その後、

天に昇っていかれたイエスさまだったからです。

イエスさまは、天に昇られて、もうおしまいでは

ないのですね。イエスさまは、神の御子として、

永遠から永遠に生きておられます。神さまは、天

地創造において、言葉を発せられて、天地万物を

創られましたが、この言葉こそが、神の御子です。

そして旧約の時代も生きておられ、そしてマリア

によって人としてお生まれくださり、世において

生活し、弟子たちに教え、十字架と復活・昇天を

遂げられたのですね。この神の御子であるイエス

さまは、今も、天において働いておられます。私

たちのために御言葉をお語りくださり、神さまが

救い主であることを信じるように導いてください

ます。また私たちが毎日祈る時、私たちを守り、

私たちの祈りを聞き届けてくださいます。

　永遠から永遠に生きておられる神さまとしての

〔単元のねらい〕

・	イエスさまは、十字架と復活を遂げられ天に昇られたが、今もなお生きておられ、私たちに語りかけ

てくださること。今も私たち一人ひとりを覚えて執り成しの祈りをしてくださっていること。

・	主は、秘められた言葉を、教会で、主の日の礼拝において、牧師によって解き明かしてくださり、私

たちの救いをはっきりとしてくださること。

・	神さまを信じることによって、私たちも天国に導かれ、神さまの栄光に包まれて、永遠の生命が与え

られること。

ミステリーに秘められた救いの輝き

	 8月31日	 天上のキリストの働き	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネの黙示録 1章9～20節

	 子どもカテキズム	 問35
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イエスさまがどのようなお姿であったのか、ヨハ

ネは語っています。

・足まで届く衣を着て、胸には金の帯を締めてお

られた。

　→旧約聖書に記されている大祭司のようであ

り、またすべてを支配している王のようでも

あります。イエスさまは、御言葉を伝えられ

る預言者として、私たちに救いをお与えくだ

さる祭司として、そして私たちをご支配くだ

さり、救ってくださる王として君臨され、栄

光をお示しになります。

・その頭、その髪の毛は、白い羊毛に似て、雪の

ように白く、

　→まったく罪がない義しく・聖く・真実な方と

してのお姿です。

・目はまるで燃えさかる炎

　→一方にあって罪に対しては厳しく罰せられま

す。

　私たちは、創造主であり、救い主である神さま、

つまり父なる神さま、御子イエス・キリスト、聖

霊なる神さまをはっきりと知り、信じなければな

りません。神さまはお友だちではありません。な

んでもなぁなぁで許してくださる方ではありませ

ん。私たちは、神さまを神さまとして敬わなけれ

ばなりません。そのために聖書を読むこと、祈る

こと、礼拝に出ることを、神さまは私たちに求め

ています。

〈教会・牧師を用いてお語りになるイエスさま〉

　また20節では、「あなたは、わたしの右の手に

七つの星と、七つの金の燭台とを見たが、それら

の秘められた意味はこうだ。七つの星は七つの教

会の天使たち、七つの燭台は七つの教会である」

と語られますね。イエスさまは、教会や牧師先生

を用いて、ミステリーを解き明かしてくださいま

す。

　つまりイエスさまは、ミステリーの答えを私た

ちに教えてくださいます。しかしそれは、教会に

おいて語られる説教によってです。教会学校にお

いても説教が語られます。また、主の日の礼拝に

おいても説教が語られます。教会学校の先生や牧

師先生が聖書を読んで、考え、教えてくださって

いるのですが、ここにイエスさまが聖霊をとおし

て働いてくださいます。そして私たちに、わかり

やすく、そしてイエスさまこそが私たちの救い主

であることを教えてくださるために、イエスさま

が聖霊をとおして働いてくださいます。

〈ミステリーの答え〉

　ミステリーには必ず答えがあります。聖書が語

るミステリーの答えは何でしょうか？ 実は聖書

は金太郎飴のように、どこを読んでも、結果とし

て答えは同じなのですね。

　それはイエスさまが真の神さまだということで

す。イエスさまは、イエスさまを信じる人の罪を

赦し、救ってくださいます。イエスさまが復活さ

れて天国に行かれたように、イエスさまを信じて

救われる人は、必ず天国に行き、永遠の生命が与

えられます。イエスさまは今も、みんなのことを

愛していてくださり、見守っていてくださってい

ます。祈りを聞き、私たちにとって一番良い答え

をお与えくださいます。	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネの黙示録 1章17,18節

恐れるな。わたしは最初の者にして最後の者、また生きている者である。

一度は死んだが、見よ、世々限りなく生きて、死と陰府の鍵を持っている。
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	 8月31日	 天上のキリストの働き	 幼稚科

〈ねらい〉

　イエスさまは天の神さまのもとから、この地上

に来られて、また天の神さまのおられるところに

帰られました。しかし、天の上のイエスさまは、

いつまでも教会をまもってくださる働きをしてい

ます。

〈展開例〉

　「イエスさま」と「雲」のぬり絵・はり絵をし

ましょう。

先生へのひとくちメモ　

　イエスさまは復活されて天のうえの神さまのも

とで生きて働いておられます。
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	 8月31日	 天上のキリストの働き	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①聖書の最後にいったい何が記されているのだろ

うか。興味半分で、『ヨハネの黙示録』を開い

た昔のことを思い起こします。聖書の初めに記

されている『創世記』のことや、旧約聖書の族

長や王たちの物語はよく聞いたことがあるかも

しれません。もちろん福音書に証しする主イエ

スのお姿も知っています。しかし、最後に何が

書かれているのか。正直、幼い頃の私の記憶に

はあまり残っていないのです。黙示録を読んで

みてもあまりよく分かりませんでした。そして

不思議なことに、教会の外で、「黙示録」とい

う言葉が独り歩きしていることに気付かされ、

そちらの方に引き付けられることも珍しくない

のではないでしょうか。何か、この世界の終わ

りのことが書いてあるらしい。謎に満ちた言葉

が一体何を意味するのか？ まるで謎解きのよ

うな思いで、黙示録を読む人も実際はいるので

す。確かに黙示録を読むにあたり、言葉の背後

に含まれている意味を汲み取らなければいけま

せん。難しいと言えば難しいのです。でもある

神学者がこんなことを言っていました。「ヨハ

ネの黙示録が私たちに伝えたいこと。それは『神

を礼拝せよ！』その一言に尽きるのだと。」

②1世紀末、ローマ皇帝ドミティアヌス帝の支配

の下、キリスト者たちは迫害の対象になってい

ました。「わたしはキリストを信じる」と告白し、

礼拝する者たちは、迫害され、命さえ奪われた

のです。世の支配者の力が、自分の目の前に迫っ

ている中で、礼拝を捧げることは容易なことで

はありませんでした。自分の命を守るために、

神から離れる者たちも多くいたのです。私たち

は、黙示録が書かれた時とまったく同じ状況下

に置かれているわけではありません。しかし、

今日の日本の政治の動きを見る限り、将来のこ

とがとても心配です。また迫害という形でなく

ても、神様から引き離そうとする力は無数に存

在します。いったいどういう力が身近に存在す

るでしょうか。あるいは、思いもしなかった出

来事を経験し、立ち上がることができないほど

の絶望に打ちひしがれることもあるでしょう。

そこでなお神様を仰ぎ見て、礼拝することは可

能なのでしょうか。

③ヨハネの黙示録について記したある学者は、黙

示録をとおして、私たちは「見ることを学ぶの

だ」と言いました。神様が示してくださる幻と

は、空想や絵空事ではありません。目覚めた時

に、あれは夢だったのか、と言って空しい思い

に陥ってしまうようなものでもないのです。辛

く厳しい現実の中に、主は幻を通して、生きる

力と希望を私たちにも見せてくださいます。

④ところで、ヨハネが幻を見たのは、いつだった

のでしょう。それは「ある主の日のこと」（10節）

とありますように、「主の日」（日曜日）に礼拝

を捧げているときでした。神様は礼拝をするこ

とが困難な者たちのことをいつも心に留めてく

ださり、絶えず礼拝へと招き続けてくださいま

す。色々な事情で、毎週、教会の礼拝に出席す

ることができないこともあるでしょう。神様を

礼拝したいという思いと、自分を取り巻く現状

との間に板挟みされてしまい、ヨハネのように

倒れて、死んだようになってしまうことがある

かもしれません（17節）。でも倒れている場所

は、主の足もとなのです。だから、主がいつも

手を置いて助けてくださいます。「恐れるな」

と声を掛けてくださいます。私は今日も主に守

られているとの平安を携えて、この世界を生き

ていくことができるのです。
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　ヨハネの黙示録4章には、天上における礼拝の

模様が描かれている。これは神がヨハネに特別に、

幻によって見せてくださったものである。

　聖霊に満たされて天へと移されたヨハネがまず

見たものは、玉座とその上に座しておられるイエ

ス・キリストであった。キリストは宝石の輝きに

よって表現されている（2,3節）。玉座からは稲

妻がひらめき、雷鳴が響きわたり、落雷のとどろ

きが起こる（5節）。こうした激しい自然現象は、

神の臨在のしるしである。

　玉座の中央とその周りには四つの生き物があっ

た（6節）。四つの生き物はキリストの座を守り、

神をほめたたえる天使のシンボルである。第一の

生き物は獅子のようであり、第二の生き物は若い

雄牛のようであり、第三の生き物は人間のような

顔を持ち、第四の生き物は鷲のようであった。獅

子も雄牛も雄々しさ、力の象徴である。人間は創

造の冠であり、被造物の中の知恵者の代表である。

鷲は空を飛ぶ被造物の中で最強の生き物である。

さらに、この四つの生き物には前にも後ろにも、

一面に目があった。目はものを見通す英知を表す。

つまり四つの生き物は、まさに英知と力の化身で

あったということである。

　この四つの生き物の讃美に、二十四人の長老た

ちの讃美が加わる（9～11節）。彼らは白い衣（勝

利のしるしである）をまとい、頭には金の冠（栄

誉のしるしである）をかぶっている。二十四とい

う数字は、旧約のイスラエルの十二部族と新約の

十二使徒とを合わせた数であるとされる。つまり

この人々はすべてのキリスト者たちの代表であ

る。

　興味深いのは、彼らが自分たちの冠をキリスト

の玉座の前に投げ出していることである（10節）。

このふるまいは、黙示録が書かれた当時に、ロー

マ皇帝に対する忠誠をあらわすものとして実際に

なされていたと伝えられている。つまり、黙示録

は地上の支配者であったローマ皇帝を強く意識し

ながら、皇帝とまことの王であるキリストとを対

比するしかたで述べているのである。二十四人の

長老たちはキリストの前にひれ伏し、自分たちの

冠を玉座の前に投げ出してキリストを讃美した。

　天の玉座は、主なる神の主権を表すシンボルに

ほかならない。そして今ローマ皇帝は地上の王国

の王座に座し、この世の力を誇り、教会とキリス

ト者を迫害している。けれども地上の王も王国も

やがては衰え、滅びる。たとえ天と地が消え失せ

たとしても確実に残るのは、永遠に存続するのは、

天の玉座に座すお方のみである。

　つまりヨハネが目の当たりにしたのは、この世

の王も主なる神の主権に服しているという事実で

あった。肉の目には地上の王が君臨し、権力をほ

しいままにしているように見えても、実はいかな

る国も復活の主の支配下に置かれている。全世界

がまことの王の権威に服している。今ヨハネは万

軍の主の本営にいて、そのことをはっきりと確か

めたのである。

　ヨハネの黙示録は、ローマ皇帝による迫害下に

あった教会とキリスト者たちを力づけ、キリスト

を信じる信仰に立ち続けるよう励ますことを目的

に執筆されたと言われている。ヨハネには、迫害

下で苦闘していた教会を励まし、希望を与えると

いう務めが担わされていた。そのためには、彼ら

がやがてあずかるであろう天上の礼拝がいかにす

ばらしいものであるのかを示すのが何よりのこと

であった。それで神はヨハネに、天上の礼拝を前

もって垣間見せてくださったのである。

　私たちの信仰生活にも試練があり、たたかいが

ある。しかし、私たちの主はこの世に勝利してお

られる。このお方こそまことの王であられる。そ

して主の日に備えられている礼拝は、天上の礼拝

の前味である。ヨハネとともに私たちも主の日ご

とに天の栄光を仰ぎ、希望を持つことができるの

である。終わりまで信仰のたたかいを担い続ける

ことができるのである。	 （木下裕也）

	 9月7日	 天上の礼拝	 聖書黙想

	 テキスト	 	 ヨハネの黙示録 4章1～11節
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　私たちは主の日ごとに礼拝をささげています。

主の日の礼拝において、イエスさまは私たちと出

会ってくださいます。イエスさまは今天におられ、

私たちは地上にいるのですが、天と地のへだたり

をこえて、私たちは復活され今も生きておられる

イエスさまとお会いするのです。ここに主がおら

れるとだれもが認めずにはおれないほど鮮やかな

しかたにおいてです。すばらしい恵みです。

　でも、ひとつのことを覚えていてください。礼

拝は地上でささげられているだけではありませ

ん。天でもささげられているのです。

　天上の礼拝は、今は地上の旅路を終えて天の国

でイエスさまとともにある人びとの礼拝です。こ

の人びとは地上でのすべての信仰のたたかいをた

たかい抜いて、今は義の栄冠を受けてひたすらに

神さまをほめたたえています。信仰の勝利をおさ

めた人びとなのです。

　今は地上にいる私たちは、地上の礼拝につら

なって、天にある聖なる人びととともに声を合わ

せて神さまをほめたたえます。そして、やがて私

たちも一人一人天の国に迎え入れられて、顔と顔

とを合わせて神さまを仰ぎます。天上の礼拝に加

えられることになるのです。

　今朝はヨハネの黙示録4章の御言葉に聞きま

す。ここには天上の礼拝の様子が描かれています。

天の王座に、イエスさまが座しておられます。イ

エスさまの栄光は、まるで宝石の輝きのようです。

　そして、天使たちが昼も夜も、絶え間なくイエ

スさまをほめたたえています。

　「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、

　 全能者である神、主、

　 かつておられ、今おられ、やがて来られる方」

　（8節）。

　そこに、信仰を持って生き抜いた人びとの讃美

が重ねられます。この人びとは白い衣（勝利のし

るしです）をまとい、頭には金の冠（栄誉のしる

しです）をかぶっています。そして自分たちの冠

をイエスさまの王座の前に投げ出して、イエスさ

まをほめたたえるのです。

　「主よ、わたしたちの神よ、

　 あなたこそ、

　 栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方。

　 あなたは万物を造られ、

　 御心によって万物は存在し、

　 また創造されたからです」（11節）。

　このすばらしい天上の礼拝の様子を、神さまは

ヨハネに見せてくださいました。まだ地上にある

うちに、特別に見せてくださったのです。それは

ヨハネを、またヨハネとともにイエスさまを礼拝

して生きていた人びとを、励まし力づけるためで

した。

　黙示録が書かれた時代、教会は大きな苦しみの

中にありました。この時代に世界の王として君臨

していたのは、ローマ帝国の皇帝です。ローマ皇

帝はこの世の支配者として大きな力をふるってい

ただけでなく、自分を神にまつりあげ、自分を礼

〔単元のねらい〕

　地上の信仰生活には試みもあり、たたかいもある ( それは子どもたちも同じであろう )。キリストこ

そ王であり、主であることを確かめることが、そのたたかいに勝利していく力となり、励ましとなり、

希望となる。地上における主の日ごとの礼拝は、天の礼拝の前味である。天の栄光を仰ぎ望みつつ、地

上にあって主をあがめるわざに生きていきたい。

主よ、わたしたちの神よ

	 9月7日	 天上の礼拝	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨハネの黙示録 4章1～11節
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拝するよう命じていました。そしてこの命令に従

わない人びとを捕らえ、罰していたのです。教会

につらなってイエスさまを信じる人びとは、もち

ろん皇帝を神として礼拝することなどできませ

ん。それで、このことが厳しい試練となったので

す。

　天上の礼拝の幻においてヨハネが見たのは、イ

エスさまがまことの王として王座に座しておられ

る姿、そしてイエスさまを喜び、ほめたたえる天

使たちや聖徒たちの姿でした。今ローマ皇帝によ

る迫害のさなかにあって、教会は苦しんでいます。

けれどもローマ皇帝はまことの王ではありませ

ん。イエスさまこそまことの王です。そのことは

やがてあきらかになります。地上の王も地上の王

国も、やがては衰えるのです。滅びていくのです。

マーティン・ルーサー・キング牧師は語っていま

す―偉大な王国を築いた王たちは今どこにいるの

か。みな消えてしまった。彼らの王国も、今は地

上にひとつも残っていない。けれどもイエスさま

の救いの祝福はなお広がっている。全世界にイエ

スさまを信じる人びとが起こされ、教会がたてら

れている。　

　イエスさまこそ、世に勝利されたお方です。イ

エスさまこそ全世界の王です。地上の王たちも、

すべての造られたものもイエスさまに服していま

す。天上の礼拝を見ることによって、ヨハネはあ

らためてそのことを確かめることができました。

そして、苦しみの中でもイエスさまを信じる信仰

のたたかいをよく担うようにと聖徒たちを励ます

ことができたのです。

　私たちはこの地上でイエスさまを信じて生きて

います。イエスさまを礼拝して歩んでいます。そ

の生活にも、ときに苦しいこともあるでしょう。

つらいことや困難に直面することもあるでしょ

う。けれども、私たちは天上の教会を思うことが

できます。天にまなざしを向けることができます。

イエスさまはいつも私たちとともにいてください

ます。そして、この世のどのような試練にもうち

かつ力を与えてくださいます。

　地上での主の日ごとの礼拝は、この天上の教会

の前味です。天にいる聖徒たちと声を合わせて、

私たちもイエスさまをほめたたえましょう。

　「主よ、わたしたちの神よ、

　 あなたこそ、

　 栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方」。

	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヘブライ人への手紙 13章8節

イエス・キリストは、きのうも今日も、また永遠に変わることのない方です。



─ 83 ─

	 9月7日	 天上の礼拝	 幼稚科

〈ねらい〉

　聖霊降臨から誕生した主キリストの教会。迫害

に苦しむヨハネに見せてくださった天上の礼拝。

世に勝利されたイエスさまを、天の礼拝とともに、

讃美します。

〈お話〉

　今朝もみなさんといっしょに、神さまに礼拝を

ささげることができて、とてもうれしいです。

　ぼくたち、わたしたちの教会だけでなく、この

町の教会、日本の教会、世界中の教会のおともだ

ちが、この朝もよろこんで礼拝をささげています。

元気いっぱい讃美をささげています。

　むかしから、わたしたちの国でも、ほかの国で

も、教会で父なる神さまを礼拝することを禁止し

たり、イエスさまを信じてしたがっている教会の

人々をひどく苦しめる王がいました。

　「ヨハネの黙示録」を書いたヨハネさんやヨハ

ネさんの教会も、その時のローマの王から、とて

もひどく苦しめられていました。それを知ってい

た神さまはヨハネさんに、天の国でささげられて

いる礼拝のようすを見せてくださいました。イエ

スさまは、まるで宝石のように光かがやき、昼も

夜もイエスさまをほめたたえる天使の美しい歌声

が響いていました。これを見たヨハネさんは、イ

エスさまこそが全世界のまことの王さまであるこ

とが、はっきりわかりました！ そしてヨハネさ

んは、今は苦しみの中にあっても、「だいじょう

ぶです。イエスさまを信じて、安心しましょう！」

と、教会の仲間をはげましました。

　どんな時でも、イエスさまのおこころはいつも

わたしたちと、ともにあります。どんな時でも、

イエスさまはわたしたちのためにとりなしのおい

のりをしてくださっています。どんな時でも、イ

エスさまはわたしたちに苦しみにうちかつ力をあ

たえてくださいます。

〈暗唱聖句〉

　「イエス・キリストは、きのうもきょうも、ま

た永遠にかわることのない方です」

	 （ヘブライ人への手紙13:8）

〈さんび〉

　『主イエスとともに』90番

（「ふくいん子どもさんびか」いのちのことば社）

①	９月に入って、はじめての礼拝です。夏休みの間、なかなかそろわなかったお友だちも、新学期、共

に礼拝をささげることができたことを感謝しながら、『主イエスとともに』を讃美します。

②工作：「万華鏡」（天の国の輝き）

〈材料〉

　・500ml 容量のペットボトル・1L 容量のペットボトル（両方とも底が円形のもの）

　・油性ペンセット

〈作り方〉

　①大きい方のペットボトルの底から5cm 上を切る。

　　切り取った底の外側に、油性ペンで模様を描いたり、色を塗る（黄色など）。

　②小さい方のペットボトルの底の外側にも、油性ペンで模様を描く。

　③大きい方のペットボトルの底に、小さい方のペットボトルを入れて、飲み口からのぞいて見る。ク

ルクル両手で回しながら見るときれいな模様があらわれます！
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　対話の手掛かりとして……

①ヨハネの黙示録第4章には、「天上の礼拝」の

様子が記されています。そして、私たちが今、

地上で捧げている礼拝と、終末における天上の

礼拝は、決して切り離されたものではありませ

ん。だから、地上の教会で捧げている礼拝は、

天上での礼拝に連なるものであり、その「前味」

を味わっているのだと言われます。では、前味

とはどういうことでしょうか。こんな説明を聞

いたことがあります。天上の礼拝で味わう喜び

は、コース料理で言えば、「メイン・ディッシュ」

に当たるのだと。そして、地上の礼拝では、そ

の「前菜」を味わっているのだと。前菜を味わ

いながら、やがて目の前に運ばれて来るメイ

ン・ディッシュ（救いの完成）を楽しみに待ち

望みながら礼拝を捧げているというのです。ま

た、地上の礼拝（教会）が、外国の大使館に譬

えられることがあります。その国の大使館に入

ると、違う国に存在しながらも、まるでその国

に来たような思いになるというのです。

②そうしますと、問われるのは地上に存在するキ

リストの教会です。教会に初めてやって来た人

たちが、そこで本当に、天への憧れを抱くこと

ができているのでしょうか。また、キリスト者

自身も、礼拝に来る度に、天国の前味を味わう

喜びにあずかることができているでしょうか。

「天国の前味とは言うものの、実際はねぇ……」

となってしまっては、元の子もありません。喜

びと成り得ていないのならば、やはりどこかに

問題があるはずなのです。中高生たちに礼拝は

大事だと伝えると同時に、それが彼らの喜びと

なるように祈り求め、福音の言葉を獲得してい

きたいものです。

③ W・H ウィリモンという人が、礼拝についてこ

んなことを言っていました。「礼拝とは神に仕

えること（サービス）を意味します。……神に

お仕えするもうひとつの方法は、神が神であら

れ、あなたが神の子であるゆえに、あなたに求

められていることを行うことです。たとえば、

神のために歌ったり、神のために笑ったり、神

のために涙を流したり、自分がどのように思っ

ているのかを神に打ち明けたり、というような

ことです。大まかに言うなら、それは神を喜び

ながら、神のために自分を笑ってみせることで

す。それは、恋人が愛する相手のために、いつ

も自分の愚かさを笑ってみせるのと似ていま

す。すばらしいパーティーは、幾ばくかの喜び

と、幾ばくかの愚かさを兼ね備えているもので

すが、そのことは、毎週日曜日にここで行われ

るパーティーにも当てはまります。私は確信し

ています。神は私たちが楽しい時を過ごすこと

を望んでいてくださる、ということを。私は確

信しています。すばらしい時間、すばらしい知

らせ、すばらしい神を。」（『教会を必要としな

い人のための福音』より）「神のために自分（の

愚かさ）を笑ってみせる」──印象深い言葉で

す。私たちは、自分を取り巻く厳しい状況や、

罪を思う時に、笑ってみせることなど出来ない

と考えます。それは神様に対して失礼だと思う

からです。でも、ウィリモンは言います。この

世において、笑っていられない状況がある中で、

笑うこと、喜ぶことが、毎週日曜日の礼拝にお

いて許されているのです。なぜなら、地上での

礼拝は、天上の礼拝と連なっているからです。

天上の喜びを、今、私たちは地上において、前

味として味わうことができます。「もはや死は

なく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない」（ヨ

ハネの黙示録21章4節）という神様の約束が成

就した喜びの中に、あなたは既にあずかってい

る！だから笑おう！ だから喜んで、勇気を持っ

て生きていこう！ と主は礼拝の度に励まして

くださるのです。

	 9月7日	 天上の礼拝	 中学科
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　初めに天地万物をつくられた神の御業を私たち

は「創造」と呼びます。「創造」という語は一般

的にも「創造的（クリエイティブ）な仕事」など

と用いられますが、教会では聖書に由来するキリ

スト教教理の術語です。ヘブライ語聖書の「創造

する（バーラー）」という動詞の主語は神にしか

用いられません。人間や何かがモノを「創造する」

ことはできないのです。

　通常、創造は全知全能の父なる神の働きに帰さ

れますが、そこをウェストミンスター信仰告白は

慎重に父・子・聖霊の三位一体の神の働きである

としています。御子なるキリストによる創造とは

イメージが難しいかもしれません。しかし、「御

子による創造」という教えは参照聖句にあるよう

に新約聖書のヘブライ書1章2節やコロサイ書1

章16節から与えられます。キリストによる創造

の意義は、イエス・キリストが永遠の昔から神の

子であったことを保証し、御子が父と同じ権威を

もつ神であることを指し示すところにあります。

御子による創造は父の創造と異なるわけではあり

ません。また、聖霊による創造については創世記

やヨブ記の参照聖句をご覧ください。要点は、創

造は三位一体の神がそれぞれに関与しながら果た

された行為だ、ということです。

　ウ告白は聖書の重要な教えである「言葉による

創造」に触れていませんが、参照聖句をみればヨ

ハネ福音書1章2節3節が挙げられています。こ

の教理の重要性は、創造と救いとの関係にありま

す。初めにすべての存在と生命を創造した神の言

葉が、キリスト・聖霊・聖書を通して、今も私た

ちの内に新しい命を造ります。

　創造の目的は、神ご自身の栄光のためです。被

造物の上に、神の永遠性、力、知恵、慈しみが現

れる時、そこで神の栄光が知られます。「それは、

極めて善いものだった」といわれるように、神が

「善いもの」を造ろうとされたということ以外に、

私たちは創造の動機も目的も知ることができませ

ん。そしてローマ書でパウロが言う通り、私たち

は罪に捕われているために、神の創造の素晴らし

さを神の栄光に帰することができず、それを感じ

取ってもそのまま自然や人間を拝んでしまう性質

をもっています。「何故、神様は世界を造ったの？」

「何故、神様は私を造ったの？」という根本的な

質問への答えは、神が善いものを造られたという

他には説明することができません。

　神によって創造されたのは「天地とその中に生

きるもの」とですが、教理から学ぶ天地は「空と

大地」ではなくて、見えるものの世界と見えない

ものの世界です。天使は見えないものの世界に属

します。また、「万物」とはモノに限りません。

ありとあらゆる存在のすべてが被造物です。です

から神に等しかったり、神を超える思想などもあ

りえません。

　「無からの創造」はこれに関係しています。「無」

とは何か、という禅問答とは別の関心です。私た

ちは神の創造以前に立ち入ることはできない、と

いう創造者と被造物の間の断絶が、この「無」と

いうことの中に現れています。神がすべての源で

あって、神が万物の創造者です。

　すると、罪や悪、サタンもまた神の創造かとい

う理屈が成り立ちますが、そうではなくて、神の

創造は全くの「善き創造」です。創造とは与える

行為です。神の創造に悪意は存在しません。罪は

第一に人間の背きに原因があります。創造時の祝

福を破壊したのは人間の責任です。私たちはその

ような罪の悲惨の中にありながら、神が万物の創

造者であり、その最初の祝福を取り去らないで救

いの計画をもっておられると知ることは、私たち

にとって大きな慰めです。私たち自身も世界もと

もに「神のもの」と知ることは、現代の世界にとっ

	 9月14日	 天地創造	 聖書黙想

	 テキスト	 	 創世記 1章1節～2章3節

	 子どもカテキズム	 問12,15,37

	 参照教理問答	 ウェストミンスター小教理問答 問1,9～10

	 	 	 ウェストミンスター信仰告白 第4章
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ても緊急の必要であるはずです。自分で確信する

のと同時に、創造者である神を世に対して告白す

るのも私たちの大切な役目です。

　人間の創造に関する聖書の教えについては、ま

ず、神が人間を造られたのは他のすべての被造物

が造られた後だ、ということが挙げられます。そ

れは人間の創造が天地創造のクライマックスをな

し、人間が生まれる前にそのすべての必要が整え

られていたことを指します。厳密に言えば、聖書

は人間の創造を必ずしも最後の段階としてはいま

せん。創世記1章の記述によれば、神が6日目に

お造りになったのは、陸の獣と人間、そして植物

という順序になっています。また、2章の記述に

従えば、まず人間が土から造られて、その後、彼

のパートナーとして動物たちが造られます。です

から、「最後の創造」はその価値を表すものであっ

て、人間が神のかたちを賦与されて、全被造物を

治めるよう地上に「派遣される」ことへと結びつ

きます。人間が造られてようやく神の創造は完成

し、被造物全体に神の祝福が満たされます。

　創世記2章から読み始めると神が最初に造った

人間はアダムのようですが、創造の秩序を語る1

章では「男と女に創造された」とあります。です

から、男女の性別は創造に基礎付けられた基本単

位で、三位一体の神が決して孤独には存在されな

いように、人間は決して一人孤独に造られたので

はありません。人間は初めから社会性をもち、人

との交わりをもって地上に置かれました。この詳

細は創世記2章に引き継がれて語られます。

　聖書における「魂（ネフェシュ）」という用語

は肉体と霊魂とを分離して考えるギリシャ的人間

観とは異なって、人の全人格を総合的に捉える言

葉です。人間は塵から造られた肉体でのみ存在す

るのではなく、神が与えた精神性を豊かに備えて

います。肉体と精神という二つの側面から人間の

全体を捉えるのが聖書の人間観であって、本来神

の属性でしかない「不滅性」は、この精神におい

てのみ捉えられます。理性的で、不滅性を帯びた

霊魂は、神の不滅性を捉えうる優れた精神、とし

てよいと思います。

　人間の創造という教理において最も重要なのは

「神のかたち」における創造という教理です。こ

こには解決の困難な問題があって、そもそも外形

的な「かたち」を持たない神の「かたち」とは一

体何かということで、それ故に、この教理には多

大な議論が費やされています。ウ告白では、これ

をパウロの言葉遣いを用いて「知識と義と真のき

よさ」という人間の内面性に当てはめています（コ

ロサイ3:10, エフェソ4:24）。しかしパウロが述

べる「知識と義と聖」はキリストに贖われて聖霊

を宿すようになった「新しい人」の属性です。従っ

て、「神のかたち」は本来創造の時点で人間に与

えられていたものの、堕落によって失われてし

まった真の人間性であるといってよいでしょう。

そして神の子キリストにおいて私たちは「神のか

たち」を知らされ、聖霊によってその真のかたち

を回復させられます。堕落したとは言え、すべて

の人間は神の似姿をもつ故に、その命の尊厳は最

高度に尊ばれます。これは聖書が教える倫理観の

要になる教理として覚えたいところです。

　パウロはローマ書2章14節以下で「心に記され

た神の律法」と人間の良心について述べています

が、これも「知識・義・聖」という神のかたちに

含めて考えることができます。創造の時点で人間

は、その心の律法に従う能力をもっていました。

それは神が人間に与えた、意志の自由と関わりま

す。人間は、自由な意志で神に従うことができる

と同時に、その自由を用いて神に背くこともでき

ました。これは人間の創造についての神の特別な

お考えと言わざるを得ません。さらに、神は人に

心の律法ばかりではなく、外部に定めた掟をも与

えました。「善悪の知識の木」から食べてはなら

ない、という命令があり、この掟の下に人間の側

からの積極的な服従が表示されていました。この

秩序の下に、創造時の人間の幸福が示されていま

す。ここには、本来あるべき人間の初めが描かれ

ていると同時に、そこへと回復される終わりがあ

ります。	 （牧野信成）
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　今から130億年程前に光の玉が爆発して宇宙が

誕生したと言われます。ものすごく大きな電子望

遠鏡が作られて、それで宇宙の広さを測るとそん

なこともわかってくるのだそうです。不思議なこ

とに聖書も宇宙の始まりには光があったと書いて

います。真っ暗闇の中に目も開けられない程の眩

しい光が現れて、その光が爆発の力で広がって、

たくさんの星が生まれました。

　でも、聖書が書いていることはちょっと違って

います。「初めに、神は天地を創造された」とあ

ります。望遠鏡で宇宙を調べても、誰が光の玉を

用意して、誰がそれを爆発させたのかはわかりま

せん。実際にそれを見た人は誰もいませんから、

コンピューターで計算して、宇宙が生まれたのが

どれほど昔か計ってみただけです。ただ聖書には、

神さまが天地を造ったと書いてあります。「天地」

とは宇宙の全体のことです。

　明るい太陽の光が差し込む中に、私たちが住ん

でいる美しい地球も生まれました。神さまはそこ

にたくさんの生命が宿ることができるように、一

つ一つを準備してゆかれます。明るい昼の時間に

は、あとで植物や動物が太陽の光をいっぱい浴び

て元気になることができるようにしました。夜の

時間にはみんなが静かに眠ることができるように

小さな月が暗闇を照らすようにしました。地球は

空気に包まれて生き物が呼吸できるようになり、

青く明るく輝く大空と、青く深く輝く海がわかれ

て、その海のなかに渇いた大地が造られました。

　陸には草や木が生えました。湿ったところには

コケが生えました。草や木は種を飛ばしてどんど

ん仲間を増やして、広々とした草原や深い森にな

りました。中には美味しい実をつける木もありま

した。海辺のヤシの実には甘いジュースが密かに

隠れていました。

　こうして食べ物が十分できてから、神さまはそ

の大空の中を自由に飛び回るように鳥を造りまし

た。また青い海を自由に泳ぎ回ることができるよ

うに魚を造りました。もちろん、イルカもクジラ

も、イカやタコもいたはずです。陸にも色々な動

物たちが造られました。今はもういなくなってし

まったティラノザウルスやマンモスもいました。

蛇やワニやゴキブリも元気に地上を這いずり回っ

ていました。神さまはご自分のお造りになったす

べての生き物にむかって、「命を生みなさい、増

え広がりなさい」といって、そうすることができ

るように祝福を与えました。神さまの言ったこと

はすべてその通りになります。「光りあれ」といっ

たらその通りになったように。すべてのものは神

さまの言葉によってつくられます。

　そしていよいよ最後に人間が造られました。神

さまは人間を男と女にお造りになりました。人間

もまた他の動物と同じように増え広がっていくた

めに、そして、男と女が互いに助け合って生きて

いくために、神さまはそうしてくださいました。

人間が最後に造られたのには特別な意味がありま

す。神さまは人間をご自分に似せてお造りになり

〔単元のねらい〕

　善き創造はキリスト教的世界観の粋ですが、どのように子どもたちにこれを語り継ぐのかが教会の課

題です。進化論との対決でのみ創造を教えるのは聖書の啓示に対する理解を欠きます。創世記1章の記

述を、神の喜びを感じ取りながら、一日一日ずつを絵本をめくるように語ることができれば素晴らしい

と思います。大切なのは、創造という出来事から神の愛を信じることです。

よい世界をつくったよい神さま

	 9月14日	 天地創造	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記 1章1節～2章3節

	 子どもカテキズム	 問12,15,37
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ました。もちろん、神さまには体はありませんか

ら、目に見えるかたちはもっていません。けれど

も、人間は神さまと似ていますから、神さまの言

葉がわかります。神さまの心がわかります。それ

で、神さまに代わって大事な仕事をすることがで

きます。その仕事とは、神さまのお造りになった

大切な地球とその中で生きているすべての命を守

ることです。

　こうして最後に人間が造られて宇宙は完成しま

した。太陽の光を浴びて青く輝く地球と、その中

にいっぱいに満ちている生き物をご覧になって、

神さまは喜んでこう言われました、「ほら見てご

覧、なんて素晴らしいんだ」。創造の完成をお祝

いして、神さまはその日をお休みにしました。

　私たちが生きているのは、神さまがお造りに

なった素晴らしい世界です。それがどんなに美し

くてどんなに不思議なものか、もしまだ気がつい

ていなかったら、どうぞ見にいってください。神

さまが「見てご覧」と言っていますから。高い山

に登れば、どこまでも続く山並みに夕陽に染まっ

た雲がかぶさり、日が沈むにつれて反対側から明

るい月が一番星を連れて上ってくるのに出会いま

す。海に潜ってみるのもいいかもしれません。私

には経験がありませんけれども。海の中で一番数

が多い生き物はイカなんだそうです。普段は深い

ところにもぐっているので、どれだけの数がいる

のかわからないのですが、ときどき上の方に浮か

んで来て、ぼうっと光ります。そうすると、空か

ら見ると暗い海がぼんやり光っているのがわかる

のだといいます。もっと不思議なのはイカの眼で

す。体は単純そうに見えますが、イカの眼は人間

に近いぐらい精巧にできているのだそうです。暗

い海の中にいて体もふにゃふにゃで難しいことは

できそうもないのに、何でそんなに眼が発達して

いるのかよくわからないと学者が言っています。

神さまがお造りになった世界は不思議に満ちてい

ます。遠くに出かける必要もありません。道ばた

に咲いている花を注意深く観察してみてくださ

い。また、草花に寄って来る虫をよく見てくださ

い。生きているのがとても不思議に思えて来ます

から。

　でも、残念なことに私たち人間は、この素晴ら

しい世界を大切にしません。もっとお金が欲しい

から、便利なくらしがしたいからといって、どん

んどん木を切り倒し、工場を造って空や海を汚し

ます。鳥や動物たちは住むところが無くなって、

数が減っていってしまいます。そうなれば、人間

だって生きづらくなってしまうのに、それがわ

かっているのに、大切な地球を守ることができま

せん。何故ならば、それは人間が、神さまに造ら

れたことを忘れてしまったからです。人間が神さ

まに背いて世界も悪くなった、と聖書が教えてく

れます。

　たとえ人間がどんなに悪くなっても、私たちの

住む地球が汚れてしまっても、神さまの造った素

晴らしい世界は、まだ、生きています。神さまが

世界に与えた祝福の力も、まだ、働いています。

人間には、この大切な地球を守る仕事が与えられ

た、と言いました。その仕事も、まだ、終わって

はいません。神さまは、罪を犯した私たちを見捨

ててしまったのではありません。だから、イエス

さまが来て、私たちが神さまの恵みに気がつくよ

うに、十字架にかかって死んでくださったのです。

そして復活して、神さまの力を教えてくださった

のです。神さまは、ご自分のお造りになったもの

すべてを、まだ、愛し続けておられます。

　だから、私たちは神さまがお造りになったすべ

ての良いものを大切にしたいと思います。自然を

守るのも、人間を守るのも、神さまがお命じなっ

たことです。それは、世界が神さまの祝福を受け

て幸せになるためです。人間が特別なかたちをし

ていて、神さまの言葉と心がわかるようにされた

のは、人間にしかできない大切な仕事があるから

です。神さまは私たちに食べ物も着る物も住むと

ころもすべてを与えてくださいますが、それで世

界を壊していいとは言っておられません。みんな

が一緒に生きて、神さまの素晴らしさをあらわす

ことができるように、自分自身のことも他の人の

ことも、鳥も魚も動物も、すべての命を大切にし

たいと思います。	 （牧野信成）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記 1章31節

神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良かった。
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	 9月14日	 天地創造	 幼稚科

〈ねらい〉

　宇宙、そして人間が住む地球とその中にあるす

べてのものを「良いもの」としてお造りくださっ

た神さまの愛を知り、喜びます。

〈お話〉

　真っ暗で、まだ何もない時、神さまは「光あれ」

と言われました。すると、明るい、暖かい光が、

誕生しました。このようにすべてのものは、神さ

まの言によって造られたのです。夜は、「早くお

やすみなさい」と、小さな月の光が照らす静かな

暗やみをおあたえくださいました。ぐっすり眠っ

ている間に、子どもは毎日少しずつ体が大きくな

ります。

　広い空、青い海、野原も山もお造りくださいま

した。そこで、ぼくたち・わたしたちは、走った

り、転がったり、飛んだり、元気に遊んでいます

ね。

　草や木、きれいな花や、わたしたちの体に必要

な野菜や果物、おいしい空気も水も神さまは、ちゃ

んと用意してくださいました。

　空を飛ぶ鳥、海の中を泳ぐ魚、地に住む動物

……そしてそれらの生き物と、仲良く助け合って

暮らすようにと、神さまは、人間をお造りになり

ました。

　神さまが、お造りになったすべてのものを見る

時、神さまがどれほど、ぼくたち・わたしたち人

間のことを愛してくださっているかよくわかりま

す。

〈暗唱聖句〉

　「神はおつくりになったすべてのものをごらん

になった」	 （創世記1:31）

〈さんび〉

　『かみさまにかんしゃ』85番

	 （「こどもさんびか」日本基督教団出版局）

①「天地創造」に関する絵本（紙芝居）など見ながら〈お話〉をします。　暗唱聖句を覚えます。

②ゲーム：「そら・うみ・りく」

　・地面（床）に1～2m ほどの円を3つかいて、それぞれを「そら」「うみ」「りく」とします。

　　（室内の場合は、ロープなどで輪を作って、床に置きます）

　・子どもたちは円の外に立ち、教師が、鳥の名前（例：スズメ）を言ったら「そら」の円に入り、動

物や植物の名前（例：ネコ・リンゴ）を言ったら「りく」の円に入り、魚の名前（例：クジラ）を

言ったら「うみ」の円に入ります。

＊空・海・陸にすむ生き物と、人間が、仲良く助け合って暮らすように、神さまはすべての「良いもの」

をぼくたち・わたしたちに、与えてくださったことを感謝します。
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　対話の手がかりとして……。

①なぜこの世界が存在し、その世界に私が存在す

るのか。そんなことを一度は考えたことがある

のではないはないでしょうか。特に、辛い出来

事を経験したり、自分の将来について真剣に考

え始めた時、どうしても自分の存在の意味を問

わずにはおれないと思うのです。そのような時、

聖書の最初に記されている天地創造の物語は、

私たちに大切なことを教えてくれます。

②創世記の最初の部分に記されている「天地創造」

の物語は、誤って読まれることがあります。そ

れは、世界はどのような経緯で出来上がったの

かということです。確かに宇宙や世界の成り立

ちについて知ることは大変興味深いものがあり

ます。でも残念ながら、聖書はそのような意図

で、天地創造の物語を記してはいないというこ

とです。大事なのは、あなたが存在する意味を

教えているということです。

③もし世界がよく分からない不思議な力によって

誕生したのならば、そこに存在する私たちもよ

く分からないまま、ここにいるということにな

ります。偶然に、たまたまここにいるだけなの

です。もしそうだとするならば、自分の人生に

意義付けをするのは、あなた自身です。要する

に、あなたの力や知恵によって、自分の人生を

意味あるものにしなさいということになるので

す。そしてそれができない人はダメな人間と見

なされてしまうのです。あるいは、このように

考える人もいるでしょう。自分はいてもいなく

てもどっちでもよかったのだ。たまたまここに

いるだけなのだからと、空しい思いに囚われる

こともあるでしょう。

④でも聖書は語ります。この世界を造り、あなた

に命を与えたのは神なのだと。あなたはたまた

まそこにいるのではありません。自分の力に

よって、自分の人生を築き上げていく必要もあ

りません。大事なのは、「光あれ」とおっしゃっ

た神の言葉に耳を傾けることです。そこで聞こ

えてくる言葉は「極めて良かった」と喜びと満

足を表しておられる神の声です。あなたは、自

分のことをどう思いますか。好きな部分もあれ

ば、どうしても見られたくない嫌な部分を知っ

ているかもしれません。自分が生きている意味

すら見失うこともあるでしょう。でも、あなた

がここにいてくれとても良かったとい言ってく

ださる方が、最初からおられるのです。この喜

びの音色があなたの人生の中で消えることなく

鳴り響いています。

⑤たとえ、自分のことを心から愛することができ

なくても、あるいは、罪に苦しんでいたとして

も、神様は、今、イエス・キリストの十字架を

とおして、あなたを見ていてくださいます。あ

なたは神に愛され、赦されている存在です。混

沌とした闇の中に光を造り出してくださったよ

うに、あなたの中にある闇に神は必ず光を与え

てくださいます。いや既にその光が与えられて

いるのです。どうか、神様の言葉を聞き続けて

ください。神様のために、あなたが用いられる

ことを祈り続けてください。神様は祈りに答え

てくださり、具体的な道を示してくださるはず

です。

	 9月14日	 天地創造	 中学科
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〈聖書テキストの解説と黙想〉

　1章に続いて、第二の創造物語が展開される。

2章からは、1章で神が最後にお造りになった人

に焦点が当てられている。

　その中心として、暗証聖句となっている7節を

覚えたい。そこには、人が土の塵から造られたこ

とが書いてある。土（アダマ）の塵から人（アダ

ム）は造られた。人間は土の塵に過ぎない存在で

あることが書かれている。そして、人はただ神の

命によって生きる存在であることがこの創造物語

で明らかにされている。　

　私たち人間が塵にすぎない者であることは、詩

編の中でも歌われてきた信仰である。「主はわた

したちをどのように造るべきか知っておられた。

わたしたちが塵にすぎないことを、御心に留めて

おられる」（詩編103編14節）。そのような塵に過

ぎない自分を知る中で、103編では造り主である

主がほめたたえられている。

　教会学校に来る子どもの時から、自分自身を低

く小さく見ることは難しいことのように見える。

ただ、やはり子どもたちの置かれている状況も過

酷な面があることに違いはないのではないか。自

分の小ささや貧しさ、誇るべきところのない自分

を知らされることもあるのではないか。自分が塵

に等しいような者であるとの現実に向き合わされ

ることも、子どもながらにあるだろう。子どもた

ちと共に、人はただ神によってこそ生きる者とさ

れることを覚えたい。

　人間は、「創造の冠」と言われるように神によっ

て特別に造られた存在である。1:27には人が神

にかたどって創造されたことが記されている。塵

で造られたとはいえ、人には他の被造物とは異な

り、特別な神からの配慮が与えられる。2章を見

ると、人は特別にエデンの園に置かれる。さらに、

主なる神は人の助け手として女を造り、お与えに

なる。

　この2章には、エデンの園での具体的な生活が

明らかにされているのではない。ただ2章を見る

限り、エデンは非常に豊かで、塵から造られた人

間が神の命に生かされるにふさわしい場所である

ことがわかる。そこには、見ばえがよく、食べる

に適するあらゆる木があった（9節）。また、園

の中央には、死と関係のない命の木も生えていた。

また、そこには園を潤す非常に豊かな水の流れも

あった。人にはそこを耕し、守る務めが与えられ

る。これは現在の労働とは異なり、ただ喜びに満

ちた、日毎に主をほめ称える務めであったはずで

ある。エデンの園を耕し守ること、これは人にとっ

てただただ喜びであっただろう。

　さらに、人には最良の助け手である女が与えら

れる。それは、父母との関係にもまさる深い結び

つきである（24節）。男は父母を離れて女と結ば

れ、二人は一体となる。人は、「ついに、これこ

そわたしの骨の骨、わたしの肉の肉」と助けが与

えられた喜びの声を上げる。この2章を見ると、

主なる神は、人のために全ての命の喜びを備えら

れていることが分かる。

　しかし、エデンの園の命の喜びも長く続くもの

ではなかった。9節では「善悪の知識の木」が命

の木と共に園の中央にあったことが記され、17

節ではそれを食べると必ず死ぬことが強調されて

いる。また25節では、裸であったことを二人と

も恥じなかったが、3章では恥じるようになる。

このように、やがて3章で堕落に至り、命の喜び

から罪の嘆きと悲しみに至り、エデンを追放され

るに至ることへの伏線が2章にはある。2章を見

る時に、3章とのつながりを見てとることができ

	 9月21日	 人間の創造	 聖書黙想

	 テキスト	 	 創世記 2章4～25節

	 子どもカテキズム	 問15

	 参考教理問答	 ウェストミンスター小教理問答 問12
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る。

　3章の堕落とのつながりの中で2章を見る時に

思うことは、子どもたちもまた、この罪の嘆きと

悲しみの悲惨な現実の中に置かれていることであ

る。子どもたちもそのような現実と無関係ではな

い。しかし、その中で、神にかたどって造られた

人間は、2章にあるような神の命の喜びと守りに

こそ生きる者であることを覚えたい。

　神は、堕落した世界をそのまま見捨てられない。

神は、この罪と悲惨に満ちた世界を、完成に向け

て今も導かれる。ヨハネの黙示録には、完成され

た新しい天と新しい地の幻が記されている。そこ

には、「もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも

労苦もない」（21:4）。また、新しい都には、命の

木が豊かに実を結んでいる（22:2）。そして、そ

の都の中には命の水の川が豊かに流れ、都の中心

には神と小羊の玉座がある（22:1）。

　キリストの命に生きる恵みが与えられている。

それは、人が再び、この2章に記されている創造

の命の喜びに生きる望みが与えられているとも言

えるだろう。悲惨な罪による死の現実も、キリス

トの贖いによって、創造の回復・完成へと導かれ

る。

　子どもたちにとっての一番の幸いは、この神の

命に生きること、キリストの命に生きることであ

る。この命の恵みに止まることである。主が差し

出してくださっている命を、子どもたちが自ら受

け取って生きることを願いたい。	 （宮崎契一）
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　先週に引き続いて、神様が天と地の全てのもの

をお造りになった話を見ています。神様は、ご自

分の力ある御手によって、私たち人間を含めて全

てのものをお造りになられました。神様は私たち

を、神様と関係なく生きるようにお造りになった

のではありません。むしろ、神様と深くつながっ

て生きるように、お造りくださいました。そして、

その神様とのつながりに生きることが、みんなに

とっての一番の幸せであるということを今日は覚

えたいと思います。

　今日のところを見ると、神様は土の塵で人を造

り、その鼻に命の息を吹き入れられて、人は生き

る者になりました。こういう不思議なことが書い

てあります。みんなは、このことを言われてもこ

れは一体どういうことなのかと難しく思うかもし

れません。

　でも、聖書を見てみると、そこには私たち人間

が、神様の前に本当に塵のようで何者でもないこ

と、また草や野の花のように、枯れたりしぼんだ

りするような小さな存在であることが書いてあり

ます。

　みんなも、毎日の生活の中でそういう自分を覚

えることがあるのではないでしょうか？例えば、

家でお母さんやお父さんと一緒に過ごしている時

でも、学校で友達と一緒にいる時でも、自分は駄

目な自分だなあ、本当にどうしようもない自分だ

なあ、と思わされることがあるのではないでしょ

うか？

　私も、自分が子どもの頃は気がつきませんでし

たが、今大人になって思い出してみると、小さい

子どもの時にも本当に神さまや周りの人たちに罪

を犯しながら、歩みをしていた自分のことを思い

出します。

　みんなも多分、神様にあやまりたいことや、赦

してほしいことを抱えながら、毎日の生活をして

いるのだと思います。私たちは本当に神様の前に

小さな者、塵に過ぎないような者です。

　ただ、そのように私たちが、神様の前に限りな

く小さな自分であり罪人であることを教えられる

時、私たちは心から神様を求め、神様に依り頼ん

で生きることへと導かれます。神様へ導かれると

ころに、みんなや先生たちにとっての、生きるこ

との幸いがあります。塵に過ぎない人も、神の命

によってこそ生きる者にされるのです。

　神様は、特別にお造りになったご自分の愛する

人間を、神様の命に生きる素晴らしい場所に置い

てくださいました。エデンの園という場所です。

そこは、全てが満たされた場所、神様の命の恵み

が豊かに溢れている素晴らしい場所でした。食べ

るのにおいしそうな実を付けたあらゆる木が、園

の中にはありました。また、そこは本当に豊かな

水の流れがありました。エデンは、本当に私たち

人間が心から喜ぶことができる、神様の命に溢れ

た素晴らしい場所だったのです。

　さらに、神様は「人が独りでいるのは良くない」

と言われます。みんなもたった一人で生きていく

〔単元のねらい〕

　暗証聖句である2章7節を中心に取り上げたい。テキストを通して、神様の豊かな命に生かされると

ころに人の生きる幸いがあることを覚えたい。神の豊かな命に生かされる歩みは、いつも自分は塵に等

しい者であることを覚えながらのものである。子どもたちと共に、心から主に依り頼む歩みへと導かれ

たい。そこに、私たちが神の命に生かされる歩みがある。

神さまの命に生きる

	 9月21日	 人間の創造	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記 2章4～25節

	 子どもカテキズム	 問15
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ことはできないと思います。神様は、一人であっ

たこの人のために一番素晴らしい助け手である女

を造り、与えてくださいました。

　男性と女性が結婚によって結ばれることは、人

間同士の結びつきでは一番強いものです。それは、

みんなの友達との関係はもちろん、お父さんお母

さんとの関係よりも強いものです。この助け手が

与えられた男は、自分に一番良い助け手が与えら

れたことをとても喜びました。エデンの園での生

活は本当に神様の命の恵みに溢れた素晴らしいも

のだったのです。　

　けれども、悲しいことに、この幸せは長続きし

ません。やがて、男と女は神様の言葉に背くこと

になります。そして、2人はエデンの園から追い

出されることになります。

　今、みんなが生きている世界も、本当に神様に

背いてその言葉に従わない罪の現実でいっぱいの

世界です。世界には、人間同士の争いや戦いがい

つもあります。それが無くなることはありません。

また、人と人とが憎しみ合ったり、傷つけ合った

り、人の命を奪ってしまうこともよくニュースで

見ることもあると思います。

　みんなの学校での生活や、家での生活の中でも

そういう厳しくて悲しい罪の現実はあるのだと思

います。友達との関係は楽しいものだけど、難し

さもあります。喧嘩して憎み合ったり、互いに傷

つけ合ってしまうことさえあるかもしれません。

また、お父さんやお母さんとの関係も大切なもの

ですが、いつも完璧に上手くいっている、という

ものでもないと思います。親との関係でも難しさ

はあります。

　それ以外のことでも、自分が神様の前に駄目な

自分であること、自分は神様に謝って赦してもら

わなければいけない自分であることを思い知らさ

れることもあるのではないでしょうか？私たち

は、神様に赦されて、神様が与えてくださってい

る豊かな命に生きることを必要としています。

　神様は、命の恵みから離れてしまった人間を、

そのまま放ったらかしにはなさいませんでした。

神様は、罪人が命に生きるようにと、旧約聖書で

繰り返しイスラエルに語られ、彼らを導き、新約

聖書では御子であるイエス・キリストを救い主と

して与えてくださいました。

　キリストは私たち塵に過ぎない罪人のために、

死んで甦ってくださり、私たちがこのキリストの

命に生きるようにと、命の招きを与えてくださっ

たのです。

　イエス・キリストを自分にとっての救いだと信

じる時に、私たちは神様の豊かな命に生かされて

います。どうか、みんながこのイエス様を心から

受け入れて、神様が与えてくださっている命の恵

みを共に喜びたいと思います。	 （宮崎契一） 

　〔今週の暗唱聖句〕	 創世記 2章7節

主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。

人はこうして生きる者となった。
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	 9月21日	 人間の創造	 幼稚科

〈ねらい〉

　ぼくたちわたしたちは、神さまに造っていただ

いた「神の作品」であることを知り、喜び、感謝

します。

〈お話〉

　9月に入り、暑い夏から、秋になりました。

　時々涼しい風も吹くようになって、コスモスの

花も咲き始めました。夜には、コオロギの大合唱

が聞こえるようになりましたね。ブドウや、ナシ

など、おいしいくだものもいっぱいです。神さま

がお造りになったすてきなもので世界は満ちてい

ます。神さまは、言によってお造りになった世界

をごらんになって「たいへん良い」と満足されま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　神さまのお造りになったものの中で、一番の特

別は「人間」でした。神さまは、「人間」の「そ

の鼻に命の息を吹き入れられた」からです。それ

は、人間が神さまに、お話し（お祈り）したり、

感謝することができるためです。

　どんなにかしこい動物（チンパンジーなど）で

も、神さまにお祈りしたり、礼拝したりすること

はできません。神さまは「人間」を特別に造って

くださったからです。

　神さまを礼拝すること、家族やお友だちを愛す

るために、ぼくたちわたしたちをお造りください

ました。ぼくたちわたしたちは、神さまに造って

いただいた、神さまの大切な「神の作品」です。

〈暗唱聖句〉

　「その鼻に命の息を吹き入れられた」

	 （創世記2:7）

①子どもたちに身近な自然の移り変わり、身近な動物について話しをしながら「たいへん良かった」と

創造された他の生き物と、人間のちがいに気づくようにします。

②工作：「息を吹き入れられたわたしたち」

〈材料〉

　・紙コップ、ビニール袋、先の曲がるストロー、セロハンテープ、マジックペン

〈作り方〉

　①紙コップの下あたりに、ストローがちょうど入るくらいの穴を開け、曲がるストローの先端を差し

込む。

　②ビニール袋に自分の顔（体）をマジックペンで描く。

　③ビニール袋の口をコップの中のストローの先にかぶせてセロハンテープで巻いて留める。

　④ストローに息を吹き込むと、ビニール袋がふくらんで、描いた自分の顔が出てくる。
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　対話の手がかりとして……。

①天地を創造なさった神は、最後に人間をお造り

になりました。「最後に」ということは、決し

て後回しされたということではありません。私

たち人間が生きていくうえで必要なすべてを神

様はまず備えてくださったのです。準備万端の

舞台の上に、神様はあなたを立たせてくださっ

たのです。確かに、私たちは何もない砂漠のよ

うな場所に放り出されたかのような経験をする

ことがあるでしょう。でも神様はあなたがあな

たらしく生きることができるためにすべてを備

えてくださるのです。

②あなたが「あなたらしく生きる」とはどういう

ことでしょうか。自分の夢に向かって走り、ゴー

ルテープを切ることでしょうか。自己実現をす

ることでしょうか。確かにそういう生き方は格

好いいかもしれません。でも、それ以上にあな

たらしい生き方があるのだと聖書は初めから告

げています。人間は神に「かたどって」（創世

記1:26～27）に造られたと聖書は語ります。

少し難しい言葉ですが、要するに、私たちは、

神様と一緒にお付き合いをして生きるために造

られたということです。皆さんはそれぞれに夢

があり、目標があるかもしれません。でもそれ

らを目指す歩みの根底に、神様と共に歩む生き

方があることを忘れないでください。具体的に

は祈ること、御言葉に聞くこと、礼拝ささげる

ことなどです。そういう生き方を重ねていけば、

思いもしなかった豊かな祝福にあずかることが

できるでしょう。それは自分が描いていた夢を

実現することがたとえできなくても、なおそこ

で「私は幸いだ」と言える人生です。

③「主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）

を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。

人はこうして生きる者となった」（7節）人間

は「塵」から造られました。そのことを実感す

るのはどういう時でしょうか。色々あると思い

ますが、その一つは、葬儀の時かもしれません。

かつては元気だったあの人が、地上の生涯を終

えて、火葬され、埋骨されていきます。私たち

の人生で深い悲しみや空しさを覚える瞬間で

す。でも、聖書は、人間は神様から「命の息」

を吹き込まれてはじめて生きるものになったと

語ります。ここに深い慰めを覚えます。「息」

──それは、目には見えませんが、人間が生き

ていく上で、なくてはならないものです。息（呼

吸）をしないと、私たちは生きていくことはで

きません。また、試練や逆境の中にあるとき、

心臓は動いていても、胸を締め付けられるよう

な思いになります。息苦しくて、生きている心

地がしない時があります。そのような時には、

私は何によって生かされているのか。そのこと

に思いを向けたいのです。神が吹き込んでくだ

さる「命の息」を呼吸するとき、あらゆる空し

さを乗り越えて生きられる喜びがあることを告

げています。

④イエス様の弟子たちは、主が十字架にかけられ

る前に、逃げ出してしまいました。そして主が

お甦りになった知らせを聞いても、恐ろしくて

部屋に閉じこもっていたのです。主の弟子とし

て、本来果たすべき使命を見失っていたのです。

でも、そこに復活の主が来てくだいました。そ

して彼らを裁くわけでもなく、平和を告げてく

ださいました。そして「息」をかけてくださっ

たのです（ヨハネ20:19～23）。罪に陥り、神

様から与えられた命を十分に生きられなかった

弟子たちは、復活の主の息吹（聖霊）を受けて、

新しい人間へと生まれ変わりました。もう死を

恐れや空しさに捕らわれることなく、主が与え

てくださった命を生き抜いたのです。

	 9月21日	 人間の創造	 中学科



─ 97 ─

	 9月28日	 罪と堕落	 聖書黙想

	 テキスト	 	 創世記 3章1～24節

	 子どもカテキズム	 問16～21

	 参照教理問答	 ウェストミンスター小教理問答 問12～20

〈聖書テキストの解説と黙想〉

【KEY1 聖書本文を語る】

［STEP1］聖書本文を読む。

　創世記3章1～24節をゆっくり声を出して、数

回、読む。

［STEP2］この箇所のテーマは何か？

　最初の人間の堕罪と、主の裁きの宣告、そして

同時に与えられる救済の予兆。

［STEP3］それをどのように展開しているか？

（救済史において重要な箇所であるため、他の箇

所との関係を示しながら、やや詳しく記す）。

　神は人間をご自身に似せて（1:27）、極めて良

いものとして（1:31）創造された。そして、人を

エデンの園に住まわせて、そこを耕し、守るよう

にされ（2:15）、「園のすべての木から取って食べ

なさい。ただし、善悪の知識の木からは、決して

食べてはならない。食べると必ず死んでしまう」

と命じられた（2:16,17）。

　しかし、蛇の誘惑を受けた女は、主の命令に背

いて、その木から取って食べ、一緒にいた男も食

べた。これが、人間の最初の罪であり、罪が世に

入った出来事である（ローマ5:12）。その結果、

互いに恥ずかしくなかった裸（2:25）は、隠さな

ければならないほど恥ずべきものとなり、人は覆

いなしに神の御前にも立つことができない恥ずべ

き存在となった。

　神は、蛇と女とアダム（人）に、それぞれ裁き

を宣告された。女には産みの苦しみが大きくなる

こと、人間だけでなく他の被造物も呪われたもの

となり（参照 : ローマ8:19～22）、人が生きるた

めの労働は苦しみとなったこと、そして、肉体に

死がもたらされることが、宣告された。

　しかし、主は、蛇への宣告の中に、女の子孫が

蛇の頭を砕くという約束（原福音）を与えられた。

これは、キリストによる神の国において実現する

（参照 : ローマ16:20、黙示録20:2,10）。また、

主は裸を覆うために、「アダムと女に皮の衣を作っ

て着せられた」。そのために動物の命が初めて犠

牲とされた。そこには、キリストが犠牲となり、

罪人の恥を覆われたことが象徴されているかもし

れない（参照 :ガラテヤ3:27）。

　アダムは、エデンの園から追放され、命の木に

至る道はふさがれた。しかし主の民は、キリスト

が再び来られる終わりの日に、豊かに実る「命の

木」が川の両岸にある新しい都エルサレムに入れ

られることになる（黙示録22:2）。

【KEY2 神の福音を語る】

［STEP1］この箇所で神はご自身について何を表さ

れたか？

　神は、ご自分の命令に背いた人間と、それをそ

そのかした蛇に裁きを宣告された。

　神は、ご自分の命令に背いた人間を、なおも憐

れみ、女の子孫によるサタンへの勝利を示し、裸

の恥を覆うための皮の衣をも着せられた。

　神は、人をエデンの園から追放し、終わりの日

まで、命の木に近づくことができないようにされ

た。

［STEP2］前後の章は、神について何と言っている

か？

　神は、世界を極めて良いものとして創造し

（1:31）、人間をご自身に似せて創造された（1:27）。

そして、人間に善悪の知識の木からは取って食べ

てはならないことを命じられた（2:17）。

　その命令に背き、罪に生きるようになった人間

は、さらに4章において、神のかたちである人を

殺すほどに罪をエスカレートさせる（4:8）。それ

でもなお、神は人を憐れまれる（4:15）。

［STEP3］聖書全体を通しての神の働きに、この個

所はどのように関係しているか？

　神は世界と人間を極めて良いものとして創造さ

れた。しかし、この箇所で人は、神に背いて、神
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との交わりを失い、極めて良い状態を破壊してし

まった。罪は世に入り込み、義人は一人もいなく

なった。しかし、神は、それでもなお、人を憐れ

んでくださり、サタンに勝利する救い主を与える

ことを示してくださった。この方は、私たちの罪

の犠牲として、十字架の上に屠られ、私たちの罪

を覆い、私たちが新しい人として生きられるよう

にしてくださる。この方が再び来られる時には、

神の国が完成し、人は再び栄光の主と共に、命の

木の実る都に住む。

【KEY3 子どもたちの信仰と生活のために語る】

［STEP1］この箇所に登場する当時の人びとの必要

は何だったか？

　主は、彼らが従うべき命令を与えられた。それ

は、難しいものではなく、従う意志があれば、従

い続けることのできるものだった。しかし、彼ら

は、その命令に背いてしまい、かえって、裸の恥

に恐れを抱き、裁きを宣告され、神との交わりが

与えられていた園から追放されるに至った。

［STEP2］私たちの教会の子どもたちに似たような

必要があるか？

　子どもたちも、神が命じられることに従うこと

ができない。ケンカの原因は、自己中心的にふる

まい、友達や兄弟姉妹のことを愛し、赦すことが

できなかったことである場合が多い。いじめなど

の深刻なケースでも、主の命令に従うことのでき

ない現実の自分に気づかされる。

　本来ならば、主の裁きを宣告され、主との交わ

りから追放されなければならない存在であること

に気づかされる。

［STEP3］この聖書箇所の「その時」から、私たち

の教会の「今」へ橋をかける。

　しかし、主は、それでもなお、私たちを憐れん

でくださる。主のご命令に、くりかえし背いてし

まう私たちのために、主は独り子をお与えくだ

さった。私たちを落とし入れて、主に背かせるサ

タンを、その方は滅ぼしてくださる。私たちが受

けるべき罰を一身に引き受けてくださり、十字架

で犠牲となってくださった。その方のゆえに、私

たちの恥は覆われ、主との和解に入れられる。そ

の方が再び来てくださるときには、エデンの園に

あった「命の木」が実を結ぶ新しい都エルサレム

で、神と小羊と共に住まわせてくださる。

（テモテ指導者訓練「聖書的説教」モジュールを

参考に項目を立てました）。

	 （大西良嗣）
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〔単元のねらい〕

　はじめの人間が罪を犯し、罪が世に入ったことが取り上げられる。この後に続く聖書の大部分は、こ

の問題を解決するための歴史であると言える。「救済史」という名称も、罪に陥って、主の裁きを受け、

主との交わりから追放された人間を救済してくださる主の歴史を意味する。その意味で、重要な歴史の

転換点であると同時に、私たち人間の問題の根源を取り扱う場面でもある。そして、私たちが陥ってし

まった罪の現実から、救い出してくださった主の憐れみの始まりでもある。子どもたちと共に、神に背

いてしまう現実を認め、それでもなお救いを与えてくださった主に心からの感謝を表したい。

食べるなと命じた木から食べたのか !?

	 9月28日	 罪と堕落	 説教展開例

	 テキスト	 	 創世記 3章1～24節

	 子どもカテキズム	 問16～21

　神様は、私たちが住んでいる、この世界のすべ

てを造られました。そして、私たち人間をも造っ

てくださいました。

　最初の人間は、だれだった？ 先週のお話で聞

いたね？ そう、アダムと、エバです。

　神様は、アダムに、1つだけ大事な命令をお与

えになりました。

　「エデンの園にあるどの木からも取って食べて

いいよ。ただし、善悪の知識の木からは、決して

食べてはいけないよ。それを食べると、必ず死ん

でしまうから」。

　どうだろう？ これは、難しい命令かな？「食

べるな」と言われると、食べたくなってきちゃう

かな？ でも、神様の言うことだから、きちんと

守ろうと思えば、守ることができる命令だね。

　ある日、エバのところに、蛇が来て、話しかけ

ました。「神様は、エデンの園のどの木からも食

べてはいけないなんて、そんなひどいことを言っ

たの？」

　「いえいえ、そんなことないわ。園の木から自

由に食べていいんです。だけど、園の真ん中に生

えている善悪の知識の木の実だけは、食べてはい

けないんです。触ってもいけないんです。死んで

はいけないからと、神様は言われました」。

　触ってもいけないなんて、神様は言われていな

いけどねぇ。

　蛇は、言いました。

　「そんなことないよ。死んだりなんかするもん

か。それを食べると、目が開けて、神様のように、

何が善いことで、何が悪いことかを知ることがで

きるようになるんだ。神様は、そうなることを知っ

ているから、あなたたちに食べさせないんだ」。

　エバは、蛇の言葉を聞いて、善悪の知識の木の

実を見てみました。とてもおいしそうです。なん

だか、食べたら賢くなりそうな気がします。エバ

は、手を伸ばして、実を取って食べてしまいまし

た。そして、一緒にいたアダムにも渡しました。

アダムも食べました。

　食べてどうなった？ すぐには死ななかった。

だけど、自分たちは「裸だ！」ということに気が

つきました。今まで、裸でも、ぜんぜん恥ずかし

くなかったのに、急に怖くなって、自分の体が見

えないように隠し始めました。とりあえず、いち

じくの葉っぱで、腰の周りを隠しました。

　「風の吹くころ」たぶん、夕方かな？ 神様が園

の中を歩いて来られる音が聞こえました。神様が

歩く音なんて、私たちは聞いたことがないね。で

も、エデンの園ではそんなふうに、神様と人間が

近くにいたんだね。アダムとエバは、木の間に隠

れました。かくれんぼをしたわけじゃないよ。「神

様に見られたくない」って、おびえて隠れました。



─ 100 ─

　「どこにいるのか？」と神様が呼ばれました。

　「あなたの足音が近づいてきたので、怖くなっ

て隠れました。だって、わたしは裸なんです」。

アダムが答えました。

　「誰が、お前が裸であることを教えたのか？ さ

ては、食べてはいけないと命じた木から取って食

べたのか？」

　そう問われる神様に、アダムは何と答えたで

しょうか？「はい、そうです。ごめんなさい」と

言った？ そうじゃない。

　「エバが私にくれたので、食べました」。どこか

で聞いた感じだね。「ボクが悪いんじゃないよ。

何々ちゃんが悪いんだよ」なんていう具合に、み

んなも言っているね。アダムは、神様のご命令に

背いて、善悪の知識の木から取って食べた。そう

すると、人間は、どんどん罪を犯すようになって

いくんだね。

　神様はエバに言いました。「何ていうことをし

たのか！」エバは、何と答えた？「蛇が悪いんで

す。蛇がだましたから、食べてしまいました」。

エバも、やっぱり、「自分のせいじゃないよ、蛇

が悪いんだよ」と言いました。みんなも、「よく

自分が言っていることと同じだなぁ」と思ったか

もしれないね。最初に、アダムとエバが罪を犯し

てから、罪が世界に入ってきました。私たちだけ

でなく、だれもが、同じように罪人になってしま

いました。

　神様は、蛇に、罰を言い渡されます。「お前は、

呪われるものとなった。お前は、生涯這い回る。

やがてエバの子孫がお前の頭を砕く」。

　蛇がしたことというのは、人間を神様に背かせ、

神様から引き離すことです。それは、サタンの働

きです。エバの子孫として生まれるお方が、蛇（サ

タン）の頭を砕いて滅ぼす時が来る。つまり、イ

エス様がサタンに勝利して、私たちを勝利の列に

加えてくださるという約束を、神様が与えてくだ

さったのです。

　エバには、赤ちゃんを産むときの苦しみが大き

くなることが告げられました。みんなのお母さん

も、本当に苦しい思いをして、みんなのことを産

んだと思います。

　アダムには、土が呪われたので、野菜を育てよ

うとしても、とても苦労することになると告げら

れました。食べ物を手に入れるために、苦労する

ようになる。みんなのお父さんも、とても苦労し

て働いて、みんなのために食べ物を買うお金を稼

いでいると思います。

　そして、やがて、土に返ることが告げられます。

つまり、死ぬということです。人間は、だれもが

やがて死ぬものとなりました。人間は、そうやっ

て、滅んでいくものとなりました。

　私たちも、アダムとエバと同じように、悪いこ

とは人のせいにして、いつも罪を犯しています。

ですから、私たちも、死んで、滅んでいくべきも

のなのです。

　そのように言い渡されて、アダムとエバは、エ

デンの園から追放されます。神様と一緒に過ごす

ことができなくなりました。

　けれども、神様は、裸であったアダムとエバの

ために、皮の衣を作って着せてくださいました。

これで、恥ずかしい思いもせず、神様や人びとの

前に立つことができます。神様は、アダムとエバ

がご自分のことを裏切ったけれど、それでも、愛

して、憐れんでくださるお方なんだね。

　エデンの園の真ん中には、善悪の知識の木のほ

かに、命の木がありました。アダムとエバの罪に

よって、人は、その命の木に近づくことができな

くされています。けれども、イエス様が再び来ら

れる時には、命の木が植わっている、新しい都エ

ルサレムに私たちも招きいれられます。そこには、

神様とイエス様がいらっしゃって、かつてエデン

の園で人と一緒に過ごしてくださったのと同じよ

うに、私たちと一緒に過ごしてくださいます。

　本来なら、罪のために滅びなければならなかっ

た私たちです。けれども、神様は、イエス様とい

う救い主を与えてくださって、私たちの罰を引き

受けさせ、私たちが神様と永遠に一緒に過ごすこ

とができるようにしてくださったのです。この素

晴らしい恵みを感謝しましょう。	 （大西良嗣） 

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記 3章15節

彼はお前の頭を砕き　お前は彼のかかとを砕く。
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	 9月28日	 罪と堕落	 幼稚科

〈ねらい〉

　神さまのことばを守ることができないわたし。

神さまから、かくれようとするわたし。

　それでもなお救いをあたえてくださる神さま

に、くいあらためと感謝の祈りをささげます。

〈お話〉

　きれいな花がたくさん咲いて、おいしい果物も

いっぱいなっています。たくさんの鳥や動物もう

れしそうに、なかよく暮らしています。みなさん

は、どんな果物が好きですか？

　アダムさんも、エバさんもおいしい果物が大好

きでした。バナナ、オレンジ、ぶどう、もも、な

し、いちご……食べたい時に、食べたいだけ、な

かよく食べていました。鳥も動物も、好きな果物

を分け合って、なかよく食べていました。

　神さまは、「ここにある果物は、どれでも好き

なだけ取って食べなさい。でも、あの真ん中にあ

る木の果物だけはけっして食べてはいけません。

死んでしまうから」と言いました。

　ある日、エバさんのところへ、ヘビがやって来

ました。「あの真ん中にある木の果物を食べてご

らん」とささやきました。エバさんには、とても

おいしそうに見えました。エバさんは神さまとの

約束をすっかり忘れてしまって、ヘビの言うとお

りに食べてしまいました。アダムさんも食べてし

まいました。アダムさんもエバさんも、神さまの

おことばより、ヘビのことばを信じてしまったの

です。

　さあ、たいへん。神さまの歩く音が聞こえてく

るとアダムさんもエバさんもこわくなって、木の

かげにかくれました。人間に「罪」と「死」が入っ

てしまいました。

〈暗唱聖句〉

　「主なる神はアダムを呼ばれた。『どこにいるの

か』」	 （創世記3:9）

〈さんび〉

　『字のない本のうた』61番

　（「ふくいん子どもさんびか」いのちのことば社）

①サタンがヘビのすがたをして現われたこと、サタンは人間を神さまから引き離そうとするものである

ことを話します。

②工作：「４つのリンゴ」

〈材料〉

　・色画用紙（黒・赤・白・黄・茶）

〈作り方〉

　①茶色の色画用紙で、中に入れられるカゴを作る。

　②子どもの手のひらくらいの大きさの丸いリンゴを、黒・赤・白・黄色と5つ切り抜いて作る。

　＊『字のない本のうた』を賛美しながら、かごの中のリンゴを一つずつ取り出します。

　　「（黒）罪によごれ　くらい心も　（赤）主イエスさまの　血で洗えば（白）白い雪のようにきれい

になり（黄）輝く天の国へ行ける」
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　対話の手掛かりとして……。

①蛇はイブをどのようにそそのかしたのでしょう

か。それは神のように賢くなれるということで

した。「あなたは神になれる」という言葉に、

アダムとイブだけではなく、多くの人間が心を

惹かれるのです。そして、人が神になりたいと

願うとき、その心の中にあるのは、自分の人生

を、あるいはこの世界を自分の思う通りに動か

してみたいということです。誰に強いられるこ

ともなく思いのままに自由に生きられる。何の

苦しみの悩みもなく生きられる。そういう生き

方を手にすることができたのならばどんなに素

晴らしいことかと思うのです。

②この実を食べたら、素晴らしい人生が待ってい

ると思って、禁じられた実を口にしました。で

もその結果どうだったでしょう。サタンの言う

とおり、神になれたのでしょうか。そうではあ

りませんでした。そこに待っていたのは、自分

たちが裸であるという事実でした。だから恥ず

かしくなって、葉で自分たちの体を覆いました。

神様の言葉を無視して、自分の欲望を優先させ

る時、そこに待っているのは、恥ずかしさであ

り、空しさです。裸であること、ありのままで

あることは恥ずかしことになってしまいまし

た。でも本来人間はそういうものなのでしょう

か。自分の存在を飾ったり、偽ったりしないと、

あなたはあなたとして立つことができないの

だ。何の価値もないのだと聖書は教えるので

しょうか。決してそうではありません。どれだ

け、周りの人たちに様々な面において弱さが

あったとしても、神様はありのままのあなたを

愛してくださいます。誰が何と言おうと「わた

しはあなたを愛している」これが神様のお心で

す。でも人はその神様の言葉を自ら捨てたので

す。

③この堕落物語を読むとき、毎回のように出る疑

問があります。なぜ神様は、アダムとイブが罪

を犯さないように造らなかったのか。なぜ禁じ

られた実を口にしようとしたときに、それはい

けないことだとおっしゃらなかったのか。人間

が罪に陥ったのは、神様あなたが責任をもって

お造りになった人間をちゃんと支えておられな

いからではないですか、と。でも神様は、私た

ちに「自由」をお与えになりました。神に従う

自由と従わない自由です。もちろん神様の思い

は、わたしと一緒に歩んでほしいという思いで

す。でも、神様に従うか従わないか、どちらを

選ぶか。それはあなた自身の問題でもあるので

す。親や教会の先生から言われて、嫌々するこ

とではありません。でも、一度ぜひ牧師や教会

学校の先生たちに、神様に従ってよかったと思

えたことを色々と尋ねてみてください。

④さて、神の命令に背いたアダムとイブに対して

神様はどのような行動を起こされたでしょう

か。8節を見ると、「あなたはどこにいるのか」

と声を掛けられました。神様はあなたを探して

おられるのです。罪の中にある人間を捜してお

られるのです。それは見つけ出して、懲らしめ

るためでしょうか。そうではありません。もう

一度、わたしのもとに立ち帰って、神様の眼差

しの中で、あなた自身の素晴らしさを見出して

ほしいと願っているのです。主イエスもまた、

あなたを捜し続ける神のお姿を譬え話の中でな

さったことがありました。（ルカ15:4～7）罪

を犯した時、自分を見失った時、神はあなたに

声をかけていてくださいます。どうかその声を

聞き逃さないでください。罪を犯した時、神の

存在が遠くに感じることがあるかもしれませ

ん。しかし神の御声は遠くないのです。むしろ

近いのです。そして、主イエスはあなたが神様

のもとに立ち帰る道を、十字架をもって開いて

くださっているのです。

	 9月28日	 罪と堕落	 中学科
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2014年10～12月カリキュラム（第55号）
─『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年─

月　日
教会暦・行事

主　　題
子どもカテキズム 参照教理問答

聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

10月5日
アブラハムの召命

－ －

創世記12:1～9 詩編37:5

自分たちも、アブラハムを通し神の選びと召命にあずかっていることを悟らせる

12日
アブラハムへの約束

問30,31 ウ告白7,11,14章、ウ小20等

創世記15:1～21 創世記15:6

アブラハムへの約束がキリストによって私たちにも及んでいる事を感謝しよう

19日
イサクの奉献

問13 ウ小11、ハイデ26,27,28

創世記22:1～19 創世記22:14

アブラハムの信仰を導かれた神の恵みを語り、感謝と信仰に招こう

26日
エジプトに売られるヨセフ

問13 ハイデ27,28、ウ小11、ウ大18

創世記37:12～36 コリント一10:13b

ヨセフ物語を通して、神の歴史支配を確信するしたたかな摂理の信仰へと導こう

11月2日
主が共におられる幸い 

問11,13,14 ハイデ1、終末の希望の宣言

創世記39～41章 創世記39:2

主が共にいてくださることで安心して生きて行ける、救いの恵みを感謝しよう

9日
悪を善に造りかえる主

問13 －

創世記45章、50章 ローマ8:28

いかなる悪さえ神の善へと変える主を信じ、歴史形成の主体者として生きよう

16日
神の人モーセ

問34,65 －

出エジ2:1、10,3:1～10 出エジプト3:12

契約に真実な神を仰ぎ、神に応答して教会共同体形成のために生きよう

23日
主の過ぎ越し

問13,24 －

出エジプト12:21～27 出エジプト12:26～27

贖いのみわざによって罪赦され、神の民とされた恵みを喜ぼう

30日
待降節

出エジプト
8,11,13,41,66 ウ大101,121

出エジプト14章 ヨハネ16:33

神の救いの確かさとその力の偉大さを讃美し、語り続けよう

12月7日
待降節

平和の王イエスさま
問23,27 ウ告白8:1、ウ大42、ハイデ31

イザヤ書9:1～8 イザヤ書9:5

神の国の福音を告げ、実現する主イエスの御業にあずかった喜びを深めよう

14日
待降節

マリアへの告知
問22 ウ小22

ルカ1:26～38 ルカ1:38

神の母とされるマリアの信仰に学び、今も注がれる神の顧みの眼差しを覚えよう

21日
降誕祭

キリストの降誕
問22 ウ小22

ルカ2:8～20 ルカ2:11

羊飼いに知らされたキリスト降誕の福音を感謝し、クリスマスを喜ぼう

28日
契約のしるし

問24,65 ウ告白7,8章

出エジプト24章 出エジプト24:8b

契約の恵みに応答することへと招かれていることを改めて確認しよう
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2014年度 年間カリキュラム（第53～56号）
（2014年4月～2015年3月）

　

月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

2014年 ４月６日 レント ゲツセマネのキリスト マタイ26:36－46

第53号 ４月13日 受難週 十字架のキリスト マタイ27:45－56

４月20日 復活祭 復活されたキリスト マタイ28:1－10

４月27日 弟子たちを慰めるキリスト ヨハネ21:1－14

５月４日 弟子たちを立ち上がらせるキリスト ヨハネ21:15－19

５月11日 弟子たちを派遣するキリスト マタイ28:16－20

５月18日 キリストの証人となる ルカ24:36－49

５月25日 教会を建て上げるキリストと聖霊 ヨハネ15:11－17

６月１日 キリストの昇天 使徒1:6－11

６月８日 聖霊降臨祭 新しいイスラエル・教会の出発 使徒2:1－5

６月15日 聖霊によって説教する教会 使徒2:14－36

６月22日 最初の教会の姿 使徒2:37－47

６月29日 ペトロとヨハネの働き 使徒3:1－10

第54号 ７月６日 御言葉をめぐって整えられる奉仕者 使徒7:1－7

７月13日 サウロの回心させる復活のキリスト 使徒9:1－19

７月20日 世界を目指すアンティオキア教会 使徒11:19－30

７月27日 会議を通し、聖霊に導かれる教会 使徒15:1－21

８月３日 マケドニア人の幻の信仰的解釈 使徒16:6－15

８月10日 平和主日 平和主日 イザヤ2:1－5

８月17日 ローマで伝道するパウロ 使徒28:17－31

８月24日 聖霊とキリストに導かれて歩む教会 ローマ8:26－39

８月31日 天上のキリストの働き 黙示録1:9－20

９月７日 天上の礼拝 黙示録4章

９月14日 天地創造 創世記1章－2:3

９月21日 人間の創造 創世記2:4－25

９月28日 罪と堕落 創世記3章



─ 105 ─

年・号 月　日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

第55号 10月５日 アブラハムの召命 創世記12:1－9

10月12日 アブラハムへの約束 創世記15:1－21

10月19日 イサクの奉献 創世記22:1－19

10月26日 エジプトに売られるヨセフ 創世記37:12－36

11月２日 主が共におられる幸い 創世記39－41章

11月９日 悪を善に造りかえる主 創世記45章、50章

11月16日 神の人モーセ 出エジ2:1－10,3:1－10

11月23日 主の過ぎ越し 出エジプト12:21－27

11月30日 待降節 出エジプト 出エジプト14章

12月７日 待降節 平和の王イエスさま イザヤ9:1－9

12月14日 待降節 マリアへの告知 ルカ1:26－38

12月21日 降誕節 キリストの降誕 ルカ2:8－20

12月28日 契約のしるし 出エジプト24章

2015年 １月４日 約束の地 ヨシュア3章

第56号 １月11日 ダビデとゴリアト サムエル上17:41－54

１月18日 ダビデ契約 サムエル下7:1－17

１月25日 ソロモン王 列王上3章

２月１日 ユダの滅亡 エレミヤ18:1－17

２月８日 回復の預言 エゼキエル34:11－31

２月15日 捕囚からの解放 イザヤ45:1－13

２月22日 礼拝の再建 ネヘミヤ8:1－12

３月１日 異邦人の救い イザヤ56:1－8

３月８日 受難週 新しい契約 エレミヤ31:31－34

３月15日 受難週 苦難の僕 イザヤ53章

３月22日 受難週 受難のキリスト ヨハネ18:1－11

３月29日 受難週 十字架のキリスト ヨハネ19:17－30
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〈執筆者・編集者よりひとこと〉

●編集委員の一人として、聖書黙想と説教展開例

の教案提供に関わり続けています。時折、中会の

諸集会などで、教会学校教師として奉仕されてい

る兄弟姉妹が、「教案読みましたよ！」と声をか

けてくださいます。「まだやってていいんだ」と、

ほっと胸をなでおろします。もっと多くの方に執

筆いただけたらと、常々思います。（二宮　創）

●日曜学校に奉仕する五人でようやくまとめまし

た。これは「強いられた恩寵」と感謝しています。

皆さまの工夫を加えていただき、イエスさまが子

どもたちに伝わるようにと願っています。クリッ

プアート、『石橋えり子カット集・教会と子ども

の四季』（日本キリスト教団出版局）からカット

を用いさせていただきました。（増田　守）

●『朝ドラ』に、明治の日曜学校の風景がありま

した。今の時代の子どもたちと将来のためにも、

子どもの教会がどれほど大切であるかを思わされ

ます。諦めずに、挑戦を重ねてまいりましょう。

皆様の知恵やアイディア、ぜひ、分かち合いましょ

う！（相馬伸郎）

〈あとがき〉

●第54号をお届けします。今号も多くの方々の

ご協力をいただきました。神様と執筆者・読

者の皆様に心からの感謝を申し上げます。

●53号の中部中会ジュニアサマーキャンプ2013

の報告で、キャンプ讃美3曲の掲載が抜けており

ました。長谷川はるひ姉はじめ、関係者の皆様に

おわび致します。今月号に掲載致しました。

●犬山教会学校のキャンプ、また礼拝の様子をご

報告くださった、教会学校教師会の皆さま、金起

泰先生、金蕙芩姉に、心から感謝いたします。パ

ワーポイントを用いての礼拝の様子が、白黒の誌

面でうまく伝わるとよいのですが。

●編集長による「教会学校教案誌の原点とカテキ

ズム」は、今年の定期大会で報告・出版される予

定の『子どもと親のカテキズム』の執筆意図など

をご説明するものです。来年4月からのカテキズ

ムに基づく2年間のカリキュラムは、新しい『子

どもと親のカテキズム』に従って作成されます。

皆さまのお手元にお届けできる日も近づいてきま

した。どうぞお祈りください。

●日本キリスト改革派教会の教育機関紙『リジョ

イス』の「いのちのパン」についても、ご意見を

お寄せください。当教案誌編集部より提供させて

いただいています。それぞれの祈りの場が主の祝

福に満たされますように。

●教案誌のためにご奉仕くださる方を募っていま

す。ぜひ、編集部にお気軽に声をかけてください。

問い合わせは相馬伸郎まで。

　E-mail: iwanoue@me.ccnw.ne.jp

〈購読の申し込み〉

●『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。

また、『子どもカテキズム』もぜひお求めください。

教案誌はバックナンバーもあります。第44号ま

では一部500円で販売しています（品切れの号も

あり）。

●教案誌購読受付と送付は大垣伝道所の辻幸宏教

師が担当しています。お求めは下記までご連絡く

ださい。『子どもカテキズム』（300円）、副読本『主

は羊飼い』（800円）のお買い求めも下記までお

願いします。

　大垣伝道所　辻幸宏まで

　　〒503-0996 大垣市島町283

　　Tel/Fax. 0584-91-3538

　　E-mail: yukihiro.tsuji@nifty.ne.jp
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まえがき

　牛島智子（東京恩寵教会執事）

巻頭説教

　坂井孝宏（勝田台教会牧師）

日曜学校・教会学校訪問

　今枝光彦（犬山教会長老）

　金蕙芩（犬山教会信徒）

　長谷川はるひ（関キリスト教会信徒）

教会学校教案誌の原点とカテキズム

　相馬伸郎（名古屋岩の上教会牧師）

聖書黙想・説教展開例

　浅野正紀（せんげん台教会牧師）

　二宮　創（太田伝道所宣教教師）

　長谷川潤（四日市教会牧師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上教会牧師）

　安田直人（田無教会牧師）

　小宮山裕一（ひたちなか教会牧師）

　赤石めぐみ（伊丹教会信徒）

　辻　幸宏（大垣伝道所協力牧師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

　牧野信成（西神教会牧師）

　宮﨑契一（奈良伝道所宣教教師）

　大西良嗣（滋賀摂理教会牧師）

分級展開例

　幼稚科　青葉台キリスト教会日曜学校教師会

　　　　　相馬直子（名古屋岩の上教会信徒）

　中学科　藤井　真（堺みくに教会牧師）

イラスト作画

　表紙　長谷川いのり（関キリスト教会信徒）

　本文　岡野美佳（青葉台キリスト教会信徒）

☆ 執 筆 者 一 覧 ☆

☆ 編 集 部 ☆

相馬伸郎（長）　　名古屋岩の上教会牧師　　　

木下裕也　　　　 名古屋教会牧師　　　　　　

辻　幸宏　　　　 大垣伝道所協力牧師　　　　

二宮　創　　　　 太田伝道所宣教教師　　　　

長谷川潤       　四日市教会牧師　　　　　　

安田直人　　　　 田無教会牧師　　　　　　　
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